
Title カール・シュミットにおける民主主義論の成立過程 （3） : 第二帝政末期からヴァイマル共和政中期まで

Author(s) 松本, 彩花

Citation 北大法学論集, 69(2), 1-74

Issue Date 2018-07-31

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/71195

Type departmental bulletin paper

File Information lawreview_vol69no2_01.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北法69（2・1）207

　
　
　
　
　

目　
　

次

序
論　
　
　
（
一
）
先
行
研
究
の
概
観
と
近
年
の
研
究
動
向

　
　
　
　
　
（
二
）
本
稿
の
目
的
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
に
関
す
る
先
行
研
究

論　
　
　

説

　
　
　

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
論
の
成
立
過
程
（
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─ 
第
二
帝
政
末
期
か
ら
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
政
中
期
ま
で 

─
─松　

本　

彩　

花



論　　　説

北法69（2・2）208

　
　
　
　
　
（
三
）
本
稿
の
研
究
視
角
と
全
体
構
成

第
一
章　
　

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
時
代
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
（
一
九
一
〇
─
一
九
一
九
年
）

　

第
一
節　
『
国
家
の
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値
と
個
人
の
意
義
』
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お
け
る
国
家
論

　

第
二
節　

最
初
期
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
共
同
体
と
個
人

　

第
三
節　

法
学
方
法
論
を
め
ぐ
る
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ケ
ル
ゼ
ン�

（
以
上
、
六
十
八
巻
六
号
）

第
二
章　
　

第
一
次
世
界
大
戦
期
に
始
ま
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
独
裁
論
研
究
（
一
九
一
五
─
一
九
二
一
年
）

　

第
一
節　

独
裁
論
の
出
発
点
と
し
て
の
戒
厳
状
態
論

　

第
二
節　

第
一
次
大
戦
直
後
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
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け
る
ボ
ダ
ン
論
と
ホ
ッ
ブ
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論

　

第
三
節　
『
独
裁
』
成
立
の
諸
状
況
と
委
任
独
裁
論
の
形
成

　

第
四
節　
『
独
裁
』
に
お
け
る
主
権
独
裁
論
─
─
人
民
の
意
志
に
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い
て
の
考
察

　

第
五
節　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
評
価
を
め
ぐ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ケ
ル
ゼ
ン

第
三
章　
　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
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主
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論
批
判
（
一
九
二
二
年
）

　

第
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節　
『
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治
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学
』
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政
治
神
学
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方
法

　

第
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節　
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神
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由
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─
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命
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学
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か
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影
響
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学
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継
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独
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開

　

第
四
節　
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主
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成
立
過
程
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め
ぐ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ケ
ル
ゼ
ン�

（
以
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、
六
十
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巻
一
号
）
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章　
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ミ
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ト
民
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主
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（
一
九
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一
九
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年
）

　

第
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節　
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人
民
の
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志
の
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一
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と
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一
化

　

第
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節　

民
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性

　

第
三
節　
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主
主
義
と
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治
的
統
一
の
関
係
─
─
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政
治
的
な
も
の
の
概
念
」

第
五
章　
　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
の
新
た
な
展
開
と
そ
の
起
源
（
一
九
二
七
年
）

　

第
一
節　
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主
主
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に
お
け
る
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民
と
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務
官
の
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立

　

第
二
節　
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け
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采
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念
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第
三
節　

民
主
主
義
論
の
変
容
─
─
指
導
者
と
人
民�

（
以
上
、
本
号
）

第
六
章　
　
『
憲
法
論
』
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
の
完
成
（
一
九
二
八
年
）

結
び

※
文
献
か
ら
の
引
用
を
示
す
た
め
に
本
文
中
で
用
い
た
略
号
に
つ
い
て
は
、六
十
八
巻
六
号
に
記
載
し
た「
引
用
に
つ
い
て
」を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
四
章　

民
主
主
義
論
の
展
開

第
一
節　

民
主
主
義
に
お
け
る
人
民
の
意
志
の
同
一
性
と
同
一
化

　

本
節
で
は
、『
政
治
神
学
』（
一
九
二
二
年
）
か
ら
『
現
代
議
会
主
義
の
精
神
史
的
地
位
』（
初
版
、
一
九
二
三
年
。
以
下
で
は
議
会
主
義

論
と
略
記
す
る
）
へ
か
け
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
観
に
変
化
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
連
続
面
と
断
絶
面
を
把
握
す
る

こ
と
を
試
み
る
。

（
一
）
議
会
主
義
論
に
お
け
る
民
主
主
義
理
解
─
─
『
政
治
神
学
』
か
ら
の
連
続
と
断
絶

『
政
治
神
学
』
か
ら
の
連
続
─
─
「
同
一
性
」
と
し
て
の
民
主
主
義
理
解

　

議
会
主
義
論
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、周
知
の
通
り
、民
主
主
義
を「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」と
し
て
、厳
密
に
は「
一
連
の
同
一
性
」

と
し
て
定
義
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
下
さ
れ
る
す
べ
て
の
決
定
が
決
定
す
る
者
自
身
に
対
し
て
の
み
妥
当
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
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民
主
主
義
の
本
質
で
あ
る
」（LP:34

）。「
一
連
の
同
一
性
」
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
列
挙
す
る
の
は
、
次
の
も
の
で
あ
る

─
─
「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
、
支
配
者
と
被
支
配
者
の
同
一
性
、
国
家
的
権
威
の
主
体
と
客
体
の
同
一
性
、
人
民
と
議
会
に
お
け
る
代

表
と
の
同
一
性
、
国
家
と
そ
の
都
度
投
票
す
る
人
民
と
の
同
一
性
、
国
家
と
法
律
と
の
同
一
性
、
量
的
な
も
の
（
数
の
点
で
の
多
数
あ
る
い

は
全
員
一
致
）
と
質
的
な
も
の
（
法
律
の
正
し
さ
）
と
の
同
一
性
」（LP:35

）。

　
「
同
一
性
」
と
し
て
の
民
主
主
義
定
義
は
、
前
年
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
公
刊
し
た
『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
す
で
に
示
さ
れ
て
い（

１
）た

。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
と
い
う
民
主
主
義
的
命
題
」
を
始
め
と
す
る
「
同
一
性
」
思
想
こ
そ
が
、
超
越
性
を
喪
失
し
、
内

在
性
に
基
づ
く
民
主
主
義
思
想
が
普
及
す
る
十
九
世
紀
以
来
の
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
た（PT

:44f.

）。
し
た
が
っ
て
、民
主
主
義
を「
同
一
性
」

と
し
て
把
握
す
る
点
で
、
両
著
作
の
間
に
は
連
続
性
が
あ
る
と
言
え
る
。

『
政
治
神
学
』
と
の
断
絶
─
─
人
民
主
権
お
よ
び
民
主
主
義
に
対
す
る
評
価
の
転
換

　

た
だ
し
、
人
民
主
権
お
よ
び
民
主
主
義
自
体
に
対
す
る
評
価
の
点
で
、
両
著
作
の
間
に
は
断
絶
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
政
治
神
学
』

と
議
会
主
義
論
に
お
い
て
は
、人
民
主
権
に
対
す
る
評
価
、そ
し
て
人
民
主
権
の
基
礎
を
な
す
「
民
主
主
義
的
正
統
性
」
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ

ト
の
評
価
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
は
、
人
民
主
権
お
よ
び
民
主
主
義
は
、
本
来
の
主
権
概
念
の
メ
ル
ク
マ
ル
で
あ
る
人
格
主
義
的
要
素
お
よ
び
決

断
主
義
的
要
素
を
欠
き
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
結
び
つ
く
思
想
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
主
権
者
の
複
数
性
を
特
徴

と
す
る
人
民
主
権
は
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
有
機
的
統
一
し
か
果
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
君
主
主
権
が
達
成
し
た
─
─
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
歴
史

的
偉
業
と
し
て
高
く
評
価
す
る
─
─
国
家
的
統
一
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
主
権
を
批
判
し
、

人
民
主
権
お
よ
び
近
代
民
主
主
義
と
対
決
し
た
、
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
の
反
革
命
国
家
哲
学
者
に
対
す
る
シ
ン
パ
シ
ー
を
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示
し
て
い
た
。

　

他
方
で
、
議
会
主
義
論
に
お
い
て
は
、
人
民
主
権
な
い
し
民
主
主
義
に
対
す
る
批
判
は
な
さ
れ
ず
、「
民
主
主
義
的
正
統
性
」
に
つ
い
て

む
し
ろ
積
極
的
に
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

人
民
主
権
お
よ
び
民
主
主
義
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
評
価
な
い
し
姿
勢
の
こ
う
し
た
転
換
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
は
十
分
に
説
得
的

な
説
明
を
行
な
っ
て
い
な（

２
）い

。
そ
も
そ
も
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
観
の
転
換
と
い
う
問
題
は
、
注
目

さ
れ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
Ｈ
．ク
ル
パ
に
よ
る
古
典
的
研
究
に
お
い
て
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
期
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
は

一
九
二
二
年
を
転
換
点
と
し
て
「
規
範
主
義
」
か
ら
「
決
断
主
義
」
へ
移
行
し（

３
）た

も
の
と
し
て
の
み
説
明
さ
れ
、
こ
の
間
の
民
主
主
義
に
関

す
る
思
想
的
変
化
は
解
明
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

ク
ル
パ
に
よ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
思
想
の
発
展
説
に
異
を
唱
え
た
Ｈ
．ホ
フ
マ
ン
は
、一
九
二
三
年
を
転
換
と
し
て
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る「
正

統
性
」
概
念
の
内
実
が
変
化
し
た
と
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
絶
対
的
価
値
と
し
て
の
「
自
然
主
義
な
き
自
然
法
」
を
想
定
し
、
こ
れ
を
実
現

す
る
こ
と
が
国
家
権
力
の
正
統
化
原
理
で
あ
る
と
す
る
「
価
値
合
理
的
正
統
性
」
思
想
（
一
九
一
二
─
一
九
二
〇
年
）、
お
よ
び
こ
れ
を
目

的
と
す
る
「
目
的
合
理
的
正
統
性
」
思
想
（
一
九
二
一
・
一
九
二
二
年
）
は
一
九
二
三
年
に
放
棄
さ
れ
、
こ
れ
以
降
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
人
民

投
票
的
正
統
性
」
の
観
念
（
一
九
二
三
─
一
九
三
三
年
）
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
。
こ
こ
で
は
「
政
治
的
統
一
」
に
お
け
る

実
存
す
る
意
志
、
す
な
わ
ち
人
民
の
「
喝
采
」
が
正
統
化
の
根
拠
で
あ
る
。
ホ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
三
年
に
お
い
て
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト

に
と
り
残
さ
れ
た
、
未
だ
に
信
仰
さ
れ
る
も
の
と
し
て
妥
当
し
う
る
正
統
性
」、「
唯
一
の
正
統
性
観
念
」
は
、「
人
民
投
票
的
正
統
性
」
で

あ
っ（

４
）た

。
ホ
フ
マ
ン
は
、こ
の
転
換
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
周
知
の
通
り
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、議
会
主
義
を「
意
見
の
自
由
競
争
」、特
に「
議

会
に
お
け
る
公
開
の
討
論
か
ら
予
定
調
和
の
う
ち
に
相
対
的
真
理
が
生
じ
る
と
い
う
、
整
合
的
で
包
括
的
な
形
而
上
学
的
体（

５
）系

」
に
基
づ
く

も
の
と
し
て
説
明
し
た
。
そ
し
て
本
来
で
あ
れ
ば
、「
完
結
し
た
合
法
性
体
系
を
も
つ
立
法
国
家
」
の
法
思
想
は
、「
予
定
さ
れ
前
提
さ
れ
た
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法
と
法
律
の
一
致
、
正
義
と
合
法
性
の
一
致
、
訴
訟
と
手
続
き
の
一
致
と
調
和
」
に
よ
っ
て
隅
々
ま
で
支
配
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
す
で
に
、
議
会
主
義
の
精
神
史
的
基
礎
で
あ
る
「
公
開
性
」
と
「
討
論
」
は
機
能
せ
ず
、
ま
た
「
法
と
制
定
さ
れ
た
法
律
と
の
調
和
に

対
す
る
信
頼
」、「
法
律
概
念
に
お
け
る
理
性
と
正
義
と
の
内
容
的
関
連
」
は
失
わ
れ
て
い
る
。
ホ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト

は
、
合
法
性
観
念
は
機
能
主
義
化
し
、
法
と
法
律
、
合
法
性
と
正
統
性
と
は
分
離
し
、「
合
法
的
革
命
の
危
険
性
が
浮
上
す（

６
）る

」
こ
と
を
認

識
す
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
現
状
分
析
に
基
づ
き
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
当
時
依
拠
し
え
た
正
統
性
は
「
人
民
投
票
的
正
統
性
」
し
か
な
か
っ

た
の
だ
、
と
ホ
フ
マ
ン
は
結
論
付
け
る
。
こ
の
よ
う
な
ホ
フ
マ
ン
の
研
究
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
各
著
作
に
見
出
さ
れ
る
「
正
統
性
」
概
念
の

内
実
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
発
展
過
程
を
記
述
し
て
は
い
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
観
そ
れ
自
体
の
転
換
を
十
分
に
説
明
し

て
い
な
い
。

　

ま
た
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
伝
記
著
者
Ｒ
．メ
ー
リ
ン
グ
は
、
議
会
主
義
論
に
お
け
る
「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
と
い
う
民
主
主
義
観
は
、

『
独
裁
』（
一
九
二
一
年
）
以
来
見
出
さ
れ
る
「
歴
史
哲
学
（Geschichtsphilosophie （

７
））」

の
延
長
線
上
に
お
い
て
理
解
で
き
る
と
説
明
す
る
。

す
な
わ
ち
こ
れ
は
、「
政
治
的
意
志
の
形
成
過
程
」
に
お
け
る
「
合
理
主
義
」
か
ら
「
非
合
理
主
義
」
へ
の
歴
史
的
発
展
の
帰
結
で
あ
る
と

論
じ
る
。
メ
ー
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、議
会
主
義
論
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
制
度
の
究
極
的
核
心
」
を
突
き
止
め
る
た
め
に
「
精
神
史
的
」

方
法
を
採
用
し
、「
議
会
主
義
の
政
治
神
学
」
を
歴
史
的
に
描
写
し（

８
）た

。
議
会
主
義
は
「
公
開
の
討
論
、
政
治
的
真
理
に
至
る
道
程
と
し
て

の
議
論
と
公
開
性
に
対
す
る
「
信
仰
」
を
形
而
上
学
的
前
提
と
し
て
い（

９
）る

」。
こ
う
し
た
形
而
上
学
を
前
提
と
す
る
自
由
主
義
思
想
に
お
け

る
意
志
形
成
を
、
メ
ー
リ
ン
グ
は
「
相
対
的
合
理
主
義
」
的
過
程
と
し
て
把
握
す
る
。
他
方
で
「
創
り
出
さ
れ
る
べ
き
真
の
民
主
主
義
の
名

の
下
に
、
民
主
主
義
を
一
時
棚
上
げ
す
る
」
独
裁
、
す
な
わ
ち
『
独
裁
』
で
示
さ
れ
た
主
権
独
裁
に
お
け
る
意
志
形
成
を
、
そ
し
て
そ
の
事

例
と
し
て
の
「
教
育
独
裁
」、「
理
性
の
独
裁
」
に
お
け
る
意
志
形
成
を
「
絶
対
的
合
理
主
義
」
的
過
程
と
し
て
捉
え

（
（1
（

る
。
そ
の
上
で
議
会
主

義
論
に
お
い
て
、
ま
ず
「「
相
対
的
合
理
主
義
」
か
ら
「
絶
対
的
合
理
主
義
」
へ
の
革
命
的
揚

（
（1
（

棄
」、
す
な
わ
ち
自
由
主
義
か
ら
主
権
独
裁
へ
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の
転
換
が
確
認
さ
れ
た
、
と
い
う
。
さ
ら
に
、
人
民
の
意
志
を
「
同
一
化
」
す
る
と
い
う
民
主
主
義
に
お
け
る
意
志
形
成
、
ま
た
Ｇ
．ソ
レ

ル
の
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
や
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
独
裁
、
イ
タ
リ
ア
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
「
神
話
」
を
利
用
す
る
民
主
主
義

に
お
け
る
意
志
形
成
を
「
非
合
理
主
義
」
的
過
程
と
し
て
捉
え
、同
書
に
お
い
て
「
合
理
主
義
か
ら
非
合
理
主
義
へ
の
道
程
」、す
な
わ
ち
「
自

由
主
義
か
ら
民
主
主
義
へ
の
道
程
」
が
確
認
さ
れ

（
（1
（

た
、と
い
う
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
は
、「
歴
史
哲
学
」
に
お
け
る
「
合
理
主
義
」
か
ら
「
非

合
理
主
義
」
へ
の
発
展
と
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
観
の
変
容
が
説
明
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
彼
の
民
主
主
義
観
が
変
化
し

た
の
か
、
そ
の
思
想
的
背
景
を
具
体
的
か
つ
内
在
的
に
解
明
し
て
い
な
い
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
観
に
対
す
る
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
影
響

　

従
来
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
人
民
投
票
的
指
導
者
民
主
政
論
の
影
響
の
下
で
形
成
さ
れ
た
と
論

じ
ら
れ
て
き
た
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
史
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
モ
ム
ゼ
ン
の
研

（
（1
（

究
を
始
め
と
し

て
、
そ
の
継
承
関
係
が
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き

（
（1
（

た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
を
「
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
飲
み
込
み
の
早
い
弟
子
（gelehriger 

Schüle

（
（1
（r

）」
と
評
し
た
モ
ム
ゼ
ン
は
、
両
者
の
思
想
的
連
続
関
係
は
、
合
法
性
と
正
統
性
を
対
立
的
に
捉
え
る
思
考
に
あ
る
と
論
じ
た
。
モ

ム
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
を
二
つ
の
相
補
完
す
る
正
統
性
原
理
、
す
な
わ
ち
議
会
主
義
的
立
法
国
家
の
憲
法

に
基
づ
く
合
法
性
と
、
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
と
し
て
人
民
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
大
統
領
の
正
統
性
に
よ
っ
て
基
礎
付
け
よ
う
と
し
た
。
他
方

で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
前
者
の
正
統
性
原
理
は
も
は
や
無
力
で
あ
り
、
正
統
性
原
理
と
し
て
の
機
能
を
果
た
さ
な
い
、
と
し
て
こ
れ
を
排
除

し
、
後
者
の
正
統
性
原
理
を
唯
一
妥
当
す
る
正
統
性
と
し
た
。
モ
ム
ゼ
ン
は
、
こ
う
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
は
「
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
議
論
に

す
で
に
暗
黙
裡
に
含
ま
れ
て
い
た
合
理
的
合
法
性
と
カ
リ
ス
マ
的
・
人
民
投
票
的
正
統
性
の
二
元
論
を
、
さ
ら
に
徹
底
し
て
展
開
し
た
も
の

で
あ
っ

（
（1
（

た
」
と
述
べ
、Ｊ
．ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
等
の
ヴ
ェ
ー
バ
ー
研
究
者
に
よ
る
批

（
（1
（

判
を
引
き
起
こ
し
た
。
こ
う
し
て
モ
ム
ゼ
ン
は
、
ヴ
ェ
ー
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バ
ー
の
人
民
投
票
的
指
導
者
民
主
政
お
よ
び
ラ
イ
ヒ
大
統
領
制
構
想
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
に
継
承
さ
れ
た
の
だ
、
と
論
じ
た
。
し

か
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
の
成
立
過
程
を
踏
ま
え
た
上
で
、
両
者
の
思
想
的
関
係
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
、
従
来
な
さ
れ
て

い
な
か
っ

（
（1
（

た
。

（
二
）
議
会
主
義
論
に
お
け
る
民
主
主
義
的
同
一
性
概
念

擬
制
と
し
て
の
「
同
一
性
」
概
念

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
民
主
主
義
な
い
し
人
民
主
権
に
対
す
る
評
価
の
転
換
は
、
端
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
議
会
主
義
論
に
お
い
て
彼
が

新
た
に
、
民
主
主
義
的
同
一
性
概
念
に
対
し
て
独
自
の
分
析
を
加
え
、
人
民
主
権
論
に
対
す
る
解
釈
を
変
更
し
た
こ
と
か
ら
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
議
会
主
義
論
に
お
い
て
は
、『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
内
在
性
を
特
徴
と
す
る
民
主
主
義
の
定
義
と
し
て
言
及
さ
れ

た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
「
同
一
性
（Identität
）」
概
念
の
実
質
が
論
究
の
対
象
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
現
代
国
家
に
お
い
て
は
多
く
の
場
合
、「
同
一
性
」
は
現
実
的
な
も
の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
量
的
な
概
念
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
今
日
で
は
、「
選
挙
権
が
よ
り
一
層
拡
大
さ
れ
、
普
及
す
る
中
で
、
ま
す
ま
す
多
く
の
人
間
に
付
与
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
国
家
と
人
民
と
の
同
一
性
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
兆
候
で
あ
る
。
こ
う
し
た
努
力
の
根
底
に
は
、

同
一
性
を
現
実
の
も
の
と（als w

irklich

）仮
定
す
る
諸
前
提
に
つ
い
て
の
特
定
の
理
解
が
存
在
す
る
」（LP:35

）。
こ
れ
に
対
し
て
シ
ュ
ミ
ッ

ト
は
、「
そ
の
よ
う
な
同
一
性
は
す
べ
て
、手
に
取
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
現
実
で
は
な
く
、同
一
性
に
対
す
る
承
認

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
基
づ
い
て
い
る
〔
傍

点
は
引
用
者
に
よ
る
〕」（Ebd.

）
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
一
性
概
念
は
擬
制
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
選
挙
権
の
拡
張
、
被
選
期
間
の
短
縮
、
人
民
投
票
の
導
入
と
拡
大
、
す
な
わ
ち
端
的
に
直
接
民
主
主
義
の
傾
向
あ
る
い
は
制
度
と
し
て

考
え
ら
れ
る
す
べ
て
の
も
の
、
そ
し
て
上
述
し
た
、
同
一
性
思
想
に
よ
っ
て
完
全
に
支
配
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
確
か
に
一
貫
し
て
民
主
主
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義
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
絶
対
的
か
つ
直
接
的
な
、
い
か
な
る
瞬
間
に
も
現
実
に
現
在
す
る
（

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

in realitare präsente

）
同
一
性
に
到

0

0

0

0

0

達
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
」

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

。
す
な
わ
ち
、
現
実
に
存
在
す
る
人
民
が
同
一
の
も
の
を
意
志
し
欲
す
る
と
い
う
、
人
民
の
間
の
「
現0

実
の
同
等
性
（

0

0

0

0

00

Gleichheit

）
と
同
一
化

0

0

0

0

（Identifikation

）
の
結
果
と
の
間
に
は
、
常
に
距
離

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

（D
istanz

）
が
存
在
し
続
け
る
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〔
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
〕」（LP:35f.

）。
こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
同
一
性
は
現
実
に
は
存
在
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
フ
ァ
イ
ヒ
ン
ガ
ー
の
著
作
に
対
す
る
書
評
（
一
九
一
四
年
）
に
お
い
て
、
擬
制
と
い
う
法

学
的
技
術
の
学
術
的
有
用
性
を
評
価
す
る
一
方
で
、
擬
制
を
通
じ
て
表
象
さ
れ
た
事
柄
と
実
在
と
し
て
の
現
実
の
間
に
は
常
に
距
離
が
あ
る

こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
た
。
議
会
主
義
論
に
お
い
て
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
同
一
性
が
擬
制
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、「
現

実
の
同
等
性
と
同
一
化
の
結
果
と
の
間
に
は
、
常
に
距
離
が
存
在
す
る
」
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
こ
の
と
き
彼
は
、「
現
実
の
同
等
性
と
同

一
化
の
結
果
と
の
間
」
に
「
距
離
」
が
存
在
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
を
批
判
の
対
象
と
し
て
は
捉
え
な
い
。
む
し
ろ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
擬
制
に

よ
り
作
り
出
さ
れ
た
事
柄
と
現
実
の
間
に
「
距
離
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
不
可
避
的
な
事
実
と
し
て
承
認
し
た
上
で
、「
同
一
化
」
こ
そ
が

民
主
主
義
に
お
い
て
本
質
的
な
問
題
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。「
法
学
的
に
も
政
治
的
に
も
社
会
学
的
に
も
、
現
に
同
等
な
も
の
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
諸
々
の
同
一
化
（Identifikationen

）
が
問
題
な
の
で
あ
る
」（LP:35

）。

　

す
な
わ
ち
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
擬
制
に
よ
り
作
り
出
さ
れ
た
「
同
一
性
」
と
現
実
の
人
民
の
間
の
「
同
等
性
」
が
一
致
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
そ
の
間
に
は
常
に
距
離
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
つ
つ
、
そ
の
距
離
に
対
す
る
批
判
的
視
座
を
欠
い
て
い
る
と
言
え
る
。
そ

し
て
、
こ
の
「
同
一
化
」
こ
そ
が
「
現
実
の
同
等
性
と
同
一
化
の
結
果
」
の
間
に
存
在
す
る
「
距
離
」
を
隠
蔽
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
、
実
際
に
は
人
民
は
同
一
の
事
柄
を
欲
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
完
全
な
「
同
等
性
」
は
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
を
隠
蔽
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
彼
は
い
か
な
る
懸
念
を
も
示
さ
な
い
の
で
あ
る
。
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同
一
化
と
「
人
民
の
意
志
」
の
形
成
過
程

　

こ
う
し
た
擬
制
と
し
て
の
同
一
性
な
い
し
同
一
化
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
理
解
は
、「
人
民
の
意
志
」
に
つ
い
て
の
彼
独
自
の
解
釈
へ

と
直
接
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
的
同
一
性
が
承
認
さ
れ
る
限
り
、
政
治
的
意
志
の
決
定
過
程
に
お

い
て
「
票
決
に
敗
れ
た
少
数
者
が
無
視
さ
れ
る
」
こ
と
は
、
民
主
主
義
に
と
っ
て
本
質
的
問
題
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、「
票
決
に
敗
れ

た
少
数
者
の
意
志
は
、
本
当
は
多
数
者
の
意
志
と
同
一
で
あ
る
」（LP:34

）
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
多
数
者
の
意
志
に
背
反
す
る
意
志
が

共
同
体
に
お
い
て
存
在
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
「
理
論
上
の
、
見
せ
か
け
の
困
難
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
現
実
に

は
、
民
主
主
義
的
論
理
に
お
い
て
常
に
繰
り
返
さ
れ
る
同
一
性
と
、
間
も
な
く
示
す
よ
う
に
、
票
決
に
敗
れ
た
少
数
者
の
意
志
は
、
本
当
は

多
数
者
の
意
志
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
本
質
的
に
民
主
主
義
的
な
論
拠
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
」（Ebd.

）。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
民
主

主
義
的
論
理
な
い
し
思
考
は
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
論
の
う
ち
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
論
の
中
で
よ
く
引
用
さ
れ
る
論
述
（
第
四
篇
二
章
八
節
）
は
、民
主
主
義
的
思
考
に
と
り
根
本
的
な
も
の
で
あ
り
、

古
い
伝
統
に
も
適
合
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
伝
統
は
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
も
殆
ど
文
字
通
り
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
民
主
主
義
に
お
い

て
は
、
市
民
は
そ
の
意
志
に
反
す
る
法
律
に
対
し
て
も
同
意
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
法
律
と
は
一
般
意
志
（volonté 

générale

）
で
あ
り
、
こ
れ
が
同
様
に
、
自
由
な
市
民
の
意
志
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
市
民
は
本
来
、
具
体
的
な
内
容
に
承
認

を
与
え
る
の
で
は
決
し
て
な
く
、
抽
象
的
に
（in abstracto
）
結
果
に
対
し
て
、
す
な
わ
ち
投
票
の
結
果
か
ら
生
じ
る
一
般
意
志
に
対
し

て
承
認
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
市
民
は
、
こ
の
一
般
意
志
を
認
識
す
る
票
の
集
計
を
可
能
に
す
る
た
め
だ
け
に
投
票
を
行
う
の

で
あ
る
。
結
果
が
個
人
の
投
票
の
内
容
と
相
違
す
る
場
合
に
は
、
票
決
に
敗
れ
た
者
は
、
自
ら
が
一
般
意
志
の
内
容
に
つ
い
て
誤
っ
た
認
識

を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
は
言
う
─
─「
そ
れ
は
自
己
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

自
己
が
一
般
意
志
で
あ
る
と
考
え
た
も
の
が
一
般
意
志
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。」」（Ebd.

）。
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さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
一
般
意
志
は
「
真
の
自
由
（w

ahre Freiheit

）」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
票
決
に
敗
れ
た
者
は
そ

も
そ
も
自
由
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
ル
ソ
ー
が
述
べ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
。
彼
は
こ
れ
を「
ジ
ャ
コ
バ
ン
的
論
理
」と
捉
え
、「
真
の
自
由
」

を
根
拠
と
し
て
少
数
者
が
多
数
者
を
支
配
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
る
（LP:35

）。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
現
実
の
同
等
性
と
理
想
と
さ
れ
る
同
一
性
と
の
不
一
致
で
は
な
く
、

い
か
に
同
一
化
が
な
さ
れ
う
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
問
題
と
す
る
の
は
、
現
実
に
存
在
す
る
人
民

が
実
際
に
抱
く
で
あ
ろ
う
複
数
の
多
元
的
な
意
志
と
、
投
票
の
結
果
と
し
て
多
数
者
と
な
っ
た
者
の
意
志
、
す
な
わ
ち
「
人
民
の
意
志
」
と

の
間
に
不
可
避
的
に
生
じ
る
乖
離
な
い
し
距
離
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
「
人
民
の
意
志
」
が
形
成
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と

が
本
質
的
問
題
で
あ
る
と
論
じ
る
。「
人
民
の
意
志
は
当
然
、
常
に
人
民
の
意
志
と
同
一
で
あ
る
」。（LP:36

）。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
同
一
性
概
念
と
同
様
に
、「
人
民
の
意
志
」
も
ま
た
擬
制
を
通
じ
て
表
象
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
人
民
の
意
志
は
形
成
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
誰
が
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
手
段

を
有
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
民
主
主
義
に
と
っ
て
の
本
質
的
問
題
で
あ
る
と
論
じ
る
。「
す
べ
て
は
、
い
か
に
し
て
こ
の
意
志
［
人
民
の
意

志
─
─
引
用
者
］
を
形
成
す
る
（bilden

）
か
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
」（Ebd.

）。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
的
同
一
性
が
前
提
と
さ
れ
る
今
日
に
お
い
て
、
政
治
闘
争
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
、「
同
一
化
の
手

段
」、
そ
し
て
「
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
手
段
」
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
主
主
義
思
想
の
普
及
に
よ
り
、「
人
民
の
意
志

と
の
か
の
同
一
性
は
共
通
の
前
提
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
は
政
治
的
関
心
の
対
象
で
は
な
く
な
り
、
闘
争
は
た
だ
同
一
化
の
手
段

を
め
ぐ
る
も
の
と
な
っ
た
」（LP:38

）。
こ
れ
は
単
に
、
人
民
の
意
志
に
対
抗
し
う
る
君
主
が
も
は
や
存
在
せ
ず
、
君
主
政
の
明
証
性
が
失

わ
れ
た
と
い
う
事
実
に
の
み
由
来
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
民
主
主
義
を
肯
定
す
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
勢
力
に
対
し
て
、
将
来
何
ら
か

の
手
段
を
通
じ
て
こ
の
同
一
性
を
達
成
す
る
可
能
性
、
つ
ま
り
自
ら
同
一
化
の
手
段
を
掌
握
す
る
可
能
性
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
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し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
政
治
勢
力
は
「
同
一
性
を
否
定
す
る
利
害
関
心
を
持
た
ず
、
む
し
ろ
反
対
に
、
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
に
利
益
を
見

出
す
の
で
あ
る
」（Ebd.

）。

（
三
）
人
民
主
権
論
解
釈
の
変
容
─
─
国
家
的
統
一
と
の
関
係

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
議
会
主
義
論
初
版
で
新
た
に
、
民
主
主
義
的
同
一
性
概
念
に
対
し
て
独
自
の
分
析
を
行
っ
た
。
そ

し
て
、
人
民
の
意
志
と
い
う
擬
制
を
い
か
に
形
成
す
る
か
と
い
う
「
同
一
化
」
の
問
題
と
し
て
「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
と
い
う
民
主

主
義
の
定
義
を
捉
え
直
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
論
的
作
業
に
よ
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
に
対
す
る
姿
勢
は
積
極
的
な
も
の
へ

と
転
じ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
同
一
化
を
通
じ
て
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
こ
と
が
民
主
主
義
の
根
本
的
問
題
で
あ
る
と
捉
え
る
こ

と
に
よ
り
、
人
民
主
権
は
国
家
的
統
一
を
達
成
し
え
な
い
と
す
る
前
著
に
お
け
る
認
識
が
覆
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

本
稿
第
三
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
、
人
民
主
権
お
よ
び
民
主
主
義
に
対
し
て
否
定
的
見
解
を

表
明
し
て
い
た
。
決
断
主
義
的
要
素
お
よ
び
人
格
主
義
的
要
素
を
も
た
な
い
人
民
主
権
は
国
家
的
統
一
を
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
の

が
そ
の
論
拠
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
り
、
国
家
的
統
一
の
た
め
に
は
主
権
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
主
権
者
の
意
志
は
一
つ
で
あ
ら
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
主
権
と
は
、
本
来
、
決
断
主
義
的
要
素
お
よ
び
人
格
主
義
的
要
素
を
属
性
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
民

主
権
論
に
お
け
る
主
権
者
の
意
志
す
な
わ
ち
一
般
意
志
は
、
複
数
の
主
権
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
た
め
、「
一
般
的
な
も
の
と
い
う
概
念
は
、

主
体
の
点
で
量
的
規
定
を
も
つ
」。
そ
れ
ゆ
え
に
人
民
主
権
は
君
主
主
権
の
特
徴
で
あ
る
主
権
者
の
唯
一
性
と
い
う
特
徴
を
欠
き
、「
従
来
の

主
権
概
念
に
お
け
る
決
断
主
義
的
要
素
、
人
格
主
義
的
要
素
」
を
も
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
民
主
権
が
達
成
で
き
る
の
は
せ
い
ぜ
い
の

と
こ
ろ
有
機
的
統
一
で
あ
り
、
絶
対
君
主
政
に
お
い
て
か
つ
て
達
成
さ
れ
た
国
家
的
統
一
を
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
結
論
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
こ
う
し
た
認
識
は
、
議
会
主
義
論
初
版
に
お
い
て
覆
さ
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
現
実
に
存
在
す
る
人
民
の
間
に
は
意
志

の
完
全
な
一
致
は
存
在
し
え
ず
、し
た
が
っ
て
一
致
し
た
人
民
の
意
志
と
は
擬
制
概
念
で
あ
る
。
こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
議
論
を
転
換
さ
せ
、

む
し
ろ
民
主
政
は「
同
一
性
に
対
す
る
承
認
に
基
づ
く
」と
述
べ
る
。
つ
ま
り
同
一
性
は「
同
一
性
に
対
す
る
承
認
」に
基
づ
い
て
、「
同
一
化
」

を
通
じ
て
作
り
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
し
て
同
様
に
、人
民
の
意
志
は
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
と
い
う
。
こ
う
し
て
シ
ュ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
民
主
主
義
の
本
質
的
問
題
は
、人
民
の
意
志
形
成
の
問
題
、す
な
わ
ち
〈
誰
が
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
手
段
を
も
つ
か
〉

と
い
う
問
い
と
な
る
。

　

こ
う
し
て
人
民
の
意
志
は
形
成
可
能
で
あ
り
、
同
一
化
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
る
と
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
民
主
権
に
お
け
る
主
権

者
の
意
志
は
─
─
君
主
主
権
に
お
け
る
主
権
者
の
意
志
と
同
様
に
─
─
唯
一
で
あ
る
と
見
做
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
、
主
権
者
の

意
志
の
唯
一
性
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
民
主
権
も
ま
た
決
断
主
義
的
要
素
お
よ
び
人
格
主
義
的
要
素
を
有
し
う
る
。
こ
う
し
た
新
た

な
認
識
に
基
づ
き
、
人
民
主
権
に
お
い
て
も
国
家
的
統
一
を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
捉
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
が
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
九
一
〇
年
代
以
来
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
国
家
的
統
一
を
重
視
し
て
い
た
。
国
家
的
統
一
と
人
民
主
権

お
よ
び
民
主
主
義
の
関
係
に
つ
い
て
の
解
釈
が
、『
政
治
神
学
』
と
議
会
主
義
論
初
版
の
間
で
根
本
的
に
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
は
民

主
主
義
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
立
場
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

（
四
）
民
主
主
義
と
主
権
独
裁
─
─
人
民
の
意
志
の
形
成
過
程
に
お
け
る
民
主
主
義
の
矛
盾

　

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
一
般
意
志
を
「
正
し
く
」
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
者
は
、
真
に
自
由
で
は
な
か
っ
た
、
し
た
が
っ
て
真
の
自
由

へ
と
導
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
ル
ソ
ー
の
論
理
を
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
ジ
ャ
コ
バ
ン
的
論
理
」
と
表
現
し
た
。
す
な
わ
ち
「
自
由

へ
の
強
制
」
と
い
う
、
ル
ソ
ー
の
自
由
論
に
お
け
る
逆
説
と
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
期
に
お
け
る
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
を
代
表
と
す
る
ジ
ャ
コ
バ
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ン
派
の
恐
怖
政
治
と
の
思
想
的
連
関
を
指
摘
す
る
。「
こ
う
し
た
ジ
ャ
コ
バ
ン
的
論
理
に
よ
り
、
周
知
の
よ
う
に
、
多
数
者
に
対
す
る
少
数

者
の
支
配
も
ま
た
、
し
か
も
ま
さ
に
民
主
主
義
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
で
正
当
化
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
も
、
法
律
と
人
民

の
意
志
と
の
同
一
性
の
主
張
と
い
っ
た
民
主
主
義
的
原
理
の
核
心
は
維
持
さ
れ
続
け
る
。
そ
し
て
抽
象
的
論
理
に
と
っ
て
は
、
人
民
の
意
志

が
全
公
民
の
絶
対
的
に
一
致
し
た
意
志
（
未
成
年
者
の
意
志
も
含
め
て
）
で
は
あ
り
え
な
い
な
ら
ば
、
多
数
者
の
意
志
を
人
民
の
意
志
と
同

一
化
し
よ
う
と
、
あ
る
い
は
少
数
者
の
意
志
を
人
民
の
意
志
と
同
一
化
し
よ
う
と
、
本
来
、
全
く
相
違
は
な
い
の
で
あ
る
」（LP:35

）。

　

い
か
に
し
て
同
一
性
が
創
出
さ
れ
、
人
民
の
意
志
は
形
成
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
民
主
主
義
に
普
遍
的
な
問
題
と
し

て
、
そ
し
て
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
ア
ポ
リ
ア
と
し
て
把
握
す
る
。「
非
常
に
古
く
か
ら
あ
る
、
人
民
の
意
志
に
関
す
る
教
説
、
す
な

わ
ち
少
数
者
が
人
民
の
真
の
意
志
を
有
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
説
の
論
法
は
、
未
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
人
民
は
欺
か
れ
う
る

し
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
技
術
と
世
論
操
作
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
論
法
は
民
主
主
義
そ
れ
自
体
と
同
程
度
に
古
い

も
の
で
あ
り
、
決
し
て
ル
ソ
ー
や
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
と
と
も
に
初
め
て
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
」（LP:36

）。

　

例
え
ば
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
英
国
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
に
お
け
る
水
平
派
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
す
で
に
近
代
民
主
主
義
の
初
期
に
お
い

て
こ
う
し
た
歴
史
的
事
例
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
急
進
的
な
民
主
主
義
を
標
榜
す
る
者
が
自
ら
を
「
人
民
の
意
志

の
真
の
代
表
者
（V

ertreter

）」
と
見
做
す
が
ゆ
え
に
、「
非
常
に
非
民
主
主
義
的
な
排
他
性
」
が
生
じ
る
と
い
う
「
顕
著
な
矛
盾
」
が
生

じ
た
と
述
べ
る
。「
ま
ず
実
際
に
、
真
の
民
主
主
義
の
代
表
者
に
の
み
政
治
的
権
利
が
認
め
ら
れ
る
や
い
な
や
、
直
ち
に
新
た
な
貴
族
制
が

成
立
す
る
」。
こ
れ
は
「
あ
ら
ゆ
る
革
命
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
る
古
い
社
会
学
的
現
象
」
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
十
月
革
命
を
俟
た

ず
と
も
、
英
国
に
お
け
る
水
平
派
や
、
フ
ラ
ン
ス
二
月
革
命
に
お
け
る
「
昨
日
の
共
和
派
─
─
今
日
の
弾
圧
者
」
と
い
う
現
象
に
典
型
的
に

見
出
さ
れ
る
（Ebd.

）。

　

し
た
が
っ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
民
主
主
義
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
過
程
に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
同
一
化
を
通
じ
て
人
民
の
意
志
を
形
成
す
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る
過
程
に
お
い
て
、
民
主
主
義
者
が
民
主
主
義
者
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
意
志
形
成
の
問
題

に
お
い
て
自
ら
を
廃
棄
す
る
の
が
、
民
主
主
義
の
宿
命
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（LP:37

）。「
急
進
的
民
主
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
民
主

主
義
そ
れ
自
体
が
固
有
の
価
値
を
持
っ
て
お
り
、
民
主
主
義
の
助
力
に
よ
っ
て
行
う
政
治
的
内
容
を
顧
慮
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
民
主

主
義
を
除
去
す
る
た
め
に
民
主
主
義
が
利
用
さ
れ
る
と
い
う
危
険
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
急
進
的
民
主
主
義
者
は
多
数
者
に
抗
し
て
で
も
民

主
主
義
者
で
あ
り
続
け
る
か
、
あ
る
い
は
民
主
主
義
者
で
あ
る
こ
と
を
放
棄
す
る
か
の
い
ず
れ
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
主
主

義
が
そ
れ
自
体
に
存
す
る
価
値
の
内
容
を
も
つ
や
い
な
や
、
人
は
い
か
な
る
犠
牲
を
払
っ
て
で
も
（
形
式
的
な
意
味
で
）
民
主
主
義
者
で
あ

る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い
の
で
あ
る
」（Ebd.

）。

　

以
上
の
議
論
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
な
い
し
多
数
者
が
自
ら
民
主
主
義
を
廃
棄
す
る
と
い
う
可
能
性
や
、
そ
も
そ
も
人
民
が
民
主
主

義
的
に
決
定
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
限
界
を
想
定
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、こ
う
し
た
事
態
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、容
易
に
「
人

民
教
育
の
古
い
綱
領
」
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
人
民
は
正
し
い
教
育
を
通
じ
て
本
来
の
意
志
を
正
し
く
認
識
し
、
正
し
く

形
成
し
、
正
し
く
表
明
す
る
よ
う
に
導
か
れ
う
る
」
と
い
う
教
育
理
論
の
首
尾
一
貫
し
た
帰
結
は
、「
独
裁
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
と
い
う

の
も
、
こ
れ
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
教
育
者
が
自
ら
の
意
志
を
人
民
の
意
志
と
同
一
化
す
る
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

教
育
独
裁
を
例
に
と
り
、「
真
の
、
第
一
に
創
出
さ
れ
る
べ
き
民
主
主
義
の
名
に
お
い
て
行
わ
れ
る
民
主
主
義
の
停
止
」
は
民
主
主
義
と
矛

盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
真
の
、
第
一
に
創
出
さ
れ
る
べ
き
民
主
主
義
の
名
に
お
い
て
行
わ
れ
る
民
主
主
義
の
停
止
」
は
、「
理
論
的
に

は
民
主
主
義
を
廃
棄
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
独
裁
が
民
主
主
義
の
対
立
物
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
注
目
に
値
す

る
。
そ
の
よ
う
な
独
裁
に
よ
り
支
配
さ
れ
て
い
る
移
行
期
に
お
い
て
も
、
民
主
主
義
的
同
一
性
が
支
配
的
で
あ
り
う
る
し
、
人
民
の
意
志
だ

け
が
基
準
で
あ
り
う
る
。
当
然
、
同
一
化
が
、
誰
が
人
民
の
意
志
を
形
成
す
る
手
段
を
恣
に
す
る
か
と
い
う
実
際
的
問
題
に
関
わ
る
と
い
う
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こ
と
が
特
別
に
顕
著
な
仕
方
で
も
示
さ
れ
る
」（LP:37

）。

　

こ
こ
で
教
育
独
裁
を
例
に
と
っ
て
説
明
さ
れ
た
「
真
の
、
第
一
に
創
出
さ
れ
る
べ
き
民
主
主
義
の
名
に
お
い
て
行
わ
れ
る
民
主
主
義
の
停

止
」と
は
、『
独
裁
』に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
た
、近
代
以
降
の
新
た
な
独
裁
と
し
て
の「
主
権
独
裁
」の
特
徴
に
他
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
、

先
に
み
た
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
に
お
け
る
自
由
や
徳
の
支
配
を
掲
げ
る
支
配
は
、『
独
裁
』
に
お
い
て
は
主
権
独
裁
の
典
型
的
事
例
と
さ
れ
て

い
た
。
そ
し
て
、ル
ソ
ー
の
人
民
主
権
論
は
「
自
ら
を
人
民
で
あ
る
と
称
し
、人
民
と
同
一
化
す
る
権
利
を
も
つ
」
者
の
「「
徳
（T

ugend

）」

の
道
徳
的
パ
ト
ス
」に
よ
る
支
配
を
認
め
る
が
ゆ
え
に
、「
独
裁
の
正
当
化
に
奉
仕
し
、自
由
の
専
制
の
た
め
の
図
式
を
提
供
す
る
」（D

D
:121

）

も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
た
。
つ
ま
り
議
会
主
義
論
に
お
い
て
、
民
主
主
義
に
お
け
る
人
民
の
意
志
形
成
の
問
題
を
論
じ
る
際
に
引
き
合
い

に
出
さ
れ
た
諸
事
例
は
、『
独
裁
』
に
お
い
て
は
主
権

3

3

独
裁
の
事
例
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
独
裁
は
民
主
主
義

の
対
立
物
で
は
な
い
」（LP:37

）、
厳
密
に
は
主
権
独
裁
は
民
主
主
義
と
矛
盾
し
な
い
と
論
じ
た
と
言
え
る
。

　

本
稿
第
二
章
で
確
認
し
た
通
り
、『
独
裁
』
に
お
い
て
主
権
独
裁
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
り
、
人
民
の
意
志
と
同
一
化
す
る
者
に
よ
る
、

人
民
主
権
原
理
に
基
づ
く
支
配
と
し
て
定
式
化
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
た
に
創
出
さ
れ
る
べ
き
政
治
体
制
な
い
し
憲
法
が
成
立
す
る
ま
で
の
期

間
に
お
い
て
の
み
時
限
的
に
現
象
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
革
命
や
内
戦
と
い
っ
た
例
外
状
態
に
お
い
て
起
こ
り
う
る
過
渡
期
の
現
象
で
あ
る

こ
と
が
主
権
独
裁
の
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
民
主
主
義
が
確
立
す
る
以
前
の
段
階
に
お
い
て
は
、
民
主
主
義
の
名
に
お
い
て

主
権
独
裁
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
民
主
主
義
の
確
立
期
に
お
い
て
は
、
人
民
主
権
原
理
に
基
づ
く
主
権
独
裁
と
民
主
主
義
は
対
立

関
係
に
は
な
か
っ
た
と
論
じ
ら
れ
た
。

　

当
然
、
議
会
主
義
論
で
考
察
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
民
主
主
義
が
確
立
す
る
ま
で
の
過
渡
期
の
現
象
で
は
な
く
、
政
治
体
制
が

定
着
し
た
の
ち
の
平
時
に
お
け
る
政
治
理
論
と
し
て
の
民
主
主
義
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
一
性
概
念
や
同
一
化
、
人
民
の
意
志

形
成
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
議
論
に
対
す
る
分
析
を
通
じ
て
判
明
す
る
も
の
は
、
民
主
主
義
が
主
権
独
裁
の
論
理
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
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て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
議
会
主
義
論
に
お
い
て
は
、
同
一
性
概
念
へ
の
彼
独
自
の
分
析
を
経
て
、『
独
裁
』
以
来
論

じ
ら
れ
て
き
た
、「
人
民
の
意
志
と
同
一
化
す
る
者
に
よ
る
支
配
」と
い
う
主
権
独
裁
の
論
理
が
民
主
主
義
論
に
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
成
立
期
の
例
外
状
況
に
お
い
て
現
象
し
た
主
権
独
裁
が
、
通
常
時
に
お
け
る
民
主
主
義
の
問
題
と
し
て
形
を
変
え
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
政
治
神
学
』
と
は
異
な
り
、
議
会
主
義
論
で
は
、
民
主
主
義
と
独
裁
、
厳
密
に
は
主
権
独
裁
は
矛
盾
し
な
い

と
断
言
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、『
政
治
神
学
』
と
議
会
主
義
論
の
間
に
見
出
さ
れ
る
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
の

決
定
的
な
断
絶
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
民
主
主
義
に
お
け
る
人
民
と
「
自
ら
を
人
民
の
意
志
と
同
一
化
す
る
者
」
す
な
わ
ち
「
人
民
の
意
志
を

形
成
す
る
者
」
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
章
で
見
る
通
り
、『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』（
一
九
二
七
年
）

に
お
い
て
直
接
民
主
主
義
の
限
界
を
論
じ
る
中
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

（
五
）
民
主
主
義
と
委
任
独
裁
─
─
一
九
二
三
年
に
お
け
る
共
和
国
の
危
機
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト

　

以
上
に
確
認
し
た
通
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
議
会
主
義
論
に
お
い
て
民
主
主
義
と
主
権
独
裁
は
矛
盾
し
な
い
と
論
じ
た
。
彼
が
議
会
主
義
論

を
一
九
二
三
年
五
月
に
脱
稿
し

（
（1
（

た
後
に
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
は
同
年
九
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
す
る
こ
と
と

な
る
。
こ
う
し
た
政
治
的
緊
張
の
時
期
を
経
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
に
、
民
主
主
義
と
委
任
独
裁
は
矛
盾
し
な
い
と
考
え
る
に
至
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
第
四
八
条
に
規
定
さ
れ
た
大
統
領
緊
急
令
を
委
任
独
裁
制
度
と
し
て
解
釈
し
、
こ
の
制
度
を
通
じ
て
共

和
国
を
救
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
の
で
あ
る
。

ル
ー
ル
占
領
に
端
を
発
す
る
共
和
国
の
危
機
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一
九
二
三
年
に
、
共
和
国
は
幾
度
も
「
破
滅
の
淵
に
陥
っ

（
（2
（

た
」。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
が
第
一
次
大
戦
の
賠
償
を
履
行
し

て
い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
た
、フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ベ
ル
ギ
ー
の
軍
隊
に
よ
る
ル
ー
ル
地
方
の
占
領
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
は
、

こ
れ
ら
の
占
領
国
に
対
す
る
賠
償
金
の
支
払
い
を
停
止
し
、
ル
ー
ル
地
方
の
住
民
に
「
消
極
的
抵
抗
」
を
呼
び
か
け
、
全
公
務
員
に
よ
る
占

領
軍
へ
の
協
力
を
禁
止
し

（
（2
（

た
。
Ｗ
．ク
ー
ノ
を
首
班
と
す
る
議
会
少
数
派
内
閣
は
、
そ
れ
ま
で
社
会
民
主
党
の
寛
容
路
線
に
支
え
ら
れ
て
議

会
審
議
を
乗
り
切
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
政
策
に
つ
い
て
は
議
会
で
多
数
派
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

（
（2
（

た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
政
策
の
帰
結
と
し
て
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
加
速
し
、
ド
イ
ツ
の
財
政
危
機
は
悪
化
の
一
途
を
辿
る
。

ド
イ
ツ
側
の
政
策
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
は
賠
償
の
支
払
い
を
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
両
占
領
国
は

ル
ー
ル
地
方
の
炭
鉱
と
コ
ー
ク
ス
工
場
を
強
制
収
容
し
、
さ
ら
に
鉄
道
を
自
国
の
管
理
下
に
置
い
た
の
で
あ

（
（2
（

る
。
外
交
政
策
お
よ
び
財
政
政

策
上
の
失
策
に
つ
い
て
非
難
を
浴
び
た
ク
ー
ノ
政
権
が
退
陣
し
た
の
ち
に
、
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
内
閣
が
成
立
す
る
。
そ
の
同
年
九
月
二
六

日
に
、
共
和
国
政
府
お
よ
び
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
、
ル
ー
ル
地
方
に
お
け
る
消
極
的
抵
抗
の
中
止
を
宣
言
し
た
。
こ
の
時
期
以
降
、
共
和
国
は

左
右
の
急
進
勢
力
か
ら
攻
撃
を
受
け
、
存
亡
の
危
機
に
晒
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
共
和
国
は
、
右
翼
勢
力
の
牙
城
で
あ
っ
た
バ
イ
エ
ル
ン
と
の
関
係
に
お
い
て
政
治
的
危
機
を
迎
え
る
。
す
な
わ
ち
バ
イ
エ
ル
ン
州

政
府
は
、
ラ
イ
ヒ
政
府
に
よ
り
宣
言
さ
れ
た
消
極
的
抵
抗
の
禁
止
に
異
を
唱
え
、
同
日
中
に
例
外
状
態
（A

usnahm
ezustand

）
を
布
告

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
州
政
府
の
執
行
権
力
は
オ
ー
バ
ー
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
大
統
領
Ｇ
．Ｒ
．ｖ
．カ
ー
ル
に
委
譲
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
ラ
イ
ヒ
側
は
大
統
領
緊
急
令
を
発
令
す
る
。
こ
の
緊
急
令
に
よ
り
、
ラ
イ
ヒ
全
土
に
対
し
て
例
外
状
態
が
布

告
さ
れ
、
全
執
行
権
力
を
ラ
イ
ヒ
国
防
相
に
移
行
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
ラ
イ
ヒ
国
防
相
は
執
行
権
力
を
軍
事
命
令
権
者
に
委
譲
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ

（
（2
（

た
。
な
お
、
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
そ
の
前
日
の
九
月
二
五
日
に
、「
愛
国
主
義
的
諸
団
体
」
の
新
た
な
上
部
組
織
と
し
て
設
立
さ

れ
た
「
ド
イ
ツ
闘
争
同
盟
」
の
議
長
と
し
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
選
出
さ
れ
て
い

（
（2
（

た
。
同
年
十
一
月
八
日
に
は
、「
国
民
革
命
」
を
標
榜
す
る
ヒ
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ト
ラ
ー
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
一
揆
を
企
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
危
機
は
頂
点
を
迎
え

（
（2
（

る
。
共
和
国
と
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
紛
争
が
正
式
な
解
決
を
迎

え
た
の
は
、
翌
年
一
九
二
四
年
二
月
一
四
日
に
両
政
府
の
間
で
協
定
が
締
結
さ
れ
る
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ

（
（2
（

た
。

　

他
方
で
共
和
国
に
と
っ
て
の
も
う
一
つ
の
脅
威
は
、
中
部
ド
イ
ツ
を
拠
点
と
す
る
急
進
左
翼
で
あ
っ
た
。
当
時
、
ザ
ク
セ
ン
州
と
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
州
を
中
心
に
、
共
産
主
義
者
の
勢
力
が
増
大
し
て
い
た
。
第
三
イ
ン
タ
ー
指
導
部
は
、
ロ
シ
ア
十
月
革
命
を
ド
イ
ツ
で
再
現
し
よ

う
と
す
る
「
ド
イ
ツ
の
十
月
」
計
画
を
画
策
し
て
い
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
令
に
基
づ
き
、
ド
イ
ツ
共
産
党
は
一
九
二
三
年
十
月
に
ツ
ァ

イ
ク
ナ
ー
を
首
班
と
す
る
ザ
ク
セ
ン
州
政
府
に
参
画
し
、
財
務
相
と
経
済
相
の
ポ
ス
ト
を
得
て
い
た
。
ま
た
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
に
お
い

て
も
同
月
に
、
社
会
民
主
党
と
共
産
党
の
連
立
内
閣
が
成
立
し
、
共
産
党
は
経
済
相
と
法
相
の
ポ
ス
ト
を
得
た
。
こ
れ
に
対
し
て
共
産
主
義

者
に
よ
る
権
力
奪
取
を
懸
念
し
た
共
和
国
政
府
は
、
ザ
ク
セ
ン
に
お
い
て
共
産
党
の
院
内
組
織
で
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
百
人
隊
を
禁
止
し
、

同
年
一
〇
月
一
六
日
に
は
ザ
ク
セ
ン
警
察
を
ラ
イ
ヒ
国
防
軍
指
揮
下
に
組
み
込
む
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ラ
イ
ヒ
国
防
軍
は
ザ
ク

セ
ン
を
完
全
に
そ
の
管
理
下
に
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
い
く
つ
か
の
都
市
で
銃
撃
戦
が
起
き
、
死
傷
者
が
出
た
。
十
月
二
七
日
に

共
和
国
首
相
シ
ュ
ト
レ
ー
ゼ
マ
ン
は
、
共
産
党
の
政
府
閣
僚
を
内
閣
か
ら
排
除
す
る
よ
う
ザ
ク
セ
ン
州
政
府
首
相
に
要
求
し
、
最
後
通
牒
を

突
き
つ
け

（
（2
（

る
。
ザ
ク
セ
ン
州
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
共
和
国
政
府
は
翌
日
に
「
ラ
イ
ヒ
執
行
（Reichsexekution

）」
を
行

う
。
す
な
わ
ち
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
第
四
十
八
条
に
基
づ
き
、
ザ
ク
セ
ン
州
政
府
の
閣
僚
を
罷
免
し
、
他
の
者
に
そ
の
職

務
の
遂
行
を
委
託
す
る
権
限
を
ラ
イ
ヒ
首
相
に
授
権
し
た
の
で
あ

（
（2
（

る
。
ラ
イ
ヒ
に
よ
る
軍
事
的
例
外
状
態
が
撤
廃
さ
れ
た
の
は
、
翌
年
の

一
九
二
四
年
二
月
二
十
八
日
に
至
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ

（
（3
（

た
。

　
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
第
四
十
八
条
に
対
す
る
解
釈
─
─
委
任
独
裁
と
し
て
の
大
統
領
緊
急
命
令
権

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
共
和
国
政
府
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
第
四
八
条
に
規
定
さ
れ
た
大
統
領
緊
急
令
を
利
用
す
る
こ
と
で
政
治
的
危
機
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を
克
服
し
よ
う
と
し
、
一
九
二
四
年
二
月
末
に
漸
く
こ
れ
に
成
功
す
る
。
第
二
回
ド
イ
ツ
国
法
学
者
協
会
大
会
に
お
い
て
、
第
四
八
条
に
基

づ
く
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
独
裁
に
つ
い
て
報
告
す
る
こ
と
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
共
和
国
の
危
機
的
状
況
が
収
束
に
向

か
い
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
日
記
帳
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
四
年
二
月
四
日
に
彼
は
、
ド
イ
ツ
国
法
学
者
協
会
の
創
設
者

で
あ
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ト
リ
ー
ペ

（
（3
（

ル
か
ら
速
達
郵
便
を
受
け
取
っ
た
（T

B3:311, 513

）。
そ
の
書
簡
の
内
容
は
「
私
〔
シ
ュ
ミ
ッ
ト
─
─

引
用
者
〕
が
国
法
学
者
大
会
（Staatsrechtslehrer K

ongress

）
に
お
い
て
報
告
を
す
べ
き
で
あ
る
」（T

B3:311

）
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
翌
日
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ト
リ
ー
ペ
ル
に
電
報
を
打
ち
、
報
告
を
引
き
受
け
る
旨
を
伝
え
る
（Ebd.

）。
た
だ
し
、
当
初
か
ら
彼

が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
自
信
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
二
月
六
日
に
彼
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
─
─
「
ど
の
よ
う
に
し
て
イ
エ
ナ
で
報
告
を
行
う
べ
き
か
、
私
に
は
わ
け
が
分
か
ら
な
い
。
錯
乱
し
て
い
る
。
も

は
や
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
。
私
は
哀
れ
な
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
だ
。
ひ
ど
く
自
分
を
恥
ず
か
し
く
思
う
。
私
に
は
人
生
を
掴
み
取
る
蹄
が
な

い
」（T

B3:312

）。

　

こ
う
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
イ
エ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
ド
イ
ツ
国
法
学
者
協
会
大
会
に
出
席
し
、
一
九
二
四
年
四
月
一
四
日
に
「
ヴ
ァ
イ
マ

ル
憲
法
第
四
八
条
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
独
裁
」
と
題
し
て
報
告
を
行
う
。
彼
は
第
四
八
条
第
二
項
、
す
な
わ
ち
「
ド
イ
ツ
国
内
に
お

い
て
、
公
共
の
安
全
及
び
秩
序
に
著
し
い
障
害
が
生
じ
、
又
は
そ
の
虞
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
、
公
共
の
安
全
及
び
秩
序

を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
場
合
に
は
、
武
装
兵
力
を
用
い
て
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
目

的
の
た
め
に
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
、
一
時
的
に
第
一
一
四
条
〔
＝
人
身
の
自
由
〕、
第
一
一
五
条
〔
＝
住
居
の
不
可
侵
〕、
第
一
一
七
条
〔
＝

新
書
・
郵
便
・
電
信
電
話
の
秘
密
〕、
第
一
一
八
条
〔
＝
意
見
表
明
の
自
由
〕、
第
一
二
三
条
〔
＝
集
会
の
権
利
〕、
第
一
二
四
条
〔
＝
結
社

の
権
利
〕、
及
び
第
一
五
三
条
〔
＝
所
有
権
の
保
障
〕
に
定
め
ら
れ
て
い
る
基
本
権
の
全
部
又
は
一
部
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き

（
（3
（

る
」
に
対

す
る
次
の
よ
う
な
解
釈
を
提
示
し
、
第
四
八
条
第
二
項
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
権
限
お
よ
び
地
位
を
解
明
す
る
。
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第
四
十
八
条
第
二
項
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
グ
ラ
ウ
の
説
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
第
二
文
で
列
挙
さ

れ
た
基
本
権
を
無
効
化
す
る
以
外
の
権
限
を
も
た
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
通
説
は
「
ラ
イ
ヒ
大

統
領
の
権
限
を
制
限
し
よ
う
と
試
み
て
い

（
（3
（

る
」。
し
か
し
、現
実
に
ラ
イ
ヒ
大
統
領
お
よ
び
ラ
イ
ヒ
政
府
が
こ
の
条
項
を
運
用
す
る
際
に
は
、

同
条
項
第
二
文
で
列
挙
さ
れ
た
憲
法
条
項
以
外
の
基
本
権
を
も
侵
害
し
て
お
り
、
ま
た
ラ
イ
ヒ
大
統
領
な
い
し
文
民
な
い
し
軍
人
委
員
へ
執

行
権
を
委
譲
す
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
同
条
項
の
運
用
状
況
は
、
通
常
の
解
釈
が
想
定
す
る
制
限
の
範
囲
内
に
留
ま
っ
て

は
お
ら
ず
、
通
常
の
解
釈
は
不
十
分
で
あ

（
（3
（

る
。

　

そ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
第
四
十
八
条
第
二
項
の
文
言
に
対
す
る
検
討
を
通
じ
て
、
そ
し
て
憲
法
制
定
国
民
議
会
に
お
い
て
こ
の
条
項
が

成
立
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
第
四
十
八
条
第
二
項
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
権
限
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
第

四
十
八
条
第
二
項
の
本
来
の
趣
旨
は
「
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
回
復
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
、
様
々
な
措
置
を
と
る
こ

と
が
で
き
、
か
つ
特
定
の
基
本
権
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き

（
（3
（

る
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
文
に
基
づ
い
て
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
あ

ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
と
る
一
般
的
権
限
（allgem

eine Befugnis

）
を
付
与
さ
れ
る
と
同
時
に
、
第
二
文
で
列
挙
さ
れ
た
特
定
の
諸
基
本

権
を
無
効
化
す
る
特
別
権
限
（besondere Befugnis
）
を
も

（
（3
（

つ
と
解
釈
す
る
。
こ
う
し
た
解
釈
の
論
拠
は
、
同
条
項
の
成
立
過
程
に
対
す

る
把
握
に
よ
っ
て
も
補
強
さ
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
憲
法
制
定
国
民
議
会
に
お
い
て
同
条
項
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
る
過
程
で
、
第

二
項
第
二
文
に
お
い
て
第
一
文
で
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
付
与
さ
れ
た
一
般
的
権
限
に
対
す
る
全
般
的
限
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
者
は
い

な
か
っ
た
の
で
あ

（
（3
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
文
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
異
例
の
「
無
制
約
の
」
権
限
が
付
与
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
に
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
権
力
が
集
中
し
て
し
ま
う
と
い
う
虞
は
、
大
統
領
の
緊
急
命
令
権
の

行
使
が
大
臣
の
副
署
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
ま
た
第
四
十
八
条
第
三
項
の
規
定
、
す
な
わ
ち
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
と
っ
た
諸
措
置
が
遅
滞
な
く

ラ
イ
ヒ
議
会
に
報
告
さ
れ
、
議
会
の
要
求
に
基
づ
い
て
効
力
が
停
止
さ
れ
る
と
い
う
規
定
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

（
（3
（

た
。
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こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、『
独
裁
』
に
お
け
る
と
同
様
に
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
よ
る
緊
急
命
令
権
の
行
使
を
委
任
独
裁
と
し
て
捉
え
る
。

た
だ
し
、
次
に
見
る
よ
う
に
、
彼
は
第
四
十
八
条
第
二
項
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
地
位
を
ア
ン
ヴ
ィ
バ
レ
ン
ト
な
も
の
と
し
て
理
解
し

て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
第
四
十
八
条
第
二
項
第
一
文
に
よ
っ
て
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
は
異
例
の
「
無
制
約
の
」
権
限
が
付
与
さ
れ
、
意
図
的

に
そ
の
権
限
が
広
範
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
地
位
は
、
法
的
基
礎
に
基
づ
く
わ
け
で
は
な
い

と
し
て
も
、「
国
民
議
会
の
主
権
独
裁
の
残
滓
（Residuum

）」
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え

（
（3
（

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
彼
は
、

第
四
十
八
条
第
五
項
で
予
定
さ
れ
た
施
行
法
の
公
布
を
通
じ
て
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
権
限
が
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
る
。
こ

こ
で
彼
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
戒
厳
状
態
論
研
究
に
お
い
て
論
究
し
た
、
戒
厳
状
態
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
「
十
九
世
紀
に
お
け
る
歴
史
的

展
開
」
に
再
び
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
来
、
法
的
に
組
織
さ
れ
た
制
度
と
し
て
の
戒
厳
状
態
が
成
立
し
、
委

任
独
裁
は
法
治
国
家
的
発
展
へ
と
組
み
込
ま
れ

（
（4
（

る
」。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
憲
法
制
定
国
民
議
会
に
お
い
て
、
第
四
十
八
条
第
五
項
に

基
づ
い
て
ラ
イ
ヒ
法
律
を
公
布
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
法
治
国
家
的
発
展
に
適
合
し
た
形
で
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
権
限
、
す

な
わ
ち
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
「
容
認
さ
れ
た
諸
権
限
や
諸
前
提
、
例
外
状
態
の
影
響
」
を
限
定
す
る
た
め
で
あ
っ

（
（4
（

た
。

　

た
だ
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
第
四
十
八
条
第
二
項
一
文
に
よ
っ
て
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
一
般
的
権
限
に
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
次

の
三
点
に
お
い
て
限
界
が
あ
る
と
論
じ
る
。
こ
の
限
界
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
権
限
が
「
憲
法
規
定
に
基
づ
く
例
外
的
権
限
」
で
あ
る
こ
と

に
由
来
す

（
（4
（

る
。
第
一
に
、
何
が
公
共
の
安
全
と
秩
序
で
あ
る
か
、
そ
し
て
何
が
そ
の
脅
威
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
、

憲
法
と
無
関
係
に
定
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
第
二
に
、第
四
十
八
条
が
含
ん
で
い
る
組
織
の
最
小
限
の
も
の
、す
な
わ
ち
ラ
イ
ヒ
大
統
領
、

ラ
イ
ヒ
政
府
お
よ
び
ラ
イ
ヒ
議
会
は
、
単
な
る
事
実
的
な
例
外
措
置
に
よ
り
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
第
三
に
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
権
限

は
措
置
と
し
て
の
み
、
す
な
わ
ち
個
別
行
為
な
い
し
一
般
的
命
令
と
し
て
見
做
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
措

置
は
、「
異
常
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
除
去
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
具
体
的
事
態
」
を
顧
慮
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
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ら
ず
、
予
測
の
つ
か
な
い
程
の
長
期
間
に
わ
た
り
効
力
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

（
（4
（

い
。

同
時
代
の
国
法
学
者
に
よ
る
反
応

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヤ
コ
ー
ビ
に
よ
る
報
告
の
後
に
行
わ
れ
た
討
論
で
は
、
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
、
ト
ー
マ
、
ト
リ
ー
ペ
ル
を
含
む
十
四
人
の
法
学

者
が
参
加
し
、
意
見
が
交
換
さ
れ

（
（4
（

た
。
報
告
記
録
は
、
討
論
全
体
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。「
報
告
者
〔
シ
ュ
ミ
ッ
ト
─
─

引
用
者
〕
に
よ
り
、
そ
し
て
条
件
付
き
で
は
あ
る
に
せ
よ
共
同
報
告
者
〔
ヤ
コ
ー
ビ
─
─
引
用
者
〕
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
、
第
四
十
八
条
第

二
項
か
ら
第
四
項
の
意
味
に
つ
い
て
の
基
本
的
解
釈
は
、
大
会
内
部
で
は
わ
ず
か
な
支
持
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
討
論
者
の
内
の
は
る
か

に
多
く
の
者
は
、
異
な
る
立
場
を
と
っ
て
い

（
（4
（

た
」。
報
告
記
録
に
よ
れ
ば
、
討
論
の
中
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
報
告
に
お
け
る
次
の
諸
点
に

対
し
て
批
判
が
集
中
し
た
。
第
一
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
自
説
に
対
す
る
根
拠
と
し
て
引
用
し
た
、
憲
法
制
定
国
民
議
会
に
お
け
る
議
論
の
経

緯
や
政
府
見
解
は
、
論
拠
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
た
。「
報
告
者
が
自
ら
の
見
解
の
た
め
に
引
き
合
い
に
出
し
た
憲
法
の
成
立
史
、

お
よ
び
論
拠
と
し
て
持
ち
出
し
た
政
府
見
解
は
、
互
い
に
矛
盾
し
て
お
り
、
そ
の
動
機
も
不
明
で
あ
る
た
め
、
論
拠
と
し
て
有
力
で
は
な
い

と
見
做
さ
れ

（
（4
（

た
」。
第
二
に
、
第
四
十
八
条
第
五
項
で
予
定
さ
れ
た
ラ
イ
ヒ
法
律
が
委
任
独
裁
に
対
し
て
法
治
国
家
的
限
定
を
付
す
ま
で
、

第
四
十
八
条
二
項
に
お
い
て
国
民
議
会
に
よ
り
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
法
的
地
位
は
暫
定
的
な
も
の
に
留
ま
る
と
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
解
釈
が
批
判
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
、
第
二
項
は
最
終
的
な
規
定
で
あ
り
、
第
五
項
で
予
定
さ
れ
た
施
行
法
は
こ
れ
を
「
よ

り
詳
細
に
」、
す
な
わ
ち
よ
り
正
確
に
規
定
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

（
（4
（

た
。
第
三
に
、
第
二
項
第
一
文
と
第
二
文
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
第
一
文
に
お
け
る
「
措
置
」
と
第
二
文
に
お
い
て
列
挙
さ
れ
た
基
本
権
の
「
失
効
」
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
見
解
、
そ
し
て
、
第
二
文
は
第
一
文
に
対
す
る
制
限
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
権
限
の
付
加
を
意
味
す
る
、
と
す

る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
解
釈
が
批
判
さ
れ
た
。
特
に
こ
う
し
た
解
釈
か
ら
生
じ
る
次
の
結
論
、
す
な
わ
ち
第
五
項
で
予
定
さ
れ
た
施
行
法
が
公
布
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さ
れ
る
以
前
に
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
と
り
う
る
措
置
と
そ
の
権
限
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
提
示
し
た
上
記
の
三
つ
の
原
則
に
よ
っ
て
の
み
制

約
さ
れ
う
る
、
と
す
る
結
論
に
対
し
て
厳
し
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ

（
（4
（

た
。

委
任
独
裁
と
主
権
独
裁
─
─
国
家
的
統
一
を
め
ぐ
っ
て

　

こ
れ
ま
で
の
節
で
確
認
し
た
通
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
国
家
的
統
一
を
基
準
と
し
て
、
民
主
主
義
に
対
す
る
評
価
を
定
め
て
い
た
。
す
な
わ

ち
『
政
治
神
学
』
に
お
い
て
は
、
一
般
意
志
は
量
的
規
定
を
も
つ
が
ゆ
え
に
人
民
主
権
は
国
家
的
統
一
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

す
る
分
析
に
基
づ
き
、
民
主
主
義
に
対
し
て
否
定
的
評
価
を
下
し
て
い
た
。
だ
が
議
会
主
義
論
初
版
に
お
い
て
は
、
一
般
意
志
に
対
す
る

解
釈
を
変
更
し
、
人
民
の
意
志
の
同
一
化
に
基
づ
い
て
同
一
性
を
作
り
出
す
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
る
こ
と
で
、
人
民
主
権
に
お
い
て
も
国

家
的
統
一
を
達
成
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
、
と
議
論
を
転
換
さ
せ
た
。
元
来
、
国
家
的
統
一
を
重
視
し
て
い
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
り
、

一
九
二
三
年
の
事
態
は
国
家
的
統
一
に
対
す
る
大
き
な
挑
戦
で
あ
り
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

す
で
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
独
裁
』
初
版
（
一
九
二
一
年
）
の
末
尾
に
お
い
て
、
第
四
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
地

位
に
言
及
し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
規
定
は
確
か
に
、「
委
任
独
裁
の
全
く
明
白
な
事
例
を
含
む
」（V

V
:198

）
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
「
第
四
八
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
ド
イ
ツ
ラ
イ
ヒ
に
お
い
て
公
共
の
安
全
と
秩
序
が
著
し
く
撹
乱
さ
れ
、
あ
る
い
は

脅
か
さ
れ
た
な
ら
ば
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
と
を
回
復
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
場
合
に
は
軍
事
的
手
段
を

用
い
て
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
法
的
に
制
約
さ
れ
て
い
な
い
行
動
委
任
へ
の
授
権
が
あ
る
」（Ebd.

）。
し
た
が
っ
て
第
四
八

条
を
通
じ
て
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
は
「
従
来
の
法
治
国
家
的
解
釈
に
従
え
ば
異
例
の
、
無
制
約
の
行
動
へ
の
授
権
」
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言

う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
続
く
第
二
文
に
お
い
て
、
失
効
可
能
な
諸
基
本
権
を
列
挙
し
、
権
限
を
限
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ュ
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ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
矛
盾
に
他
な
ら
な
い
（D

D
:199

）。「
最
初
に
、
例
え
ば
第
一
五
九
条
〔
第
四
八
条
第
二
項
に
お
い
て
、
停
止
さ
れ
う
る

基
本
権
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
団
結
権
─
─
引
用
者
〕
を
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
既
存
の
法
的
状
態
を
停
止
す
る
授
権
を
行
い
、
次
に
、

停
止
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
諸
基
本
権
の
一
定
数
を
列
挙
す
る
と
い
う
の
は
奇
妙
な
規
定
で
あ
る
。
諸
都
市
に
有
毒
ガ
ス
を
散
布
し
、
死

刑
を
予
告
し
て
脅
し
、
特
別
委
員
会
を
通
じ
て
判
決
を
下
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
対
し
て
、
そ
の
上
な
お
、
例
え
ば
諸
官
庁

に
対
し
て
新
聞
禁
止
令
を
許
可
し
う
る
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
確
認
す
る
と
い
う
の
は
無
意
味
で
あ
る
」（Ebd.

）。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
第
四
八
条
に
内
在
す
る
こ
う
し
た
矛
盾
は
、「
主
権
独
裁
と
委
任
独
裁
と
の
結
合
に
基
づ
く
」

（D
D

:200

）
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
矛
盾
は
、
西
洋
近
代
の
歴
史
的
発
展
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
近
代
の
市
民
的

法
治
国
家
の
前
提
は
、
絶
対
君
主
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
「
国
家
的
統
一
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
は
、
一
九
一
九
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
商
科
大
学
講

義
録
に
お
い
て
ボ
ダ
ン
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
述
べ
た
こ
と
を
再
論
す
る
。
す
な
わ
ち
絶
対
君
主
の
歴
史
的
価
値
は
、
そ
れ
が

封
建
的
な
い
し
身
分
制
的
諸
権
力
を
殲
滅
し
、
そ
れ
に
よ
り
国
家
的
統
一
と
い
う
近
代
的
意
味
に
お
け
る
主
権
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
あ
っ

た
。
そ
の
結
果
、
市
民
的
法
治
国
家
は
「
国
家
の
連
帯
的
統
一
性
（solidarische Einheit des Staates

）」
が
最
終
的
に
保
証
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
国
家
内
部
に
お
い
て
「
同
質
性
（H

om
ogenität

）」
が
深
刻
に
脅
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
存
立
す
る
こ
と
を
自
明
の
こ

と
と
し
て
前
提
し
え
た
（Ebd.

）。
こ
の
と
き
国
家
内
部
に
お
け
る
強
力
な
集
団
や
階
級
は
排
除
さ
れ
て
お
り
、
国
家
と
個
人
と
の
間
に
中

間
的
権
力
団
体
は
存
在
し
な
い
（D

D
:201

）。
こ
う
し
た
前
提
が
維
持
さ
れ
る
限
り
、
憲
法
第
四
十
八
条
の
規
定
は
法
治
国
家
秩
序
に
適
合

す
る
制
度
、
す
な
わ
ち
委
任
独
裁
と
し
て
の
み
機
能
す
べ
き
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
前
提
が
掘
り
崩
さ
れ
る
な
ら
ば
、
法
治
国
家
秩
序
の
「
全
体
系
は
失
わ
れ
る
」（D

D
:201

）。
す
な
わ
ち
国
家
内
部
に
強
力

な
団
体
や
階
級
等
の
権
力
集
団
が
再
び
現
れ
、
同
質
性
を
脅
か
す
な
ら
ば
、
憲
法
第
四
八
条
の
規
定
は
法
治
国
家
秩
序
に
適
合
す
る
制
度
す

な
わ
ち
委
任
独
裁
と
し
て
運
用
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、『
独
裁
』
に
お
い
て
は
そ
れ
以
上
論
及
し
な
い
が
、
共
和
国
が
未
曾
有
の
危
機
に
晒
さ
れ
た

一
九
二
三
年
を
経
て
、
新
た
な
議
論
を
展
開
す
る
。
先
に
見
た
、
ド
イ
ツ
国
法
学
者
協
会
大
会
（
一
九
二
四
年
四
月
）
に
お
け
る
彼
の
研

究
報
告
に
よ
れ
ば
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
憲
法
と
主
権
独
裁
と
は
原
理
的
に
両
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
り
（D

D
:237

）、
単
に
憲
法
が
効
力
を

も
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
し
て
も
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
独
裁
は
必
然
的
に
委
任
独
裁
で
あ
る
（D

D
:239

）。
し
か
し
憲
法
第
四
十
八
条
に
基

づ
く
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
地
位
は
、
法
的
根
拠
に
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
際
上
、「
主
権
独
裁
の
残
滓
」（Ebd.

）
で
あ

る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
規
定
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
制
定
当
時
に
お
け
る
未
曾
有
の
混
乱
を
背
景
と
し
て
起

草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た
時
代
状
況
を
背
景
と
し
て
、
憲
法
起
草
者
が
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
広
範
な

権
限
と
裁
量
の
余
地
を
残
そ
う
と
意
図
し
た
こ
と
の
帰
結
で
あ
る
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
地
位
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
バ
レ
ン
ス
を
分
析
す
る

（D
D

:257

）。
す
な
わ
ち
、
国
家
の
統
一
が
脅
か
さ
れ
る
場
合
や
異
常
な
事
態
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
権
限
が
広
く
解
釈
さ
れ
、

こ
れ
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
第
四
十
八
条
第
五
項
に
予
定
さ
れ
た
施
行
法
が
制
定

さ
れ
な
い
限
り
、
こ
う
し
た
暫
定
的
状
態
は
継
続
す
る
（D

D
:253

）
と
結
論
付
け
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
に
見
た
通
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
国
家
的
統
一
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
観
点
か
ら
、
憲
法
第
四
八
条
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
地
位

を
解
釈
し
よ
う
と
試
み
た
。
民
主
主
義
に
対
す
る
彼
の
理
解
が
変
化
し
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
民
主
主
義
と
国
家
的
統
一
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
解
釈
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
民
主
主
義
体
制
を
選
択
し
た
共
和
政
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
共
和
国
を
分
裂
か
ら
救
い
、
国
家
的

統
一
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
委
任
独
裁
の
制
度
と
し
て
第
四
十
八
条
第
二
項
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ

大
統
領
の
地
位
を
解
釈
し
、
こ
の
制
度
を
通
じ
て
民
主
主
義
に
お
い
て
国
家
的
統
一
を
保
証
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
把
握
す
る
に
至
っ

た
。
こ
の
点
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
委
任
独
裁
と
民
主
主
義
は
矛
盾
し
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節　

民
主
主
義
に
お
け
る
同
質
性

　

本
節
で
は
、議
会
主
義
論
初
版
か
ら
第
二
版
序
文
に
か
け
て
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
の
か
を
解
明
す
る
。

議
会
主
義
論
の
初
版
か
ら
第
二
版
に
か
け
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
理
解
に
変
遷
と
発
展
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
殆
ど

注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
権
左
は
、
第
二
版
序
文
に
お
い
て
、
人
民
の
意
志
が
「
拍
手
喝
采
」
に
よ
り
民
主
的
に
表
現
さ
れ
る
と
い
う

議
論
が
示
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
一
九
二
七
年
の
「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」
を
先
取
り
す
る
か
の
よ
う
に
、
治
者
と
被
治
者
の
民
主
的
同
一

性
概
念
が
異
質
な
も
の
を
排
除
す
る
「
同
質
性
」
と
し
て
、
と
り
わ
け
「
国
民
的
同
質
性
」
と
し
て
解
釈
換
え
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し

（
（4
（

た
。

本
節
で
は
、
こ
う
し
た
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
議
会
主
義
論
初
版
か
ら
第
二
版
に
か
け
て
見
出
さ
れ
る
発
展
を
再
構
成
し
、
そ
の
変
化
が
民
主

主
義
論
に
与
え
た
意
義
を
検
討
す
る
。

（
一
）
同
質
性
概
念
─
─
議
会
主
義
論
第
二
版
序
文

ト
ー
マ
に
対
す
る
反
批
判

　

議
会
主
義
論
が
再
版
さ
れ
る
際
に
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
議
会
主
義
と
民
主
主
義
の
対
立
に
つ
い
て
」
と
副
題
を
付
し
た
序
文
を
掲
載
し
た
。

同
論
文
前
半
で
は
、
議
会
主
義
論
初
版
に
対
す
る
法
学
者
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ト
ー
マ
の
批
評
に
応
答
し
、
議
会
主
義
の
原
理
と
基
礎
付
け
に
関

す
る
自
ら
の
見
解
を
擁
護
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
議
会
主
義
制
度
や
民
主
主
義
概
念
を
め
ぐ
っ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ト
ー
マ
の
間
で
展
開
さ

れ
た
論
争
の
経
緯
、
お
よ
び
両
者
の
思
想
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
検
討
し
た
先
行
研
究
が
す
で
に
存
在
す

（
（5
（

る
。
こ
こ
で
は
、
両
者
の

思
想
的
関
係
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
理
解
と
関
連
す
る
事
柄
に
限
定
的
し
て
検
討
す
る
。

　

ト
ー
マ
は
書
評
論
文
に
お
い
て
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
議
会
主
義
の
精
神
的
基
礎
を
全
く
時
代
遅
れ
の
思
想
に
求
め
て
い
る
」
と
批
判
し
た
。
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す
な
わ
ち
討
論
と
公
開
性
と
い
う
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
議
会
主
義
論
初
版
で
究
明
し
た
議
会
主
義
の
精
神
的
基
礎
は
、
議
会
主
義
の
原
理
と
し

て
は
「
時
代
遅
れ
の
思
想
」
で
あ
り
、
そ
の
他
様
々
な
論
拠
に
よ
り
議
会
主
義
は
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
（LP:5f.

）。

　

こ
う
し
た
批
判
に
対
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
次
の
よ
う
に
応
答
す
る
。
ト
ー
マ
は
議
会
主
義
が
基
づ
き
う
る
原
理
が
複
数
存
在
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
際
に
、
Ｍ
．ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
Ｈ
．プ
ロ
イ
ス
、
Ｆ
．ナ
ウ
マ
ン
に
よ
る
議
論
を
引
き
合
い
に
出
す
。
し
か
し
こ
う
し
た
説
明
は
、

学
術
的
関
心
に
基
づ
い
て
提
起
さ
れ
た
問
題
に
対
し
て
十
分
に
説
得
的
な
解
答
を
与
え
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
を
始
め
と

す
る
「
君
主
主
義
的
統
治
制
度
に
対
し
て
挑
戦
し
た
、
ド
イ
ツ
の
自
由
主
義
者
、
民
主
主
義
者
」
に
と
り
、
議
会
は
「
政
治
指
導
者
を
選
抜

す
る
た
め
の
手
段
」、
す
な
わ
ち
「
政
治
上
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
を
排
し
、
最
も
有
能
な
人
物
を
政
治
指
導
に
当
た
ら
せ
る
た
め
の

確
実
な
方
法
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
」（PL:8

）
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
単
に
実
用
的
、
技
術
的
手
段
」
と
し
て
有
用
で
あ
る
と
い

う
理
由
は
、
議
会
主
義
制
度
を
支
え
る
論
拠
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
ト
ー
マ
は
、
議
会
主
義
を
支
え
る
他
の
説
得
的
な
論
拠
を
何
一

つ
示
し
得
て
い
な
い
（LP:12f.

）、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
結
論
づ
け
る
。

大
衆
民
主
主
義
の
発
展
と
議
会
主
義
の
状
況

　

議
会
主
義
論
初
版
で
論
じ
た
通
り
、
討
論
と
は
理
性
的
な
論
拠
に
よ
っ
て
意
見
の
真
理
性
と
正
当
性
を
競
い
合
う
と
い
う
目
的
を
も
つ
意

見
交
換
で
あ
る
（LP:9

）
こ
と
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
確
認
す
る
。
し
か
し
、
今
日
の
議
会
主
義
を
取
り
巻
く
状
況
に
お
い
て
は
、
議
員
は
利
己

的
な
利
害
関
心
か
ら
超
越
し
て
い
る
と
は
も
は
や
信
じ
ら
れ
ず
、
利
害
に
基
づ
く
「
交
渉
」
や
「
妥
協
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
象
が
大
衆
民
主
主
義
の
発
展
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
近
代
の
大
衆

民
主
主
義
の
発
展
は
、
主
張
の
根
拠
を
闘
わ
せ
る
公
開
の
討
論
を
空
虚
な
形
式
的
儀
礼
（Form

alität

）
へ
と
変
え
た
た
め
、
議
会
主
義
の

地
位
は
今
日
、
危
機
的
状
況
に
あ
る
」（LP:10

）。
そ
こ
で
は
「
諸
政
党
は
討
論
す
る
諸
意
見
を
も
つ
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
的
あ
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る
い
は
経
済
的
な
権
力
集
団
と
し
て
対
立
し
合
い
、
相
互
の
利
害
と
権
力
の
可
能
性
を
考
量
し
、
こ
う
し
た
事
実
的
基
礎
に
基
づ
い
て
妥
協

し
連
合
を
結
ぶ
」（LP:11

）。
政
党
に
と
り
大
衆
は
、
よ
り
多
く
獲
得
す
べ
き
対
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
衆
は
宣
伝
装
置
に
よ
り
獲
得
さ

れ
る
が
、
宣
伝
装
置
の
最
大
の
効
力
は
、「
目
先
の
利
害
と
情
動
に
訴
え
る
こ
と
に
基
づ
く
」（Ebd.

）。

　

以
上
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
今
日
の
議
会
で
は
、「
真
の
討
論
」
の
特
徴
で
あ
る
、
理
性
的
論
拠
に
基
づ
く
自
由
な
公
開
の
意
見
交
換
は

も
は
や
行
わ
れ
え
な
い
と
論
じ
る
。
こ
れ
に
代
わ
り
、
政
党
間
の
交
渉
、
そ
こ
で
の
利
益
と
権
力
を
獲
得
す
る
た
め
の
目
的
意
識
的
考
量
、

ま
た
大
衆
を
操
作
す
る
た
め
の
プ
ラ
カ
ー
ド
的
で
印
象
的
な
暗
示
や
「
象
徴
」
と
い
っ
た
現
象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

同
質
性
概
念
の
内
実

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
近
代
大
衆
民
主
主
義
を
構
成
す
る
異
質
な
諸
要
素
を
認
識
す
る
た
め
に
は
、
異
な
る
原
理
に
基
づ
く
自
由
主
義
と
民
主

主
義
と
が
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
議
会
主
義
論
初
版
の
主
張
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
民
主
主
義
の
特
質
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

た
同
論
文
後
半
で
は
、「
同
質
性
」
概
念
、
お
よ
び
「
異
質
な
も
の
の
排
除
な
い
し
根
絶
」
が
民
主
主
義
の
本
質
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。

　
「
あ
ら
ゆ
る
現
実
の
民
主
主
義
は
、
平
等
な
も
の
が
平
等
に
扱
わ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
不
可
避
的
帰
結
と
し
て
、
平
等
で

は
な
い
も
の
は
平
等
に
は
扱
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
基
づ
く
。
し
た
が
っ
て
必
然
的
に
、
民
主
主
義
の
本
質
は
第
一
に
、
同
質
性

（H
om

ogenität

）、
そ
し
て
第
二
に
、
─
必
要
な
場
合
に
は
─
異
質
な
も
の
の
排
除
あ
る
い
は
根
絶
で
あ
る
」（LP:13f.

）。

　
『
政
治
神
学
』以
来
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」を
始
め
と
す
る「
一
連
の
同
一
性
」と
し
て
民
主
主
義
を
定
義
し
て
い
た
。

議
会
主
義
論
初
版
に
お
い
て
は
、
同
一
性
概
念
に
対
す
る
分
析
を
通
じ
て
、
同
一
性
に
達
成
す
る
た
め
の
「
同
一
化
」
の
問
題
、
す
な
わ
ち

人
民
の
意
志
形
成
の
問
題
こ
そ
が
、
民
主
主
義
に
内
在
す
る
本
質
的
な
問
題
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
議
会
主
義
論
第
二
版

序
文
に
お
い
て
は
、
新
た
に
「
同
質
性
」
と
い
う
概
念
が
民
主
主
義
の
本
質
と
し
て
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
用
い
た
同
一
性
概
念
は
、「
治
者
と
被
治
者
の
同
一
性
」
を
始
め
と
し
て
、
人
民
の
間
の
同
一
性
（
一
致
し
た
人
民
の
意

志
の
存
在
）
や
、
人
民
と
国
家
の
同
一
性
な
ど
、
様
々
な
次
元
に
お
け
る
同
一
性
を
意
味
し
た
。
こ
こ
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
同
質
性
概
念

も
ま
た
、
同
一
性
概
念
の
一
つ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
こ
で
敢
え
て
彼
が
同
質
性
と
い
う
概
念

を
民
主
主
義
の
本
質
と
し
て
用
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
な
い
し
含
意
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た

め
に
は
、
議
会
主
義
論
第
二
版
序
文
に
お
け
る
、
ル
ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』
に
対
す
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
解
釈
を
参
照
す
る
こ
と
が
有
益
で

あ
る
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
ル
ソ
ー
が
構
成
し
た
一
般
意
志
と
は
、
実
際
に
は
同
質
性
で
あ
る
」（LP:20

）。
そ
し
て
、「
こ
れ
こ
そ
が
真

に
徹
底
し
た
民
主
主
義
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
社
会
契
約
論
』
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
そ
の
題
目
や
導
入
部
の
契
約
的
構
成
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

契
約
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
本
質
的
に
は
同
質
性
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
同
質
性
か
ら
し
て
、
治
者
と
被
治
者
の
民
主
主
義

的
同
一
性
が
生
ず
る
」（Ebd.

）。
彼
に
よ
れ
ば
、
ル
ソ
ー
研
究
自
体
は
進
捗
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
社
会
契
約
論
』
が
自
由
主
義

と
民
主
主
義
と
い
う
異
な
る
要
素
を
混
在
さ
せ
た
国
家
論
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ル
ソ
ー
の
議
論
に
お
け
る

「
正
面
入
り
口
は
自
由
主
義
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
自
由
契
約
に
基
づ
い
て
、
国
家
の
正
当
性
を
根
拠
付
け
る
。
し
か
し
叙
述
が
進
み
、
本

質
的
概
念
と
し
て
の
一
般
意
志
の
概
念
が
展
開
さ
れ
る
際
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
ル
ソ
ー
に
よ
る
な
ら
ば
真
の
国
家
と
は
、
人
民
が
同

質
的
で
あ
り
、
本
質
的
な
点
に
お
い
て
一
致
が
支
配
的
で
あ
る
場
合
に
の
み
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（LP:19

）。

　

ル
ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』
に
お
け
る
一
般
意
志
は
「
同
質
性
」
に
他
な
ら
な
い
と
言
う
と
き
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
念
頭
に
置
い
て
い
る

も
の
は
、
国
家
の
内
部
に
「
人
間
を
分
裂
さ
せ
る
も
の
」（Ebd.

）
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
人
間
を
分
裂
さ
せ
る
も
の
」
と

し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
具
体
的
に
、
党
派
的
対
立
や
特
殊
な
利
害
状
況
を
め
ぐ
る
対
立
、
宗
派
的
対
立
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
う
し
た
対
立
は

国
家
の
内
部
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
（Ebd.

）。
つ
ま
り
、「
同
質
性
」
が
意
味
す
る
も
の
は
、政
治
的
見
解
を
め
ぐ
る
対
立
や
、
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階
級
対
立
に
発
展
し
う
る
よ
う
な
利
害
対
立
や
経
済
的
格
差
、
信
仰
上
の
不
一
致
と
対
立
が
存
在
し
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ル
ソ
ー
の
国
家
に
お
い
て
は
「
財
政
」
す
ら
存
在
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
言
及
す
る
。
彼
は
、
財
政

と
は
「
奴
隷
の
用
い
る
言
語
（m

ot d‘esclave

）」
で
あ
る
と
い
う
ル
ソ
ー
の
記
述
を
引
用
し
、「
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
や
カ
ー
ル
・

ブ
リ
ン
ク
マ
ン
の
よ
う
な
重
要
な
国
民
経
済
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
賛
嘆
さ
れ
た
、
近
代
民
主
主
義
の
哲
学
者
」
で
あ
る
ル
ソ
ー
が
、
こ
う
し

た
こ
と
を
「
全
く
真
剣
に
述
べ
て
い
る
」
こ
と
に
注
意
を
促
す
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
こ
こ
で
参
照
指
示
す
る
『
社
会
契
約
論
』
第
三
編
第
十
五

章
に
お
い
て
、
ル
ソ
ー
は
周
知
の
通
り
、
一
般
意
志
は
決
し
て
代
表
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
こ
で
ル
ソ
ー
は
代
表

制
を
強
く
否
定
し
、
主
権
は
代
表
さ
れ
え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
本
質
的
に
主
権
を
含
む
一
般
意
志
は
代
表
さ
れ
え
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
人

民
の
代
議
士
は
一
般
意
志
の
代
表
者
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。「
イ
ギ
リ
ス
の
人
民
は
自
ら
を
自
由
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
大
間
違
い
だ
。
彼
ら
が
自
由
な
の
は
、
議
員
を
選
挙
す
る
間
だ
け
の
こ
と
で
、
議
員
が
選
ば
れ
る
や
い
な
や
、
イ
ギ
リ
ス
人
民
は
奴
隷

と
な
り
、
無
に
帰
し
て
し
ま

（
（5
（

う
」。

　

ル
ソ
ー
に
よ
れ
ば
、一
般
意
志
は
代
表
さ
れ
う
る
と
い
う
考
え
方
、す
な
わ
ち
公
民
の
集
会
に
お
け
る
「
人
民
の
代
議
士
ま
た
は
代
表
者
」

が
登
場
す
る
背
景
に
は
、「
祖
国
愛
の
減
退
、
私
的
な
利
益
活
動
、
国
家
の
広
大
さ
、
征
服
、
政
府
の
悪
弊
な

（
（5
（

ど
」
が
存
在
す
る
。
祖
国
愛

を
減
退
さ
せ
、
国
家
を
滅
亡
の
危
険
に
晒
す
要
因
と
し
て
、
ル
ソ
ー
は
第
一
に
、
市
民
に
と
っ
て
の
主
要
な
仕
事
が
公
共
の
職
務
で
は
な
く

な
り
、「
私
的
な
利
益
活
動
」
へ
没
入
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
商
業
や
工
芸
に
大
騒
ぎ
し
た
り
、
む
や
み
に
利
益
を
欲
し
が
っ
た
り
、
軟

弱
に
「
安
楽
を
好
ん
だ
り
す
る
こ
と
」
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
市
民
が
国
家
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
公
共
の
職
務
を
自
分
自
身
で
遂

行
し
よ
う
と
せ
ず
、「
自
分
の
身
体
で
よ
り
も
、
自
分
の
財
布
で
奉
仕
す
る
方
を
好
む
よ
う
に
な
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
身
を
動
か
し
て

果
た
す
べ
き
職
務
を
、
金
銭
で
代
用
さ
せ
る
」
こ
と
を
挙
げ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
、
ル
ソ
ー
は
、「
財
政
」
が
「
奴
隷
の
言
葉
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
財
政
す
な
わ
ち
私
的
な
経
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済
活
動
に
専
ら
従
事
し
、
公
共
の
事
柄
に
携
わ
ら
ず
、
自
ら
公
務
に
奉
仕
し
な
い
者
は
、
公
民
と
し
て
の
義
務
を
果
た
さ
な
い
者
、
す
な
わ

ち
公
共
精
神
を
持
た
な
い
者
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
間
は
、ル
ソ
ー
の
国
家
に
お
い
て
は
公
民
な
い
し
市
民
に
値
し
な
い
者
、す
な
わ
ち
「
奴

隷
」
で
あ
る
。
職
務
に
「
金
を
出
す
よ
う
に
な
る
と
、
ま
も
な
く
諸
君
は
鎖
に
つ
な
が
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
財
政
と
い
う
こ
の
言
葉

は
、
奴
隷
の
言
葉
で
あ
っ
て
、
都
市
国
家
の
知
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
真
に
自
由
な
国
家
で
は
、
市
民
は
自
分
の
手
で
す
べ
て
を
行
い
、
金

銭
ず
く
で
は
何
も
し
な
い
。
自
分
の
義
務
を
免
れ
る
た
め
に
金
を
払
う
ど
こ
ろ
か
、
金
を
払
っ
て
で
も
自
分
の
義
務
を
自
分
で
果
た
そ
う
と

す
る
で
あ
ろ

（
（5
（

う
」。

　

以
上
の
ル
ソ
ー
の
議
論
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
「
同
質
性
」
と
は
、
人
民
の
間
に
政
治
的
見
解
や
経
済
的
状
況
、
信
仰
な

ど
の
根
本
的
な
点
で
一
致
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
に
加
え
て
、
公
民
と
し
て
公
共
の
事
柄
に
貢
献
す
る
と
い
う
前
提
が
共
有
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
の
「
同
質
性
」
が
実
現
さ
れ
、
人
民
の
間
に
完
全
な
「
一
致

（Einm
ütigkeit

）」
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
意
見
の
対
立
や
相
違
を
前
提
と
す
る
社
会
契
約
は
不
要
と
な
る
と
論
じ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
全

員
が
同
じ
こ
と
を
望
む
か
ら
で
あ
る
。「
同
質
性
が
同
一
性
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
全
て
は
自
明
の
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
る
」。

　

同
質
性
概
念
の
内
実
が
こ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、議
会
主
義
論
第
二
版
序
文
に
お
い
て
、「
異
質
な
も
の
の
排
除
な
い
し
根
絶
」

と
い
う
契
機
が
同
質
性
と
並
ぶ
民
主
主
義
の
第
二
の
本
質
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
論
理
に
従
う
な

ら
ば
、国
家
の
内
部
に
「
人
間
を
分
裂
さ
せ
る
」
よ
う
な
対
立
が
存
在
す
る
こ
と
を
許
容
し
な
い
た
め
に
、画
一
的
な
政
治
的
傾
向
や
思
想
、

ま
た
平
均
的
な
経
済
的
境
遇
や
同
一
の
信
仰
を
持
つ
人
間
だ
け
が
、
そ
し
て
公
共
精
神
を
持
つ
人
間
だ
け
が
、
真
の
市
民
す
な
わ
ち
公
民
と

見
做
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
適
合
し
な
い
人
間
は
す
べ
て
、
公
民
な
い
し
市
民
の
資
格
を
持
た
な
い
者
で
あ
る
と
さ
れ
、
国
家
に
と
っ

て
の
「
異
質
な
者
」、
す
な
わ
ち
排
除
な
い
し
根
絶
の
対
象
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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同
質
性
概
念
の
特
徴
と
民
主
主
義
論
に
お
け
る
位
置
づ
け

　

こ
の
同
質
性
概
念
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
同
質
性
は
「
一
般
意
志
と
同
様
に
、
存
在
す
る
か
存
在

し
な
い
か
で
あ
る
。
し
か
も
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
的
確
に
認
め
た
よ
う
に
、自
然
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
」（LP:20

）。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
に
よ
れ
ば
、
人
民
の
間
の
同
質
性
は
す
で
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
質
性
概
念
は
人
民

の
間
に
自
然
に
存
在
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
為
的
に
作
り
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
同

質
性
概
念
こ
そ
が
、「
民
主
主
義
的
同
一
性
」
が
立
脚
す
る
基
礎
で
あ
り
、
前
提
で
あ
る
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
議
会
主
義

論
文
第
二
版
に
お
い
て
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
新
た
な
主
張
は
、
民
主
主
義
的
同
一
性
は
こ
の
同
質
性
に
立
脚
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
と
お
り
、
議
会
主
義
論
文
初
版
に
お
い
て
彼
は
、
同
一
性
概
念
を
独
自
の
仕
方
で
解
釈
し
、
同
一
性
は
実
際

に
は
経
験
的
に
存
在
し
え
な
い
こ
と
、
同
一
性
を
実
現
す
る
た
め
に
は
同
一
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
議
会
主
義
論
文
第

二
版
を
執
筆
し
て
い
た
時
期
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
の
間
に
は
自
然
に
、
経
験
的
に
、
こ
う
し
た
同
一
化
を
達
成
す
る
た
め
の
、
一
定

の
同
質
性
が
存
在
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
新
た
に
認
識
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）「
喝
采
」
概
念
の
重
要
性
─
─
議
会
主
義
論
第
二
版
序
文

　

同
質
性
概
念
へ
の
言
及
と
同
時
に
、
議
会
主
義
論
第
二
版
序
文
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
喝
采
こ
そ
が
民
主
主
義
に
お
い
て
本
質
的
な

人
民
の
意
志
形
成
手
段
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
高
く
評
価
す
る
。

　
「
人
民
の
意
志
は
、
呼
び
声
（Zuruf

）
を
通
じ
て
、
喝
采
（acclam

atio
）
を
通
じ
て
、
自
明
の
、
反
論
の
余
地
の
な
い
も
の
を
通
じ
て
、

よ
り
一
層
民
主
主
義
的
に
表
現
さ
れ
う
る
。
人
民
の
意
志
は
こ
れ
に
よ
り
、
半
世
紀
前
以
来
非
常
に
入
念
か
つ
綿
密
に
作
り
出
さ
れ
た
統
計

的
装
置
に
よ
っ
て
よ
り
も
、
よ
り
よ
く
民
主
主
義
的
に
表
現
さ
れ
う
る
。
民
主
主
義
的
感
情
の
力
が
強
ま
れ
ば
強
ま
る
ほ
ど
、
民
主
主
義
が
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秘
密
投
票
の
記
録
シ
ス
テ
ム
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
よ
り
一
層
確
実
に
な
る
。〔
中
略
〕
独
裁
的
で
カ
エ
サ
ル
主
義
的
な

方
法
は
、
人
民
の
喝
采
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
民
主
主
義
的
実
質
と
力
の
直
接
的
表
現
で
も
あ
り
う
る
」（LP:22f

）。

　

こ
う
し
て
彼
が
民
主
主
義
と
人
民
の
喝
采
と
の
関
係
を
積
極
的
に
捉
え
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
ボ
ン
大
学
時
代
の
同
僚
で
あ
っ
た
神
学

者
エ
ー
リ
ク
・
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
影
響
が
あ
っ
た
。
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
よ
る
「
喝
采
」
概
念
史
研
究
（『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』（
一
九
二
〇
年

に
提
出
さ
れ
た
教
授
資
格
申
請
論
文
で
あ
り
、
一
九
二
六
年
に
出
版
さ
れ

（
（5
（

た
）
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』

（
一
九
二
七
年
）
に
お
い
て
言
及
し
、
非
常
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い

（
（5
（

た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
に
お
け
る
喝
采
概
念
の
受
容
、
お

よ
び
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

第
三
節　

民
主
主
義
と
政
治
的
統
一
の
関
係
─
─
「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」

（
一
）
政
治
的
な
も
の
の
定
義
─
─
友
と
敵
の
区
別

　

一
九
二
七
年
に
発
表
し
た「
政
治
的
な
も
の
の
概
念
」（
初
版
）に
お
い
て
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
新
た
な
国
家
観
お
よ
び
政
治
観
を
提
示
す
る
。

「
国
家
概
念
は
政
治
的
な
も
の
の
概
念
を
前
提
と
す
る
」（BP:1
）
と
い
う
著
名
な
命
題
で
始
ま
る
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
彼
は
「
国
家
は
人

民
の
政
治
的
状
態
（Status

）
で
あ
る
」（Ebd.

）
と
規
定
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
国
家
は
そ
の
語
義
と
そ
の
現
象
に
よ
る
な
ら

ば
人
民
の
特
殊
な
状
態
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
さ
し
あ
た
り
言
え
な
い
」（Ebd.

）。
た
だ
し
「
人
民
の
状
態
」
と
い
う
観
念
の
メ
ル

ク
マ
ル
は
、「
政
治
的
な
も
の
に
つ
い
て
の
メ
ル
ク
マ
ル
を
通
じ
て
」
そ
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
（Ebd.

）。
す
な
わ
ち
「
政
治
的
な
も
の

の
概
念
規
定
は
、
特
殊
に
政
治
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
明
ら
か
に
し
、
確
認
す
る
こ
と
を
通
じ
て
の
み
得
る
こ
と
が
で
き
る
」（BP:3

）。
シ
ュ

ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
政
治
的
な
も
の
は
、
人
間
の
思
考
と
行
為
に
関
わ
る
他
の
相
対
的
に
自
律
的
な
領
域
、
す
な
わ
ち
道
徳
的
な
も
の
や
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美
学
的
な
も
の
、
経
済
的
な
も
の
の
領
域
と
並
び
、
固
有
の
領
域
と
し
て
自
律
的
で
あ
る
」。
そ
れ
ゆ
え
に
、
政
治
的
な
も
の
は
、
そ
の
固

有
の
、
相
対
的
に
自
律
的
な
区
別
す
な
わ
ち
「
特
殊
な
意
味
に
お
い
て
政
治
的
な
行
為
す
べ
て
が
還
元
さ
れ
う
る
よ
う
な
区
別
」
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（Ebd.

）。
つ
ま
り
道
徳
的
な
も
の
の
領
域
に
は
善
悪
の
区
別
が
あ
り
、美
的
な
も
の
の
領
域
に
は
美
醜
の
区
別
が
あ
り
、

経
済
的
な
も
の
の
領
域
に
は
損
得
の
区
別
が
あ
る
よ
う
に
、
政
治
的
な
も
の
の
領
域
に
お
け
る
「
特
殊
な
、
自
律
的
な
そ
れ
自
体
と
し
て
容

易
に
理
解
で
き
る
区
別
」
は
何
か
、
そ
し
て
「
そ
れ
は
ど
こ
に
存
在
す
る
か
」
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
（BP:4

）。

　

こ
の
問
い
に
対
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
続
け
て
次
の
よ
う
に
答
え
る
。「
政
治
的
行
為
と
動
機
が
還
元
さ
れ
る
よ
う
な
、
特
殊
に
政
治
的
な

区
別
は
、
友
と
敵
の
区
別
で
あ
る
」。
こ
の
「
友
と
敵
の
区
別
」
こ
そ
が
政
治
的
な
も
の
の
領
域
に
と
っ
て
の
自
律
的
な
区
別
で
あ
り
、
相

対
的
に
自
律
的
な
他
の
領
域
（
道
徳
的
な
も
の
の
領
域
に
お
け
る
善
悪
の
区
別
や
、
美
的
な
も
の
の
領
域
に
は
美
醜
の
区
別
等
）
の
対
立
に

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
友
と
敵
の
区
別
は
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
存
立
し
う
る
と
付
言
す
る
。「
政
治
的
敵

は
道
徳
的
に
悪
で
あ
る
必
要
は
な
く
、ま
た
美
的
に
醜
く
あ
る
必
要
は
な
い
。
政
治
的
敵
は
経
済
的
競
争
相
手
と
し
て
現
れ
る
必
要
は
な
く
、

政
治
的
敵
と
と
も
に
商
売
を
行
う
こ
と
は
も
し
か
す
る
と
利
益
が
あ
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
」（Ebd.

）。

　

で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
考
え
る
友
と
敵
の
区
別
の
本
質
と
は
何
か
。「
政
治
的
敵
と
は
、
ま
さ
に
他
者
（der A

ndere

）、
見
知
ら
ぬ
者

（der Frem
de

）
で
あ
る
。
政
治
的
敵
は
特
殊
に
強
力
な
意
味
に
お
い
て
実
存
的
に
他
な
る
も
の
、
見
知
ら
ぬ
も
の
（etw

as A
nderes 

und Frem
des

）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
政
治
的
敵
は
、
衝
突
事
例
に
お
い
て
固
有
の
実
存
様
式
の
否
定
を
意
味
し
、
そ
れ
ゆ

え
固
有
か
つ
独
自
の
生
の
様
式
を
擁
護
す
る
た
め
に
反
撃
し
闘
う
相
手
と
な
る
こ
と
が
、
そ
の
本
質
と
し
て
は
十
分
で
あ
る
」（Ebd.

）。
政

治
的
な
も
の
は
、
人
間
の
生
の
あ
ら
ゆ
る
自
律
的
領
域
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
論
拠
と
し
て
別
の
領
域
に
由
来
す
る
区
別
を
引
き
合

い
に
出
そ
う
と
す
る
の
で
、
心
理
的
に
は
、
敵
は
容
易
に
悪
や
醜
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
特
殊
な
諸
対
立
の
自
律
性
は
厳

然
と
し
て
変
わ
ら
な
い
。
友
と
敵
の
特
殊
な
対
立
は
、
そ
の
他
の
領
域
に
お
け
る
区
別
か
ら
分
離
さ
れ
、
自
律
的
な
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（BP:4f.

）。
す
な
わ
ち
、
友
と
敵
の
区
別
は
別
の
諸
対
立
と
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
友
と
敵
の
概
念
は
何
ら
か
の
規
範
的
対
立
や
精
神
的
対
立
で
は
な
い
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
も

の
は
、
友
と
敵
と
い
う
区
別
の
現
実
お
よ
び
実
在
す
る
可
能
性
で
あ
り
、
擬
制
や
規
範
性
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
友
と
敵
の
対
立
は
排

す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
か
ど
う
か
、
ま
た
こ
う
し
た
思
考
の
う
ち
に
未
開
時
代
の
残
滓
を
見
出
す
か
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
区
別
と

対
立
が
い
つ
の
日
か
地
上
か
ら
消
え
去
る
こ
と
を
欲
す
る
か
、
ま
た
は
教
育
的
見
地
か
ら
、
そ
も
そ
も
も
は
や
敵
は
存
在
し
な
い
と
捏
造
す

る
の
が
正
し
く
正
当
で
あ
る
か
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
考
察
に
値
し
な
い
（BP:5

）
と
述
べ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
敵
（Feind

）
と
は
、
競
争
相
手
（K

onkurrent

）
や
一
般
的
敵
対
者
（Gegner

）
で
は
な
い
と
言
う
。

敵
と
は
私
的
な
敵
対
者（privater Gegner

）で
は
な
く
、公
的
な
敵（öffentlicher Feind

）だ
け
を
意
味
す
る
。
と
い
う
の
も
、敵
と
は
、「
少

な
く
と
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
す
な
わ
ち
実
在
す
る
可
能
性
に
従
っ
て
、
同
様
の
全
体
と
対
立
す
る
、
闘
争
す
る
人
間
全
体
」
だ
け
を
意
味

し
て
お
り
、そ
の
よ
う
な
「
人
間
全
体
（Gesam

theit von M
enschen

）、特
に
人
民
全
体
（ganzes V

olk

）
に
関
係
す
る
も
の
は
全
て
、

そ
れ
ゆ
え
公
的
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」（BP:5f.
）。「
敵
と
はhostis

で
あ
り
、
広
義
に
お
け
るinim

icus

で
は
な
い
」（BP:6

）。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
は
こ
こ
で
聖
書
の
一
節
「
汝
の
敵
を
愛
せ
」
を
引
き
合
い
に
出
し
、こ
こ
で
は
「
政
治
的
敵
は
な
ん
ら
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
」
と
す
る
。

と
い
う
の
も
、「
政
治
的
意
味
に
お
け
る
敵
は
個
人
的
に
憎
ま
れ
る
必
要
は
な
く
、
彼
の
敵
す
な
わ
ち
敵
対
者
を
愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

私
的
な
も
の
の
領
域
に
お
い
て
初
め
て
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。〔
中
略
〕
そ
れ
は
、
人
民
の
敵
を
愛
し
、
自
ら
の
人
民
に
対
抗
し
て
そ
の

敵
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
」（Ebd.

）。

　

そ
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
敵
の
真
の
概
念
」
に
は
「
闘
争
と
い
う
実
在
す
る
不
測
の
事
態
」、
す
な
わ
ち
万
一
の
場
合
に
は
闘
争
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
属
す
る
と
論
じ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
戦
争
と
は
、
諸
人
民
間
に
お
い
て
武
器
を
と
っ
て
行
わ

れ
る
闘
争
で
あ
る
。
武
器
と
い
う
概
念
に
お
い
て
本
質
的
な
も
の
は
、
人
間
に
よ
る
物
理
的
殺
害
の
手
段
を
問
題
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
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で
あ
る
。
敵
と
い
う
語
と
ま
さ
し
く
同
様
に
、
こ
こ
で
は
闘
争
と
い
う
語
は
そ
の
本
来
の
意
味
に
お
い
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
議
論
と
い
う
「
精
神
的
（geistig

）」
闘
争
を
意
味
す
る
の
で
も
な
い
し
、
単
に
惰
性
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
し
て
も
、
あ
ら
ゆ
る

人
間
が
最
終
的
に
何
ら
か
の
形
で
不
断
に
行
う
象
徴
的
闘
争
で
も
な
い
。
敵
と
闘
争
と
い
う
諸
概
念
は
、
そ
れ
が
と
り
わ
け
物
理
的
殺
害
と

い
う
実
在
す
る
可
能
性
と
関
連
性
を
も
ち
、
ま
た
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
真
の
意
味
を
受
け
取
る
の
で
あ
る
。
戦
争
は
敵

対
性
か
ら
帰
結
す
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
敵
対
性
と
は
、
あ
る
別
の
存
在
の
否
定
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
争
と
は
敵
対
性
の
最
も
極
端

な
実
現
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
日
常
的
な
も
の
や
規
範
的
な
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
理
念
的
な
も
の
と
し
て
も
感
じ
ら
れ
る
必
要
は
な

い
が
、
し
か
し
敵
と
い
う
概
念
が
そ
の
意
味
を
も
つ
限
り
、
戦
争
は
実
在
す
る
可
能
性
と
し
て
現
前
し
続
け
る
に
違
い
な
い
」（Ebd.

）。

　

し
た
が
っ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
政
治
的
な
も
の
の
区
別
な
い
し
基
準
と
し
て
の
「
友
と
敵
の
区
別
」
を
諸
人
民
間

の
問
題
と
し
て
、
す
な
わ
ち
国
際
関
係
の
文
脈
に
お
い
て
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
政
治
的
な
も
の
に
つ
い
て

の
こ
う
し
た
定
義
に
よ
っ
て
、「
敵
対
性
の
最
も
極
端
な
実
現
」
と
し
て
の
戦
争
を
肯
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
留
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
政
治
的
な
も
の
に
つ
い
て
こ
こ
で
与
え
ら
れ
た
定
義
は
、軍
事
的
あ
る
い
は
帝
国
主
義
的
で
も
あ
る
の
と
同
様
に
、

平
和
主
義
的
で
も
あ
る
。
こ
の
定
義
は
、
戦
争
を
「
社
会
的
理
想
」
の
よ
う
に
見
せ
か
け
よ
う
と
す
る
試
み
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
戦

争
と
は
「
社
会
的
な
」
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、「
理
想
的
な
」
も
の
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
友
と
敵
と
の
区
別
は
ま
た
、
特
定
の
人
民
が

永
久
に
、他
の
特
定
の
人
民
の
友
な
い
し
は
敵
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。中
立
性（N

eutralität

）

も
ま
た
、
常
に
可
能
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
り
、
政
治
的
に
有
意
義
で
あ
り
う
る
」（BP:7

）。

　

し
か
し
他
方
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
友
と
敵
の
グ
ル
ー
プ
化
の
究
極
的
帰
結
と
し
て
の
「
現
実
の
闘
争
」、
す
な
わ
ち

戦
争
の
可
能
性
は
常
に
意
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
る
。「
中
立
性
と
い
う
概
念
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
概
念
と
同
様
に
、
常
に
、

友
と
敵
の
グ
ル
ー
プ
化
と
い
う
実
在
す
る
可
能
性
と
い
う
、こ
の
究
極
的
前
提
の
下
に
あ
り
、地
上
に
中
立
性
だ
け
が
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
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そ
れ
と
と
も
に
戦
争
だ
け
で
は
な
く
、
中
立
性
そ
の
も
の
も
ま
た
終
焉
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
戦
争
と
い
う
実
在
す
る
可
能
性
自
体

が
欠
落
す
る
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
が
、
ま
た
戦
争
を
回
避
す
る
と
い
う
政
策
が
終
焉
を
迎
え
る
の
と
同
様
で
あ
る
」。
こ
の
と
き
に
「
基

準
と
な
る
の
は
常
に
、
こ
う
し
た
究
極
的
事
例
、
す
な
わ
ち
現
実
の
闘
争
に
お
け
る
可
能
性
だ
け
で
あ
り
、
こ
う
し
た
事
例
が
存
在
す
る
か

否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
決
定
で
あ
る
」（Ebd.

）。「
今
日
に
お
い
て
も
未
だ
に
戦
争
は
「
事
態
が
深
刻
化
し
た
場
合
（Ernstfall

）」

で
あ
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、ま
さ
に
例
外
事
例
が
特
に
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、

実
際
の
闘
争
に
お
い
て
初
め
て
、
友
と
敵
と
い
う
政
治
的
グ
ル
ー
プ
化
の
究
極
的
な
帰
結
が
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
極
端
な
可

能
性
か
ら
、人
間
の
生
は
特
殊
に
政
治
的
な
緊
張
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
」（Ebd.

）。シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
以
上
の
議
論
を
次
の
よ
う
に
約
言
す
る
。

「
そ
の
よ
う
な
闘
争
の
可
能
性
が
な
い
世
界
は
、友
と
敵
の
区
別
の
な
い
世
界
で
あ
り
、し
た
が
っ
て
政
治
の
な
い
世
界
で
あ
ろ
う
」（Ebd.

）。

（
二
）
政
治
的
統
一
と
し
て
の
国
家
観

　

同
論
文
で
示
さ
れ
た
「
人
民
の
政
治
的
状
態
」
な
い
し
「
政
治
的
統
一
」
と
し
て
の
国
家
概
念
は
、
上
述
し
た
政
治
観
に
基
づ
い
て
い

た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
政
治
的
統
一
」
と
は
、「
そ
れ
が
例
外
的
事
例
で
あ
ろ
う
と
、
基
準
と
な
る
事
例
に
つ
い
て
の

決
定
が
常
に
概
念
必
然
的
に
そ
れ
と
と
も
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
基
準
と
な
る
統
一
で
あ
り
「
主
権
的

（souverän

）」
で
あ
る
」（BP:11

）。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
際
に
、
彼
が
「
基
準
と
な
る
統
一
」
な
い
し
「
主
権
的
統
一
」
と
し
て
想
定
し

て
い
る
も
の
は
国
家
だ
け
で
あ
る
。
確
か
に
彼
は
、
宗
教
団
体
や
、
労
働
組
合
の
よ
う
な
経
済
的
基
礎
に
基
づ
く
協
会
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階

級
も
ま
た
、
友
と
敵
を
区
別
す
る
能
力
を
も
つ
限
り
、
実
際
に
政
治
的
統
一
と
し
て
存
在
し
う
る
（BP:10

）
こ
と
を
認
め
る
。
し
か
し
国

家
と
並
ぶ
政
治
的
統
一
と
し
て
、
他
の
諸
団
体
の
存
在
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
政
治
的
な
も
の
の
本
質
で
あ
る
友
と
敵

を
区
別
す
る
能
力
は
国
家
に
帰
属
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。「
国
家
は
統
一
で
あ
り
、し
か
も
基
準
と
な
る
統
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
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国
家
の
政
治
的
性
格
に
基
づ
く
」（BP:13

）。

　

こ
こ
で
彼
が
批
判
の
対
象
と
す
る
も
の
は
、
国
家
の
主
権
的
統
一
お
よ
び
政
治
的
統
一
を
否
定
し
、「
個
人
は
多
種
多
様
な
社
会
的
諸
関

係
の
中
で
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
」、ハ
ロ
ル
ド
・
ラ
ス
キ
の
多
元
主
義
的
国
家
論
で
あ
る
。シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
統

一
を
否
認
し
、
政
治
結
社
を
他
の
結
社
、
例
え
ば
宗
教
的
結
社
あ
る
い
は
経
済
的
結
社
と
並
立
さ
せ
る
多
元
的
理
論
は
、
政
治
的
な
も
の
の

特
殊
な
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
に
答
え
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
常
に
国
家
や
政
治
、
主
権
や
「
統
治
」
が
話
題
と
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ス
キ
の
多
数
の
著
書
の
中
の
ど
こ
に
も
、
政
治
的
な
も
の
に
つ
い
て
の
一
定
の
定
義
は
見
出
さ
れ
な
い
。
国
家
は
他
の
諸

結
社
と
競
合
す
る
一
つ
の
結
社
へ
と
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
」（Ebd.

）。
多
元
的
国
家
論
は
「
あ
ら
ゆ
る
国
家
論
に
お
け
る
中
心
概
念
、
す
な

わ
ち
政
治
的
な
も
の
を
無
視
し
て
い
る
。
実
際
に
は
、い
か
な
る
政
治
的
「
社
会
（Gesellschaft

）」
あ
る
い
は
「
結
社
（A

ssoziation

）」

も
存
在
し
な
い
。
政
治
的
統
一
、
政
治
共
同
体
（politische Gem

einschaft

）
だ
け
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
友
と
敵
と
の
グ
ル
ー
プ
化

と
い
う
実
在
す
る
可
能
性
は
、
単
な
る
社
会
的
─
結
社
的
な
も
の
を
超
え
て
、
特
殊
な
別
の
も
の
、
通
常
の
結
社
に
対
し
て
決
定
的
な
も
の

で
あ
る
こ
と
の
基
準
と
な
る
統
一
を
作
り
出
す
た
め
に
は
十
分
で
あ
る
。
統
一
を
欠
い
て
い
る
な
ら
ば
、
政
治
的
な
も
の
自
体
も
ま
た
欠
落

し
て
い
る
の
で
あ
る
」（Ebd.

）。

　

以
上
に
見
た
、
友
と
敵
の
区
別
と
い
う
政
治
的
な
も
の
の
概
念
の
本
質
、
お
よ
び
人
民
の
政
治
的
統
一
と
し
て
の
国
家
観
は
、『
憲
法
論
』

の
議
論
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。本
論
文
は
主
と
し
て
政
治
的
統
一
と
し
て
の
諸
国
家
な
い
し
人
民
間
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、

一
国
内
の
民
主
主
義
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
前
年
の
議
会
主
義
論
文
第
二
版
序
文
に
お
い
て
、
民
主
主
義
に
は
「
異
質
な

も
の
の
排
除
な
い
し
根
絶
」（LP:14

）
が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
友
と
敵
の
区
別
と
い
う
こ
こ
で

の
議
論
は
、
こ
う
し
た
民
主
主
義
論
と
並
行
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
１
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
三
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）『
政
治
神
学
』
と
議
会
主
義
論
の
間
に
、
ル
ソ
ー
に
由
来
す
る
人
民
主
権
論
に
対
す
る
評
価
の
点
で
、
独
裁
と
民
主
主
義
の
両
立
可
能
性
に
つ

い
て
の
見
解
の
点
で
断
絶
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
、
権
左
武
志
「
ワ
イ
マ
ー
ル
期
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
思
想
─
近
代
理
解
の

変
遷
を
中
心
と
し
て
」『
北
大
法
学
論
集
』、
五
十
四
巻
六
号
、
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
二
四
─
二
〇
二
七
頁

を
参
照
。

（
３
）H

. K
rupa, Carl Schm

itt „T
heorie des Politischen“, Studien und Bibliographien zur G

egenw
artsphilosophie, H

eft 22, 1937.

（
４
）H

. H
ofm

ann, Legalität gegen Legitim
ität. D

er W
eg der politischen Philosophie Carl Schm

itts, Berlin 2002 (4. A
ufl.), S.93.

（
５
）H

ofm
ann, a.a.O

., S.92.

（
６
）Ebd.

（
７
）R. M

ehring, Carl Schm
itt. A

ufstieg und Fall, M
ünchen 2009, S.159.

（
８
）M

ehring, a.a.O
., S.158.

（
９
）M

ehring, a.a.O
., S.158f.

（
10
）M

ehring, a.a.O
., S.159.

（
11
）Ebd.

（
12
）M

ehring, a.a.O
., S.160f.

（
13
）W

olfgang J. M
om

m
sen, M

ax W
eber und die deutsche Politik 1890-1920, T

übingen 1974. 

（
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
Ｊ
・
モ
ム
ゼ

ン
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
ド
イ
ツ
政
治
Ⅱ
』
未
来
社
、
一
九
九
四
年
）

（
14
）K

arl Löw
ith, “ M

ax W
eber und Carl Schm

itt“, in Frankfurter A
llgem

eine Zeitung, 27. Juni, 1964. 

（
Ｋ
．レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
、
田

中
浩
・
五
十
嵐
一
郎
訳
「
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」『
政
治
神
学
』
未
来
社
、
一
九
七
一
年
、
一
六
七
─
一
八
八
頁
。）

N
orbert Bolz, „Charism

a und Souveränität. Carl Schm
itt und W

alter Benjam
in im

 Schatten M
ax W

ebers“, (H
rsg.) Jacob 

T
aubes, D

er Fürst dieser W
elt: Carl Schm

itt und die Folgen, M
ünchen 1983, S. 249-262.　

G.L. U
lm

en, „Politsche T
heologie 

und Politische Ö
konom

ie: Ü
ber Carl Schm

itt und M
ax W

eber“, (H
rsg.) H

elm
ut Q

uaritsch, C
om

plexio O
ppositrum

 über 
Carl Schm

itt, Berlin 1988, S.341-365.

（
佐
野
誠
訳「
政
治
神
学
と
政
治
経
済
学
─
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
」『
カ
ー
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ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
遺
産
』
初
宿
正
典
、
古
賀
敬
太
編
訳
、
風
行
社
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
四
─
一
四
一
頁
） G. L. U

lm
en, Politischer 

M
ehrw

ert. eine Studie über M
ax W

eber und Carl Schm
itt, W

einheim
 1991. 

佐
野
誠
『
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
ナ
チ
ズ
ム
の
間
：
近
代
ド
イ

ツ
の
法
・
国
家
・
宗
教
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
二
〇
七
頁
以
下
。
佐
野
誠
「
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
：
学
問
論
の
相
克
」、

「
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
：
政
治
論
の
相
克
」、『
近
代
啓
蒙
批
判
と
ナ
チ
ズ
ム
の
病
理
：
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
法
・
個
人
・
ユ

ダ
ヤ
人
』
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
、
四
九
─
一
四
五
頁
。Stefan Breuer, Carl Schm

itt im
 K

ontext. Intellektuellenpolitik in der 
W

eim
arer R

epublik, Berlin 2012.

（
15
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.407.

（
16
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.411f.

（
17
）Johannes W

inckelm
ann, Legitim

ität und Legalität in M
ax W

ebers H
errschaftssoziologie, T

übingen 1952, S.59.

（
18
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
指
導
者
・
喝
采
概
念
と
民
主
政
─
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
史
的
関
係
」『
政
治
思
想
研
究
』
第

一
八
号
、
風
行
社
、
二
〇
一
八
年
、
二
三
〇
─
二
五
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）M

ehring, a.a.O
., S.158.

（
20
）H

.A
. W

inkler, D
er lange W

eg nach W
esten, Bd.1, D

eutsche G
eschichte vom

 E
nde des A

lten R
eiches bis zum

 U
ntergang 

der W
eim

arer R
epublik, M

ünchen 2000, S.435. 

（
後
藤
俊
明
、
奥
田
隆
男
、
中
谷
毅
、
野
田
昌
吾
訳
、『
自
由
と
統
一
へ
の
長
い
道
１
』

昭
和
堂
、
二
〇
〇
八
年
、
四
三
二
頁
）

（
21
）
木
村
靖
二
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
」
成
瀬
治
・
山
田
欣
吾
・
木
村
靖
二
編
『
世
界
歴
史
大
系
：
ド
イ
ツ
史
３
：
一
八
九
〇
年
～
現
在
』
山
川

出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
一
四
七
頁
。

（
22
）W

inkler, a.a.O
., S.435.

（
23
）W

inkler, a.a.O
., S.435f.

（
24
）W

inkler, a.a.O
., S.439.

（
25
）W

inkler, a.a.O
., S.441.

（
26
）W

inkler, a.a.O
., S.444f. 

ヴ
ィ
ン
ク
ラ
ー
は
、
逆
説
的
に
も
ヒ
ト
ラ
ー
一
揆
が
共
和
国
の
安
定
化
に
貢
献
し
た
と
論
じ
る
。
と
い
う
の
も
、

こ
れ
に
よ
り
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
協
力
関
係
の
あ
っ
た
州
政
府
大
統
領
カ
ー
ル
の
信
用
は
失
墜
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
権
威
主
義
的
勢
力
に
よ
る
独
裁
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計
画
が
頓
挫
し
た
か
ら
で
あ
る
（W

inkler, a.a.O
., S.445

）。

（
27
）W

inkler, a.a.O
., S.449.

（
28
）W

inkler, a.a.O
., S.442.

（
29
）W

inkler, a.a.O
., S.442f.

（
30
）W

inkler, a.a.O
., S.449.

（
31
）M

ichael Stolleis, G
eschichte des öffentlichen R

echts in D
eutschland. W

eim
arer R

epublik und N
ationalsozialism

us, 
M

ünchen 2002, S.186. 

な
お
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
報
告
者
と
し
て
選
出
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、M

artin O
tto (H

rsg.), „Er ist 
eigenartig, w

ie unsere Gedanken sich begegnen. Erw
in Jakobi und Carl Schm

itt im
 Briefw

echsel 1926 bis 1933“, in  
(H

rsg.) Carl Schm
itt-Gesellschaft, Schm

ittiana. N
eue Folge. Beiträge zu Leben und W

erk Carl Schm
itts, Band 1, Berlin 

2011, S.34ff. 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ト
リ
ー
ペ
ル
は
当
初
、
連
邦
国
家
法
を
第
二
回
大
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
考
え
て
お
り
、
Ｋ
．ペ
レ
ル
ス
（
ト
リ
ー

ペ
ル
の
弟
子
で
あ
る
国
法
学
者
・
行
政
法
学
者
）
とE. 

ヤ
コ
ー
ビ
が
報
告
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
（O

tto, a.a.O
., S. 34

）。
し
か
し
、
ペ

レ
ル
ス
が
妻
の
病
気
の
た
め
に
急
遽
出
席
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
ト
リ
ー
ペ
ル
は
大
会
の
テ
ー
マ
を
「「
危
機
の
年
」
で
あ
る
一
九
二
三
年

の
事
件
、
特
に
国
法
に
関
わ
る
、
ザ
ク
セ
ン
と
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
執
行
」
に
変
更
し
た
と
い
う
（O

tto, a.a.O
., S. 34

）。
そ

し
て
こ
の
と
き
、
す
で
に
例
外
状
態
研
究
に
つ
い
て
業
績
を
も
っ
て
い
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
報
告
者
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
必
然
的
で
あ
っ

た
と
い
う
。
な
お
、
第
一
報
告
の
テ
ー
マ
と
さ
れ
た
「
過
去
・
現
在
・
未
来
に
お
け
る
ド
イ
ツ
連
邦
制
（D

er deutsche Föderalism
us

）」

に
つ
い
て
は
Ｇ
．ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
、
Ｃ
．ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
が
報
告
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
一
九
二
三
年
に
関
す
る
政
治
的
問
題

が
論
じ
ら
れ
た
。
彼
ら
の
報
告
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ト
ラ
イ
ス
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
は
法
政
策
上
、
ラ
イ
ヒ
の
統
一

（Einheit

）
の
維
持
を
支
持
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
の
分
離
主
義
に
対
す
る
拒
絶
に
賛
同
し
、
率
直
に
、
か
つ
婉
曲
表
現
を
も
用
い
ず

に
「
政
治
的
に
」
論
じ
、
ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
も
同
様
に
「
政
治
的
に
」
議
論
し
た
（Stolleis, a.a.O

., S.188

）。

（
32
）
高
田
敏
、
初
宿
正
典
編
訳
『
ド
イ
ツ
憲
法
集
』、
信
山
社
、
二
〇
一
〇
年
（
第
六
版
）、
一
二
四
頁
。

（
33
）D
er deutsche Föderalism

us. D
ie D

iktatur des R
eichspräsidenten. R

eferate von G
erhard A

nschütz, K
arl Bilfinger, Carl 

Schm
itt und E

rw
in Jacobi. V

erhandlungen der T
agung der deutschen Staatsrechtslehrer zu Jena am

 14. und 15. A
pril 

1924, H
eft1: V

eröffentlichungen der V
ereinigung der D

eutschen Staatsrechtlehrer, Berlin und Leipzig 1924, S.63.
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（
34
）D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.64.
（
35
）D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.73.
（
36
）D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.77.

（
37
）D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.81.

（
38
）D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.82.

（
39
）D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.89.

（
40
）D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.38.

（
41
）Ebd.

（
42
）D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.104.

（
43
）Ebd.

（
44
）
報
告
者
を
除
き
、
以
下
の
十
四
人
の
法
学
者
が
討
論
に
参
加
し
た
。
シ
ュ
テ
ィ
ア
・
ゾ
ム
ロ
、
ピ
ロ
テ
ィ
、
ナ
ヴ
ィ
ア
ス
キ
ー
、
ヤ
ー
ゲ
マ
ン
、

ア
ペ
ル
ト
、
ト
ー
マ
、
ト
リ
ー
ペ
ル
、
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
、
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
、
ケ
ル
ロ
イ
タ
ー
、
ヘ
ラ
ー
、
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
カ
ー
、
イ
エ
リ
ネ
ク
、

ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー
（D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.137.

）。

（
45
）Ebd.

（
46
）Ebd.

（
47
）D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.137f.

（
48
）D

er deutsche Föderalism
us, a.a.O

., S.138.

（
49
）
権
左
、
前
掲
、
二
〇
二
七
頁
、
参
照
。

（
50
）
古
賀
敬
太
「
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ト
ー
マ
の
自
由
民
主
主
義
論
」『
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
自
由
主
義
の
悲
劇
─
岐
路
に
立
つ
国
法
学
者
た
ち
─
』
第
九
章
、

風
行
社
、
一
九
九
六
年
、
特
に
三
五
三
─
三
六
八
頁
を
参
照
。
長
野
晃
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
均
衡
理
論
：
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
分
離
と
結
合
」、『
政
治
思
想
研
究
』
第
十
五
号
、
風
行
社
、
二
〇
一
五
年
、
二
八
九
─
二
九
二
頁
を
参
照
。

（
51
）Jean-Jaques Rousseau, Œ

uvre C
om

plètes, Sous la direction de Raym
ond T

rousson et Frédéric S. Eigeldinger, V
/2, 

Genéve et Paris, 2012, p.566.

『
社
会
契
約
論
』
桑
原
武
夫
、
前
川
貞
次
郎
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
四
年
、
一
三
三
頁
。



論　　　説

北法69（2・44）250

第
五
章　

民
主
主
義
論
の
新
た
な
展
開
（
一
九
二
七
年
）

　

本
章
で
は
、『
憲
法
論
』
公
刊
の
前
年
に
発
表
さ
れ
た
『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』（
一
九
二
七
年
）
を
分
析
し
、民
主
主
義
を
め
ぐ
る
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
構
想
の
更
な
る
展
開
と
そ
の
起
源
を
解
明
す
る
。
第
一
に
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
民
主
主
義
の
根
幹
を「
人
民
と
政
務
官
の
対
立
関
係
」

に
見
出
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
認
識
を
、
古
代
ロ
ー
マ
史
を
専
門
と
す
る
歴
史
家
テ
オ
ド
ア
・
モ
ム
ゼ
ン
の
著
書
『
ロ
ー
マ
国

法
』
か
ら
得
た
こ
と
を
示
す
。
第
二
に
、
民
主
主
義
の
認
識
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
モ
ム
ゼ
ン
か
ら
の
継
承
と
並
行
し
て
、
同
時
代
の

（
52
）Ibid. 

邦
訳
、
同
頁
。

（
53
）Rousseau, Ibid., p.565.

『
社
会
契
約
論
』、
一
三
二
頁
。

（
54
）『
一
つ
の
神
、
そ
の
碑
銘
研
究
的
・
形
態
史
的
・
宗
教
史
的
研
究 

（H
eis T

heos : epigraphische, form
geschichtliche und 

religionsgeschichtliche U
ntersuchungen

）』
は
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
一
九
二
〇
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
提
出
し
た
教
授
資
格
申
請

論
文
で
あ
り
、
一
九
二
六
年
に
『
旧
約
聖
書
お
よ
び
新
約
聖
書
に
お
け
る
宗
教
と
文
学
に
つ
い
て
の
研
究
』
双
書
の
一
册
と
し
て
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

ゲ
ン
の
出
版
社V

andenhoeck &
 Reprecht

か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（V

gl. Barbara N
ichtw

eiß, „ „A
K

K
LA

M
A

T
IO

N
“: 

Zur Entstehung und Bedeutung von „H
eis T

heos“ “, (H
rsg.) Christoph M

arkschies, Erik Peterson A
usgew

ählte Schriften ; 
Bd. 8. H

eis T
heos : epigraphische, form

geschichtliche und religionsgeschichtliche U
ntersuchungen zur antiken "E

in-G
ott"-

A
kklam

atio, W
ürzberg 2012, S.613f.

）

（
55
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
を
評
価
し
た
。「
根
本
的
な
、
学
問
的
意
義
の
点
で
そ
の
［
神
学
と
い
う
］
特
殊

専
門
の
範
囲
を
遥
か
に
超
え
て
い
る
エ
ー
リ
ク
・
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
［
脚
注
で“H

eis T
heos“

を
示
す
］
は
、
キ
リ
ス
ト
教
一
世
紀
に
つ

い
て
、
喝
采
（A

cclam
atio

）
と
そ
の
諸
形
式
を
記
述
し
た
」（Carl Schm

itt, V
olksentscheid und V

olksbegehren. E
in Beitrag zur 

A
uslesung der W

eim
arer V

erfassung und zur Lehre von unm
ittelbaren D

em
okratie, Berlin 2014 (1. A

ufl. 1927), S. 52.

）。
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
（
の
ち
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
）
エ
ー
リ
ク
・
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
か
ら
学
び
、
民
主
主
義
の
根
本
的
現
象
と

し
て
「
喝
采
」
概
念
を
重
視
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
に
、
同
書
中
で
は
「
指
導
者
（Führer

）」
と
い
う
表
現
が
用

い
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
モ
ム
ゼ
ン
お
よ
び
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
の
受
容
を
経
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
指
導
者
と
人
民
を
中
心
と
し
た
民
主

主
義
論
を
構
想
す
る
過
程
を
再
構
成
す
る
。
す
な
わ
ち
民
主
主
義
的
同
質
性
に
基
づ
い
て
、「
人
民
に
よ
る
指
導
者
へ
の
喝
采
」
を
民
主
主

義
の
本
質
と
見
做
す
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
本
章
の
目
的
で
あ
る
。

『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
成
立
の
背
景

　

本
書
が
公
刊
さ
れ
る
前
年
の
一
九
二
六
年
、
旧
王
侯
財
産
収
用
と
抵
当
権
の
増
額
評
価
を
要
請
す
る
運
動
が
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
当
該
問

題
に
つ
い
て
の
国
民
請
願
の
可
否
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
第
七
三
条
四
項
の
解
釈
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
が
発
生
し
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト

は
、
こ
の
条
項
に
つ
い
て
自
身
の
解
釈
を
展
開
す
る
た
め
に
、
一
九
二
六
年
十
二
月
十
一
日
に
ベ
ル
リ
ン
の
国
法
学
者
協
会
大
会
で
講
演
を

行
っ
た
（V

V
: V

orbem
erkun （

１
）

g

）。
こ
の
講
演
内
容
に
加
え
て
、
直
接
民
主
主
義
の
問
題
を
対
象
と
し
た
論
文
を
第
三
章
と
し
て
新
た
に

書
き
下
ろ
し
、
一
書
に
纏
め
て
公
刊
し
た
も
の
が
『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
で
あ
る
（Eb

（
２
）

d.

）。

　

本
書
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
予
算
や
財
政
に
関
す
る
「
金
銭
法
律
（Geldgesetz

）」
は
国
民
請
願
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
結
論

付
け
る
。
た
だ
し
彼
に
と
り
、
第
七
十
三
条
四
項
の
解
釈
を
端
緒
と
し
て
発
生
し
た
こ
の
問
題
は
、
単
に
金
銭
法
律
を
め
ぐ
る
人
民
請
願
や

人
民
立
法
の
可
否
を
争
う
に
終
始
す
る
も
の
で
は
な
く
、
根
本
的
に
は
民
主
主
義
一
般
の
問
題
で
あ
っ
た
。「
金
銭
法
律
が
い
か
に
直
接
人

民
立
法
の
手
続
き
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
は
、根
本
に
お
い
て
は
直
接
民
主
主
義
一
般
の
限
界
に
つ
い
て
の
問
題
と
関
わ
る
」

（V
V

:48

）。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
直
接
民
主
主
義
一
般
の
限
界
に
つ
い
て
の
問
題
」
は
大
抵
の
場
合
、「
政
治
的
目
的
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
利
害
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関
心
や
不
信
の
念
」
に
基
づ
く
非
学
問
的
な
論
及
の
対
象
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
十
分
に
論
議
が
尽
く
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し

て
「
普
及
し
て
い
る
表
層
的
解
釈
に
よ
る
と
、「
人
民
」
に
全
て
の
可
能
な
こ
と
を
委
ね
る
の
が
単
純
に
「
民
主
主
義
的
」
で
あ
り
、「
人
民
」

に
は
そ
も
そ
も
何
が
可
能
な
の
か
と
問
う
こ
と
す
ら
、「
非
民
主
主
義
的
」
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
」。
し
か
し
「
私
〔
シ
ュ
ミ
ッ
ト
─
─
引

用
者
〕
は
、
途
方
も
な
く
重
大
で
決
定
的
な
瞬
間
に
お
い
て
恐
れ
を
知
ら
な
い
人
民
な
ら
ば
、〔
全
て
を
成
し
え
、
全
て
を
委
ね
る
こ
と
が

─
─
引
用
者
〕
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
法
律
的
に
規
制
さ
れ
る
べ
き
日
常
生
活
に
お
い
て
、
こ
の
問
い
を
絶
対
的
に
肯
定
す
る
こ

と
は
馬
鹿
げ
て
い
る
だ
ろ
う
。
以
下
に
み
る
通
り
、「
人
民
」
と
い
う
主
体
の
特
性
や
、事
柄
の
本
質
、ま
た
人
民
の
意
志
を
確
定
す
る
方
法
、

民
主
主
義
の
理
念
的
か
つ
道
徳
的
諸
原
理
か
ら
、
様
々
な
限
界
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
」（Ebd.

）。
そ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
民
主
主
義
の

限
界
を
次
の
よ
う
に
画
定
す
る
。

第
一
節　

民
主
主
義
に
お
け
る
人
民
と
政
務
官
の
対
立

（
一
）
民
主
主
義
と
人
民
概
念

　

直
接
民
主
主
義
を
考
察
す
る
際
に
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
第
一
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
捉
え
た
対
象
は
、人
民
（V

olk

）
概
念
で
あ
っ

た
。「「
人
民
」
と
「
民
主
主
義
」
と
い
う
根
本
的
問
題
」
は
従
来
、
社
会
学
的
考
察
の
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
政
治
理
論
お
よ
び
一
般

国
家
学
の
観
点
か
ら
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
（V

V
: V

orbem
erkung

）。

　

と
り
わ
け
、
民
主
主
義
の
限
界
を
論
じ
る
た
め
に
は
、「「
人
民
」
と
い
う
語
の
多
義
性
に
自
覚
的
で
あ
る
必
要
が
あ
る
」（V

V
:49

）。
と

い
う
の
も
、「
人
民
と
い
う
一
つ
の
名
辞
に
よ
っ
て
、
法
的
に
も
政
治
的
に
も
社
会
学
的
に
も
多
様
で
あ
る
「
一
連
の
力
（Größe

）
と
主

体
」
が
表
現
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
」（Ebd.

）。
例
え
ば
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
憲
法
前
文
に
は
「
人
民
は
自
ら
に
こ
の
憲
法
を
与
え
た
」
と
の
文
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言
が
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
こ
の
人
民
と
は
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
、
制
定
権
力
（pouvoir constituant

）
の
主
体
」
を
意
味
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
場
合
、人
民
と
は
「
憲
法
に
基
づ
く
国
家
的
「
機
関
（O

rgan

）」」
で
は
な
い
し
、ま
た
「
制
定
さ
れ
た
権
力
（pouvoir 

constituè
）」、「
合
憲
的
に
予
定
さ
れ
た
形
式
に
お
い
て
特
定
の
権
限
を
行
使
す
る
人
民
」
で
は
な
い
。「
換
言
す
れ
ば
、
ラ
イ
ヒ
議
会
あ
る

い
は
ラ
イ
ヒ
大
統
領
を
選
出
し
、
あ
る
い
は
「
人
民
」
投
票
に
お
い
て
積
極
的
に
行
動
す
る
人
民
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
」。

し
た
が
っ
て
通
常
、「「
人
民
」
と
は
選
挙
あ
る
い
は
投
票
に
参
与
す
る
者
」
を
意
味
し
、「
人
民
の
う
ち
の
多
数
派
が
大
抵
の
場
合
決
定
す
る
」

（Ebd.

）。

　

人
民
投
票
に
お
い
て
は
、
有
権
者
の
過
半
数
が
投
票
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
第
七
五
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
投
票
に
参

加
し
な
い
有
権
者
も
ま
た
人
民
を
構
成
す
る
と
い
う
矛
盾
を
孕
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
輪
を
か
け
て
本
来
の
人
民
概
念
に
背
反
す
る
も
の
が
、

人
民
請
願
に
お
け
る
人
民
概
念
で
あ
る
。「
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
ら
の
請
願
を
人
民
請
願
と
見
做
す
少
数
派
は
、
明
ら
か
に
、
民
主
主
義
に
お

い
て
通
常
人
民
と
同
一
化
さ
れ
る
多
数
派
と
は
全
く
異
な
る
意
味
に
お
い
て
人
民
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」（V

V
:50

）。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
人
民
概
念
の
多
義
性
を
指
摘
し
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
憲
法
制
定
権
力
の
担
い
手
と
し
て
の
人
民

で
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
う
し
た
人
民
概
念
の
理
解
は
周
知
の
通
り
、
シ
ー
エ
ス
の
制
定
権
力
論
に
由
来
す
る
が
、
こ
の
点
は
『
人
民
投
票
と

人
民
請
願
』
に
お
い
て
は
そ
れ
以
上
論
究
さ
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
検
討
は
『
憲
法
論
』
を
対
象
と
す
る
次
章
で
行
う
こ

と
と
す
る
。

『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
に
お
け
る
人
民
概
念

　

で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
人
民
概
念
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
同
書
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
人
民
の
理
解
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
第
一
に
、
人
民
は
決
し
て
形
式
化
さ
れ
え
な
い
力
（Größe

）
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
表
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現
さ
れ
る
。「
自
ら
の
請
願
を
人
民
請
願
と
称
す
る
、
有
権
者
の
十
分
の
一
は
、
彼
ら
が
固
定
さ
れ
た
力
と
し
て
、
法
律
草
案
の
持
続
し
た

呈
示
の
た
め
に
組
織
化
さ
れ
る
な
ら
ば
、直
ち
に
人
民
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
だ
ろ
う
」（V

V
:50

）。
第
二
に
、人
民
は
政
務
官（M

agistrat

）

の
対
立
物
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
点
は
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
を
理
解
す
る

上
で
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
二
点
目
の
人
民
概
念
の
理
解
は
、
従
来
、
殆
ど
注
目
さ
れ
て
い
な（

３
）い

。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
本
書
中
で
何
度
も
用
い
る
ラ
テ
ン
語m

agistratus

、
そ
し
て
こ
れ
を
語
源
と
す
る
ド
イ
ツ
語M

agistratur

お
よ
び

M
agistrat

と
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
が
言
及
す
る
通
り
「
ロ
ー
マ
国
法
に
お
け
る
表
現
」（V

V
:59

）
で
あ
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゲ
オ
ル

ゲ
ス
の
『
ラ
テ
ン
─
ド
イ
ツ
語
詳
解
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
語m

agistratus

と
は
、m

agist （
４
）

er

（
上
役V

orgesetzter

、
統
轄
者

V
orsteher

、指
導
者Leiter,A

nfühler
、長D

irektor

、監
督
者A

ufseher

）の
官
職
、お
よ
び
そ
の
威
厳
を
表
す
。
具
体
的
に
は
、古
代
ロ
ー

マ
に
お
け
る
官
憲
的
（obrigkeitlich
）
官
職
、
ま
た
官
憲
的
官
職
の
行
政
を
司
る
者
、M

agistrat

の
地
位
に
あ
る
人
物
、
官
憲
的
人
物
、

国
家
官
吏
を
意
味
し（

５
）た

。

　
『D

uden

ド
イ
ツ
語
語
源
学
辞
典
』
に
は
、M

agistrat

は
「
官
憲
的
官
職
、
上
級
官
吏
、
官
庁
、
官
憲
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語

m
agistratus

か
ら
一
五
世
紀
に
学
術
的
に
借
用
さ
れ
た
語
」
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い（

６
）る

。
そ
し
て
、
敢
え
て
ド
イ
ツ
語
を
当
て
る
場

合
に
は
、「
官
憲
（O

brigkeit

）」
と
い
う
語
が
採
用
さ
れ
て
い（

７
）る

。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
自
身
も
、
注
釈
の
中
で
グ
リ
ム
編
纂
の
ド
イ
ツ
語
辞
書

を
参
照
指
示
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
グ
リ
ム
辞
書
に
お
け
る
Ｒ
．マ
イ
ス
ナ
ー
に
よ
る
傑
出
し
た
「
人
民
」
に
つ
い
て
の
項
目
に
お
い

て
も
、〔
モ
ム
ゼ
ン
に
よ
る
古
代
ロ
ー
マ
国
法
に
つ
い
て
の
論
述
に
お
け
る
も
の
と
─
─
引
用
者
〕
同
一
の
規
定
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
に

せ
よ
、
人
民
は
官
庁
に
合
致
し
て
組
織
さ
れ
た
「
形
式
化
さ
れ
た
」
力
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
官
憲
（O

brigkeit

）」
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
、ま
た
、そ
れ
ゆ
え
に
同
様
に
、統
治
す
る
者
は
人
民
に
は
属
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
し
突
き
止
め
ら
れ
て
い
る
」

（V
V

:51. A
nm

. 40

）。
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人
民
は
「
官
庁
に
合
致
し
て
組
織
さ
れ
た
「
形
式
化
さ
れ
た
」
力
で
は
な
く
、「
官
憲 O

brigkeit

」
で
は
な
い
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
はM

agistrat

を
「
官
憲
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、次
に
見
る
通
り
、シ
ュ

ミ
ッ
ト
が
直
接
民
主
主
義
に
お
け
る
人
民
とM

agistrat

の
関
係
に
つ
い
て
知
見
を
得
る
源
泉
と
な
っ
た
、
テ
オ
ド
ア
・
モ
ム
ゼ
ン
の
ロ
ー

マ
国
法
史
研
究
に
お
い
て
は
、M

agistrat

は
「
官
吏
（Beam

te

）」
と
訳
出
さ
れ
て
い（

８
）る

。

　

従
来
の
研
究
で
は
、m

agistratus

は
「
コ
ン
ス
ル
（
統
領
、
執
政
官
）」
と
訳
出
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
が
、
統
領
な
い
し
執

政
官
と
は
、
法
務
官
や
管
理
官
、
財
務
官
、
護
民
官
、
査
定
官
、
独
裁
官
と
い
っ
た
、
他
の
官
職
と
並
ぶm

agistratus

の
う
ち
の
官
職
の

一
つ
で
あ（

９
）る

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、magistratus

が
上
述
し
た
通
り
、「
官
憲
」「
官
庁
」
と
い
う
含
意
を
も
つ
こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
政
務
官
」

の
訳
語
を
用
い

（
（1
（

る
。
な
お
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
はM

agistrat

とM
agistratur

と
を
区
別
せ
ず
に
用
い
て
い
る
が
、
モ
ム
ゼ
ン
はM

agistrat

を
統
治
の
権
限
を
も
つ
人
格
と
し
て
、そ
し
てM

agistratur

を
そ
の
官
職
と
し
て
定
義
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、Magistrat

を
「
政
務
官
」、

M
agistratur

を
「
政
務
官
職
」
と
訳
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
二
）
古
代
ロ
ー
マ
の
直
接
民
主
主
義
に
お
け
る
人
民
と
政
務
官
の
対
立

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
直
接
民
主
主
義
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る
も
の
は
、
人
民
と
政
務
官
の
対
立
関
係
で
あ
る
。
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ

ト
は
こ
う
し
た
認
識
を
ど
の
よ
う
に
し
て
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
本
書
の
中
で
、
こ
う
し
た
知
見
の
典
拠
と
し
て
、
著
名
な
歴
史
学
者
で

あ
る
テ
オ
ド
ー
ア
・
モ
ム
ゼ
ン
の
著
書
『
ロ
ー
マ
国
法
』（
特
に
、第
一
巻
（
初
版
一
八
七
一
年
）
と
第
三
巻
第
一
部
（
一
八
八
六
年
））、『
ロ
ー

マ
国
法
綱
要
』（
一
八
九
三
年
）
を
指
示
し
て
い
る
（V

V
:51. A

nm
. 40

）。

　
『
ロ
ー
マ
国
法
』
第
一
巻
第
一
部
で
は
、「
政
務
官
職
（M

agistratur

）」
と
い
う
題
目
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ロ
ー
マ
国
法
に
お
け
る
政

務
官
（M

agistratus, Beam
te

）
の
概
念
、
お
よ
び
そ
の
職
権
（im

perium
, potestas

）
の
内
容
が
詳
述
さ
れ
、
さ
ら
に
官
吏
の
権
力
の
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衝
突
論
や
合
議
体
の
概
念
が
究
明
さ
れ

（
（1
（

る
。
以
下
で
は
、
モ
ム
ゼ
ン
の
古
代
ロ
ー
マ
史
研
究
に
お
い
て
描
出
さ
れ
た
、
人
民
と
政
務
官
と
の

関
係
を
確
認
す
る
。

人
民
と
政
務
官
の
関
係
（
一
）：
政
務
官
の
基
準
と
し
て
の
人
民
選
挙

　

モ
ム
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
政
務
官
職
と
は
「
市
民
や
団
体
の
同
権
の
同
胞
か
ら
成
る
議
院
に
お
い
て
、
よ
り
高
い
地
位
に
就
き
、
権
力
を
掌

握
し
た
者
」を
意
味
す
る
具
体
的
な
、個
々
のm

agister

に
対
す
る
抽
象
概
念
で
あ

（
（1
（

る
。magister

と
い
う
語
は
の
ち
に
抽
象
化
が
施
さ
れ
、

「
顕
職
（honor

）」
へ
と
意
味
が
転
換
す
る
が
、
こ
の
「「
顕
職
」
に
お
い
て
も
、
政
務
官
職
に
お
い
て
も
、
人
民
選
挙
（V

olksw
ahl

）
と

い
う
契
機
が
特
殊
な
基
準
で
あ

（
（1
（

る
」。

　

モ
ム
ゼ
ン
は
、
政
務
官
が
人
民
選
挙
を
通
じ
て
選
出
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
す
で
に
こ
れ
ら
の
語
義
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

と
い
う
の
も
、
本
来m

agister

と
い
う
語
が
含
意
す
る
「
権
力
者
（M

ächtigere

）」
と
は
命
令
権
者
を
指
す
の
で
は
な
く
、「
同
等
の
権

利
を
持
つ
同
胞
の
間
で
、
す
な
わ
ち
自
由
な
選
挙
を
通
じ
て
権
力
の
座
に
就
い
た
者
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
「
顕
職
」
と
い
う
語

の
根
底
に
も
同
様
の
観
点
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ

（
（1
（

る
。
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
、
そ
の
言
語
慣
用
に
お
い
て
も
証
明
さ
れ
る
。
第
一
に
、
政
務

官
職
お
よ
び
顕
職
と
い
う
表
現
は
、
政
治
的
あ
る
い
は
擬
似
政
治
的
共
同
体
の
統
括
者
に
つ
い
て
は
用
い
ら
れ
た
が
、
共
同
体
同
胞
に
よ
る

選
挙
制
度
を
も
た
な
い
政
体
の
長
、
す
な
わ
ち
「
王
権
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
国
家
の
統
括
者
」
で
あ
る
王
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
第

二
に
、
政
務
官
職
は
、
人
民
投
票
を
原
理
的
に
排
除
す
る
聖
職
者
団
体
や
、
統
治
機
構
に
よ
る
命
令
や
輪
番
制
を
通
じ
て
市
民
が
召
集
さ
れ

る
こ
と
で
構
成
さ
れ
る
公
的
地
位
、
例
え
ば
士
官
や
兵
士
、
陪
審
員
等
か
ら
は
一
線
を
画
す
る
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
政
務

官
職
お
よ
び
顕
職
は
、「
公
的
役
割
の
質
的
に
規
定
さ
れ
う
る
範
疇
」
を
意
味
す
る
役
職
で
は
な
く
、
時
代
を
通
じ
て
一
貫
し
て
同
一
の
意

味
を
も
つ
わ
け
で
は
な
か
っ

（
（1
（

た
。
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モ
ム
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
政
務
官
職
と
い
う
概
念
は
、
王
政
期
ロ
ー
マ
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
概
念
で
あ
り
、
ま
た
共
和
政
ロ
ー
マ
に
お
い

て
は
当
初
、政
務
官
職
は
上
級
官
吏（O

berbeam
te

）だ
け
を
指
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、人
民
に
よ
る
選
挙
を
通
じ
て
選
出
さ
れ
た
の
は
、

長
ら
く
、
上
級
官
吏
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
、
語
義
の
上
で
は
政
務
官
と
政
務
官
職
と
は
、
上
級
官
吏
に
の
み
適
用
さ
れ
う
る
概

念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
帝
政
期
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
す
で
に
三
〇
五
年
頃
に
は
、
人
民
投
票
は
財
務
官
職
に
ま
で
拡
張
さ
れ
、
そ
れ
と
と

も
に
政
務
官
集
団
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
政
務
官
職
と
い
う
語
の
適
用
対
象
は
拡
大
さ
れ
、
一
部
の
低
級
の
官
職
を
含
む
そ
の
他
多
数

の
官
職
が
「
共
同
体
に
よ
り
委
託
さ
れ
た
官
職
」
へ
と
包
摂
さ
れ
、
政
務
官
職
へ
と
編
入
さ
れ

（
（1
（

た
。

市
民
と
政
務
官
の
関
係
（
二
）：
市
民
の
共
同
体
が
主
権
者
で
あ
る

　

で
は
、
ロ
ー
マ
市
民
と
政
務
官
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
モ
ム
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、
古
代
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
国
家
に

関
す
る
事
柄
は
全
て
「
公
共
の
も
の
（publicum

）」
で
あ
り
、
王
な
い
し
政
務
官
は
「
国
家
的
行
為
の
担
い
手
」
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
見

做
さ
れ
た
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
国
法
に
と
り
、国
家
と
は
王（rex

）で
は
な
く
、人
民（populus

）を
意
味

（
（1
（

し
、人
民
は「
主
権
的
市
民（soveräne 

Bürgerschaft

）」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
「
こ
う
し
た
根
本
的
見
解
は
、
王
政
（K

önigstum

）、
共
和
政
（Republik

）、
元
首
政
（Principat

）
と
い
う
偉
大
な
三
段
階
の
政
治

的
展
開
を
通
じ
て
、
一
貫
し
て
確
認
さ
れ
る
。
理
想
的
な
共
同
体
主
権
（Gem

eindesouveränität

）
は
ロ
ー
マ
国
家
制
度
に
と
り
生
得
的

な
も
の
で
あ
り
、
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
な
の
で
あ

（
（1
（

る
」。
王
政
、
共
和
政
、
元
首
政
と
い
う
政
体
の
間
の
本
質
的
相
違
は
、
市
民
と

政
務
官
の
関
係
、市
民
と
共
同
体
代
理
人
と
の
関
係
に
あ
る
。
王
政
期
に
は
、共
同
体
の
主
権
的
意
志
は
「
王
と
人
民
と
の
一
致
し
た
意
志
」

と
し
て
表
現
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
王
は
統
治
能
力
を
欠
く
市
民
に
対
し
て
同
等
の
権
利
を
有
す
る
と
さ
れ
、
そ
の
地
位
は
自
己
自
身
に
基

づ
く
と
考
え
ら
れ

（
（1
（

た
。
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共
和
政
に
お
い
て
も
、「
共
同
体
の
意
志
」
は
「
政
務
官
と
市
民
の
共
同
行
為
（Zusam

m
enhandeln

）」
と
い
う
形
式
で
表
現
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
共
和
政
に
お
け
る
政
務
官
は
そ
の
職
権
を
共
同
体
か
ら
受
け
取
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
が
王
権
と
の
相
違
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
政
務
官
職
の
概
念
は
「
す
べ
て
の
政
務
官
は
、
ま
た
唯
一
政
務
官
は
、
市
民
か
ら
直
接
的
に
委
任
（M

andat

）
を
受
け
取
る
者

で
あ
る
」
と
い
う
観
念
の
下
に
形
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
政
務
官
職
は
市
民
に
よ
る
「
委
任
」
に
そ
の
基
礎
を
も
つ
こ
と
か
ら
、「
市
民
と
政

務
官
の
間
の
対
等
な
関
係
は
、
主
人
（H

err

）
と
従
者
（D

ienerschaft

）
の
関
係
へ
と
変
化
す

（
（2
（

る
」
こ
と
が
帰
結
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

共
同
体
の
主
権
が
上
昇
す
る
こ
と
で
、
共
同
体
が
意
志
行
為
を
行
う
際
に
、
政
務
官
職
の
「
共
同
行
為
」
が
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
政
務
官
の
権
限
に
制
限
を
設
け
る
結
果
と
な
っ

（
（2
（

た
。

　

そ
の
後
、
ロ
ー
マ
が
共
和
政
か
ら
元
首
政
に
転
換
し
た
と
き
に
、
政
務
官
と
市
民
の
関
係
も
ま
た
変
化
す
る
。
上
述
し
た
通
り
、
王
政
に

お
い
て
は
王
と
市
民
は
同
等
の
地
位
に
あ
り
、
共
和
政
に
お
い
て
は
政
務
官
と
市
民
は
本
来
同
権
を
も
つ
と
さ
れ
た
が
、
後
に
市
民
の
優
位

が
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
元
首
政
に
移
行
し
た
後
に
は
、
反
対
に
、
政
務
官
の
優
位
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
上
級
官
吏
と
し

て
の
政
務
官
の
意
志
こ
そ
が
「
共
同
体
の
意
志
の
正
し
い
表
現
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
。

市
民
と
政
務
官
の
関
係
（
三
）：
市
民
は
行
為
無
能
力
で
あ
り
、
政
務
官
の
存
在
を
前
提
と
す
る

　

モ
ム
ゼ
ン
に
よ
れ
ば
、ロ
ー
マ
の
国
家
概
念
の
基
礎
は
、通
常
一
人
格
に
属
す
る「
自
然
的
行
為
能
力
」を「
市
民
全
体
」へ
、す
な
わ
ち「
人

民
」
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ロ
ー
マ
国
家
は
、「
市
民
全
体
へ
、
す
な
わ
ち
人
民
へ
の
こ
の
行
為
能
力
の
理
想
的
な
移
行
」

に
基
づ
い
て
い
た
、
と
説
明
す
る
。
市
民
一
人
一
人
は
一
人
格
と
し
て
、
当
然
、「
自
然
的
行
為
能
力
」
を
有
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
市

民
全
体
」
す
な
わ
ち
人
民
は
、
本
来
、
こ
の
「
自
然
的
行
為
能
力
」
を
も
た
な

（
（2
（

い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
行
為
能
力
や
、
意
志
し
、
そ
の
意
志

を
表
明
し
、
ま
た
意
志
す
る
者
に
立
て
ら
れ
た
力
の
限
界
の
範
囲
内
で
意
志
を
実
現
す
る
能
力
は
、
当
然
、
物
理
的
な
人
格
に
固
着
す
る
も
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の
で
あ
る
」
か
ら
で
あ

（
（2
（

る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
本
来
「
自
然
的
行
為
能
力
」
を
も
た
な
い
市
民
全
体
す
な
わ
ち
人
民
に
こ
の
能
力
を
移
行
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
モ
ム
ゼ
ン
は
、個
々
の
市
民
の
意
志
を
「
全
体
の
意
志
（Gesam

m
tw

ille

）」
の
下
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
の
だ
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、「
全
体
の
意
志
」
の
下
に
、
人
民
を
構
成
す
る
物
理
的
人
格
と
し
て
の
個
々
人
の
意

志
を
従
属
さ
せ
、「
全
体
の
意
志
」
に
対
す
る
個
人
の
自
立
性
を
廃
棄
す
る
こ
と
で
、
市
民
全
体
す
な
わ
ち
人
民
が
行
為
能
力
を
も
つ
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。
モ
ム
ゼ
ン
に
よ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
ロ
ー
マ
国
制
に
と
っ
て
の
国
家
的
共
同
体
の
基
準
で
あ
り
、
元
老
院
等
の
他

の
団
体
か
ら
国
家
を
区
別
す
る
基
準
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
モ
ム
ゼ
ン
は
次
の
よ
う
に
論
述
を
進
め
る
。
こ
の
「
全
体
の
意
志
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
国
法
上
の
擬
制
（Fiktion

）
で

あ
る
」。
そ
れ
ゆ
え
に
「
実
際
に
、
私
法
に
お
い
て
行
為
能
力
を
も
た
な
い
被
後
見
人
に
と
っ
て
代
理
人
が
必
要
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
代

理
（V

ertretung

）
が
要
請
さ
れ

（
（2
（

る
」。
こ
う
し
て
、「
全
体
の
意
志
」
を
代
理
す
る
者
、
す
な
わ
ち
政
務
官
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、共
同
体
に
お
い
て「
法
律
的
形
式
に
お
い
て
集
合
し
た
市
民
」は「
民
会（com

ita, Zusam
m

entretung

）」と
呼
称
さ
れ
、

政
務
官
と
と
も
に
国
家
行
為
に
携
わ
っ
た
が
、
民
会
が
行
為
す
る
た
め
に
は
必
然
的
に
政
務
官
の
存
在
が
要
請
さ
れ
た
。「
法
的
規
定
を
通

じ
て
、
あ
る
い
は
ロ
ー
マ
の
法
学
的
術
語
に
し
た
が
っ
て
、
ま
た
は
擬
制
を
通
じ
て
、
一
方
で
は
政
務
官
に
よ
っ
て
そ
の
権
限
の
範
囲
内
に

お
い
て
行
わ
れ
た
事
柄
が
、
他
方
、
政
務
官
の
権
限
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
特
定
の
形
式
で
政
務
官
と
市
民
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
取

り
決
め
が
、
国
家
の
行
為
と
見
做
さ
れ

（
（2
（

た
」。

市
民
と
政
務
官
の
関
係
（
四
）：
政
務
官
が
問
い
を
提
起
し
、
市
民
は
回
答
す
る

　

そ
の
上
で
モ
ム
ゼ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。「
全
体
の
意
志
」
を
代
理
す
る
政
務
官
の
存
在
な
し
に
は
、
市
民
全
体
す
な
わ
ち
人
民
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は
行
為
能
力
を
も
た
な
い
た
め
、
民
会
す
な
わ
ち
「
市
民
の
集
会
（Bürgerversam

m
lung

）
の
意
志
能
力
と
行
為
能
力
」
は
政
務
官
に

依
存
し
て
い

（
（2
（

た
。「
ロ
ー
マ
人
の
解
釈
に
よ
る
と
、共
同
体
の
決
定
は
一
面
的
な
行
為
と
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
。
政
務
官
職
は
た
だ
一
人
、

共
同
体
を
代
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
民
は
政
務
官
と
の
協
働
に
お
い
て
の
み
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

あ
る
い
は
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
も
表
現
さ
れ
う
る
が
、

国
家
は
政
務
官
を
通
じ
て
の
み
意
志
し
行
為
し
う
る
。
政
務
官
は
た
だ
一
人
、
権
限
を
も
つ
か
、
あ
る
い
は
共
同
体
の
協
働
の
下
で
権
限
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
つ
の
で
あ
る
」

0

0

0

0

0

00

〔
傍
点
強
調
は
引
用
者
に
よ
る
〕。
そ
れ
ゆ
え
に
「
共
同
体
の
決
定
は
、
政
務
官
職
を
前
提
と
す
る
」。

　

さ
ら
に
モ
ム
ゼ
ン
は
、
市
民
全
体
の
決
定
は
、
具
体
的
に
は
、
政
務
官
の
提
起
す
る
問
い
に
依
存
し
た
と
述
べ

（
（2
（

る
。「
あ
ら
ゆ
る
共
同
体

の
決
定
は
、
ま
た
同
様
に
、
あ
ら
ゆ
る
法
的
に
有
効
な
契
約
は
、
政
務
官
が
集
合
し
た
市
民
に
対
し
て
提
起
し
た
問
い
と
、
市
民
の
回
答
か

ら
構
成
さ
れ

（
（2
（

る
」。

　

そ
の
後
、
手
続
き
と
選
挙
に
際
し
て
の
市
民
と
「
政
務
官
の
協
働
」
と
い
う
側
面
は
、「
政
務
官
の
統
率
」
へ
と
変
化
し
て
い
く
が
、
政

務
官
の
行
動
は
な
お
そ
の
本
来
の
性
格
を
失
わ
な
か
っ
た
。「
つ
ま
り
市
民
全
体
に
も
個
々
の
市
民
に
も
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
全
く
欠
如
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
い
る
の
で
あ
る
。
市
民
に
は
回
答
す
る
こ
と
の
み
が
可
能
で
あ
る
。
市
民
の
側
か
ら
政
務
官
に
対
し
て
、
政
務
官
が
あ
る
問
題
を
了
承
す

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
か
否
か
と
い
う
問
い
を
提
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」〔
傍
点
強
調
は
引
用
者
に
よ
る
〕。

　

こ
う
し
た
手
続
き
に
お
い
て
は
、
市
民
は
事
実
上
、「
単
純
な
是
か
非
か
（Ja oder N

ein

）」
を
回
答
す
る
か
、
あ
る
い
は
特
定
の
人
物

を
指
名
す
る
以
上
の
こ
と
を
な
し
え
な
い
。
是
か
非
か
を
問
う
質
問
の
形
式
で
は
な
く
、「
市
民
が
何
（w

as

）
を
望
む
か
を
問
う
こ
と
は

法
的
に
は
許
容
さ
れ
る
が
、
た
だ
し
例
外
的
な
場
合
に
お
い
て
の
み
実
現
可
能
で
あ

（
（2
（

る
」。

（
三
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
に
対
す
る
モ
ム
ゼ
ン
『
古
代
ロ
ー
マ
国
法
』
の
影
響

　

モ
ム
ゼ
ン
の
古
代
ロ
ー
マ
国
法
研
究
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
与
え
た
影
響
は
、『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
に
お
い
て
、
次
の
四
点
に
見
出
さ
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れ
る
。
第
一
に
、
政
務
官
な
い
し
は
政
務
官
職
に
と
っ
て
は
人
民
投
票
が
本
質
的
基
準
で
あ
り
、
政
務
官
は
そ
の
職
権
を
市
民
全
体
す
な
わ

ち
人
民
か
ら
受
け
取
る
。
第
二
に
、
共
和
政
に
お
い
て
は
市
民
と
政
務
官
は
協
働
し
て
行
為
す
る
。
た
だ
し
市
民
お
よ
び
そ
の
共
同
体
が
主

権
者
で
あ
り
、
政
務
官
は
市
民
に
よ
り
統
治
を
委
任
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
市
民
に
対
し
て
従
属
的
地
位
に
あ
る
。
第
三
に
、
全
体
と
し
て
の

市
民
は
行
為
能
力
も
意
志
能
力
も
も
た
な
い
た
め
、
共
同
の
決
定
は
政
務
官
の
存
在
を
前
提
と
し
、
第
四
に
、
政
務
官
が
提
起
し
た
問
い
に

対
し
て
、
人
民
は
是
か
非
か
を
回
答
す
る
こ
と
だ
け
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
モ
ム
ゼ
ン
の
ロ
ー
マ
国
法
史
研
究
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民

主
主
義
論
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
現
代
民
主
主
義
の
考
察
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
検
討
す
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
モ
ム
ゼ
ン
の
継
承
：
人
民
と
政
務
官
の
関
係
規
定

　

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
モ
ム
ゼ
ン
は
、
共
和
政
ロ
ー
マ
に
お
い
て
は
全
体
と
し
て
の
市
民
は
行
為
能
力
お
よ
び
意
志
能
力
を
も
た
な
い

た
め
、
共
同
体
の
代
理
と
し
て
行
為
す
る
権
限
を
も
つ
政
務
官
の
存
在
が
必
然
的
に
要
請
さ
れ
た
と
論
じ
た
。「
市
民
は
共
同
体
の
代
理
人

で
あ
る
政
務
官
と
の
協
働
に
お
い
て
の
み
意
志
し
行
為
し
う
る
」、「
そ
れ
ゆ
え
共
同
体
の
決
定
は
、
政
務
官
職
を
前
提
と
す
る
」
と
す
る
モ

ム
ゼ
ン
の
記
述
を
受
容
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
共
和
政
ロ
ー
マ
の
国
法
に
と
っ
て
も
、
市
民
は
政
務
官
と
と
も
に
の

み
協
働
で
行
為
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
命
題
は
妥
当
し
た
」（V

V
:55

）。

　

さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
モ
ム
ゼ
ン
か
ら
継
承
し
た
、
こ
う
し
た
人
民
と
政
務
官
の
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
を
独
自
に
解
釈
し
、
次
の
よ

う
に
人
民
と
政
務
官
の
関
係
を
定
式
化
す
る
。「
こ
こ
で
人
民
と
い
う
語
に
固
有
の
意
味
は
、統
治
機
構（Regierung

）に
対
す
る
対
立
に
、

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
固
定
的
な
、
政
務
官
的
（m

agistratisch

）
な
形
式
に
対
す
る
対
立
の
う
ち
に
あ
る
。
人
民
が
自
ら
統
治
（regieren

）

す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
民
主
主
義
に
お
い
て
も
、
人
民
と
い
う
語
の
こ
う
し
た
意
味
は
繰
り
返
し
、
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
は
ず
で
あ
る
。

つ
ま
り
人
民
と
は
、
い
か
な
る
官
庁
的
役
割
も
も
た
ず
、
統
治
し
な
い
者
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
人
民
と
政
務
官

0

0

0

0

0

0

（M
agistrat

）
は
相

0

0
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互
に
対
峙
し
合
っ
て
お
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（einender gegenüberstehen

）、
人
民
は
本
質
的
に
は
政
務
官

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（m
agistratus

）
で
は
な
い

0

0

0

0

と
い
う
、
ロ
ー

マ
国
法
に
お
け
る
古
代
の
古
典
的
観
念
が
未
だ
に
生
き
た
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
」（V

V
:50f. 

傍
点
強
調
は
引
用
者
に
よ

る
）。

　

こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
は
行
為
能
力
と
意
志
能
力
を
も
な
い
が
ゆ
え
に
統
治
能
力
を
も
つ
政
務
官
の
存
在
を
必
要
と
す
る
と

い
う
モ
ム
ゼ
ン
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
人
民
は
政
務
官
の
対
立
物
で
あ
る
と
す
る
議
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

人
民
の
自
己
支
配
の
不
可
能
性

　

人
民
は
自
ら
統
治
す
る
能
力
を
も
た
ず
、
そ
れ
ゆ
え
人
民
の
本
質
は
政
務
官
で
は
な
い
─
─
こ
う
し
た
受
動
的
存
在
と
し
て
の
人
民
理
解

は
、「
統
治
」
に
つ
い
て
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
次
の
よ
う
な
確
信
に
よ
り
根
本
的
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
自
治
（
自

己
行
政Selbstverw

altung

）」
と
「
自
己
統
治
（Selbstregierung

）」
の
相
違
を
強
調
し
、
後
者
を
「
自
己
自
身
に
対
す
る
支
配
」
と

し
て
理
解
す
る
こ
と
は
欺
瞞
で
あ
る
と
論
じ
る
。

　
「
統
治
（Regierung

）
と
は
、
人
間
に
対
す
る
人
間
の
政
治
的
支
配
を
意
味
す
る
。
自
己
統
治
と
い
う
概
念
は
、
政
治
に
お
い
て
も
、

国
法
に
お
い
て
も
、
自
己
自
身
に
対
す
る
支
配
と
い
う
道
徳
的
概
念
と
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」（V

V
:67

）。「
と
い
う
の
も
、
一
人
の

人
間
が
道
徳
的
に
、「
自
己
自
身
を
支
配
す
る
」
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、二
人
あ
る
い
は
複
数
の
人
間
が
「
自
己
自
身
を
支
配
す
る
」

な
ら
ば
、
事
情
は
即
座
に
変
化
す
る
か
ら
で
あ
る
」。
後
者
の
場
合
、「
自
己
自
身
を
支
配
す
る
」
こ
と
は
「
政
治
的
支
配
を
行
使
す
る
」
こ

と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
自
己
自
身
に
対
す
る
複
数
者
の
支
配
と
は
、一
人
に
よ
る
そ
の
他
の
者
の
支
配
か
、あ
る
い
は
包
括
的
な
、

よ
り
高
次
の
第
三
者
に
よ
る
支
配
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
」（Ebd.

）。
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政
務
官
が
問
い
を
提
起
し
、
市
民
は
回
答
す
る

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ま
た
、
政
務
官
が
問
い
を
提
起
し
、
人
民
は
是
か
非
か
で
答
え
る
と
い
う
モ
ム
ゼ
ン
の
論
述
を
受
容
す
る
。「
人
民
は
問

題
を
自
ら
定
式
化
す
る
こ
と
も
ま
た
で
き
な
い
し
、
自
ら
問
い
を
提
起
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」（V

V
:57

）。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
う
し
た
人

民
理
解
を
独
自
に
解
釈
し
、
そ
の
根
本
的
原
因
を
人
民
の
多
様
性
の
中
に
見
出
す
。

　
「
も
し
も
個
々
の
市
民
が
特
定
の
人
物
を
選
出
す
る
だ
け
で
は
な
く
、事
実
的
問
題
に
対
し
て
態
度
を
表
明
す
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、何
千
、

何
百
万
も
の
秘
密
個
別
投
票
か
ら
、
そ
も
そ
も
結
果
を
突
き
止
め
る
た
め
に
は
、
問
題
は
最
初
に
権
威
的
（autoritativ

）
に
定
式
化
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
［
問
い
の
─
─
引
用
者
］
定
式
化
が
す
で
に
真
の
人
民
の
意
志
（V

olksw
ille

）
を
危
険
に
曝
し
、
誤
謬

へ
と
導
く
こ
と
を
意
味
し
う
る
と
い
う
こ
と
、
誰
が
［
問
い
を
─
─
引
用
者
］
定
式
化
す
る
権
力
を
も
ち
、
結
果
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
秘
密
個
別
投
票
の
特
性
か
ら
容
易
に
、
直
接
民
主
主
義
の
可
能
性
の

制
約
が
生
じ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
民
は
た
だ
是
か
非
か
（Ja oder N

ein

）
を
述
べ
う
る
の
で
あ
り
、
し
か

も
個
々
の
有
権
者
に
呈
示
さ
れ
た
、
正
確
に
定
式
化
さ
れ
た
問
い
に
つ
い
て
の
み
是
か
非
か
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
、
個
別
投
票
の
数
百
万
も
の
回
答
か
ら
、
全
体
の
結
果
を
読
み
取
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
」。（V

V
:55f.

）

　

し
た
が
っ
て
「
今
日
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
秘
密
投
票
手
続
き
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
限
界
」、「
こ
の
手
続
き
の
本
性
に
適
合
す
る
不
可

避
的
な
限
界
」
は
「
正
確
に
定
式
化
さ
れ
た
、単
純
な
問
題
に
対
す
る
依
存
性
の
う
ち
に
存
す
る
」（V

V
:55

）
こ
と
に
な
る
と
結
論
付
け
る
。

　
「
多
数
派
が
ど
の
よ
う
な
定
式
化
を
望
ん
で
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
秘
密
投
票
選
挙
を
通
じ
て
初
め
て
確
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ

も
人
民
が
問
題
を
定
式
化
す
る
能
力
や
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
も
つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。「
多
数
派
は
繰
り
返
し
、
複
数
の
呈
示
さ
れ
た

定
式
化
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
、
極
端
な
場
合
に
は
、
問
い
が
立
て
ら
れ
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
是
と
答

え
る
。
秘
密
個
別
投
票
に
お
い
て
意
志
を
表
明
す
る
人
民
は
、
回
答
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
質
問
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
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（V
V

:57

）。

　

さ
ら
に
「
是
か
非
か
の
明
確
さ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
理
解
可
能
性
や
加
算
可
能
性
で
さ
え
、〔
政
務
官
が
提
起
す
る
─
─
引
用
者
〕
問

い
の
正
確
さ
（Präzision

）
に
か
か
っ
て
い
る
」。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ド
イ
ツ
国
民
を
例
に
と
り
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
説
明
す
る
。
ド
イ

ツ
人
有
権
者
に
対
し
て
「
平
和
を
望
む
か
否
か
」
と
い
う
問
い
を
提
示
し
た
場
合
、
具
体
的
な
問
題
の
決
定
を
行
う
こ
と
を
せ
ず
と
も
簡
単

に
、
ほ
ぼ
一
致
し
た
多
数
の
賛
同
を
得
ら
れ
る
。
同
様
に
「
協
調
政
策
を
承
認
す
る
か
」
と
問
う
た
場
合
に
も
、
圧
倒
的
多
数
が
こ
れ
に
賛

同
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
結
局
、
あ
る
政
党
の
党
首
に
対
し
て
賛
意
を
表
明
し
「
喝
采
」
を
送
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
特
定
の
条
約
を
締
結
す
べ
き
か
否
か
」
と
い
う
形
式
で
問
い
が
定
式
化
さ
れ
た
場
合
に
は
、

お
そ
ら
く
結
果
は
異
な
り
う
る
、
す
な
わ
ち
不
賛
成
の
回
答
が
多
数
と
な
り
う
る
（V

V
:56

）。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
大
抵
の
場
合
に
は
数

多
く
の
問
い
の
立
て
方
が
可
能
で
あ
る
」
が
、
結
局
、「
人
民
、
す
な
わ
ち
秘
密
個
別
投
票
の
際
に
明
ら
か
に
な
る
多
数
派
は
、
常
に
是
か

非
か
を
述
べ
う
る
に
過
ぎ
な
い
」（V

V
:57
）。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
人
民
の
政
治
的
決
定
に
と
っ
て
は
政
務
官
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
人
民
の
政
治
的
決
定

は
政
務
官
が
定
式
化
し
た
問
い
に
依
存
す
る
と
い
う
認
識
は
、
モ
ム
ゼ
ン
の
ロ
ー
マ
国
法
史
研
究
に
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

現
代
民
主
主
義
に
対
す
る
意
義

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た
ロ
ー
マ
共
和
政
に
お
け
る
人
民
と
政
務
官
の
対
立
図
式
は
、
近
代
民
主
主
義
の
解
明
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富

む
も
の
で
あ
る
と
論
じ
る
。
人
民
と
政
務
官
と
の
「
対
立
（Gegensatz
）
は
、
当
然
、
単
純
に
は
近
代
民
主
主
義
の
国
法
に
適
用
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
対
置
は
、
そ
の
根
本
的
な
正
し
さ
の
点
で
今
日
に
お
い
て
も
未
だ
に
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
以
下
の
論
述
で
よ
り
よ
い
解
明
の
た
め
に
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」（V

V
:51

）。
さ
ら
に
、
人
民
の
政
治
的
決
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定
が
政
務
官
の
提
示
し
た
問
い
に
依
存
す
る
、と
い
う
「
こ
の
依
存
性
は
、近
代
民
主
主
義
に
お
い
て
は
よ
り
強
烈
に
際
立
つ
は
ず
で
あ
る
」

（V
V

:55
）
と
い
う
。

　

先
に
見
た
通
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
モ
ム
ゼ
ン
の
歴
史
研
究
を
受
容
し
、
人
民
の
行
う
行
為
や
政
治
的
決
定
に
は
政
務
官
の
存
在
が
不
可
欠

で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
政
務
官
職
を
排
除
し
た
国
家
組
織
が
可
能
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
が
「
直
接
民
主
主
義
に
お
け
る
究
極

の
問
い
」
で
あ
る
と
述
べ
、こ
れ
に
否
と
答
え
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、歴
史
的
に
見
れ
ば
、政
務
官
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、

人
民
自
身
が
政
務
官
と
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
人
民
と
し
て
の
属
性
を
失
う
か
、
あ
る
い
は
無
国
家
を
理
想
と
す
る
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
を
目
指
す

と
い
う
結
果
に
至
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
実
際
に
「
政
治
生
活
を
伴
う
国
家
」
に
お
い
て
は
、
人
民
に
問
い
を
提
起
す
る
政
務
官
の
存
在

が
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る
の
だ
と
論
じ
る
。

　

こ
う
し
て
モ
ム
ゼ
ン
か
ら
継
承
さ
れ
た
人
民
理
解
に
基
づ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
民
主
主
義
の
本
質
を
上
述
し
た
人
民
と
政
務
官
の
関
係

に
見
出
し
た
。
人
民
の
決
定
は
政
務
官
の
存
在
を
前
提
と
し
、
政
務
官
の
提
示
し
た
問
い
に
依
存
す
る
と
い
う
、
人
民
と
政
務
官
の
対
立
図

式
こ
そ
が
、
そ
の
後
の
民
主
主
義
論
を
根
本
的
に
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節　

民
主
主
義
論
に
お
け
る
喝
采
概
念

（
一
）
民
主
主
義
論
に
お
け
る
喝
采
概
念
に
対
す
る
評
価
の
転
換

　

前
章
で
言
及
し
た
通
り
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
議
会
主
義
論
第
二
版
序
文
に
お
い
て
、議
会
主
義
論
初
版
と
は
異
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、民
主
主
義
に
お
け
る「
喝

采
」
の
意
義
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
た
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
構
想
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
で
は
、
次
の

よ
う
に
民
主
主
義
と
喝
采
の
関
係
が
捉
え
ら
れ
る
。
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「
人
民
の
真
の
行
為
、
能
力
、
役
割
や
、
あ
ら
ゆ
る
人
民
的
（volkhaft

）
表
現
の
核
心
、
ル
ソ
ー
も
ま
た
真
の
民
主
主
義
と
し
て
思
い

描
い
て
い
た
民
主
主
義
的
な
根
源
的
現
象
は
、
喝
采
で
あ
る
。
集
合
し
た
多
数
者
の
賛
同
す
る
叫
び
や
拒
否
す
る
叫
び
で
あ
る
。
人
民
は
一

0

0

0

0

人
の
指
導
者

0

0

0

0

0

（Führer

）
に
対
し
て
喝
采
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

。
人
々
の
群
衆
（
こ
こ
で
は
人
民
と
同
一
で
あ
る
）
は
、
最
高
軍
司
令
官
あ
る
い
は
イ
ン

ペ
ラ
ト
ー
ル〔
古
代
ロ
ー
マ
の
最
高
軍
司
令
官
─
─
引
用
者
〕に
喝
采
す
る
。
人
民
同
胞
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
共
同
体
の「
観
衆（U

m
stand

）」

は
一
つ
の
提
案
に
喝
采
す
る
（
そ
の
際
に
、
本
来
、
核
心
に
お
い
て
指
導
者
に
喝
采
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
提
案
の
内
容
に
喝
采
す
る
の
か

と
い
う
問
い
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。）
人
民
は
歓
声
を
上
げ
る
か
打
倒
を
叫
び
、
歓
呼
す
る
か
不
平
を
言
う
」（V

V
:51f.

）。

　

こ
の
よ
う
に
、「
民
主
主
義
的
な
根
源
的
現
象
」（V
L:51

）
と
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
喝
采
概
念
を
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
喝

采
に
つ
い
て
の
学
問
的
発
見
は
、
直
接
民
主
主
義
あ
る
い
は
純
粋
民
主
主
義
の
手
続
き
を
究
明
す
る
た
め
の
出
発
点

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
」（V

L:53

）

と
し
て
、
喝
采
概
念
の
学
問
的
意
義
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

　

喝
采
概
念
を
発
見
し
た
功
績
あ
る
人
物
と
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
本
書
で
、
ボ
ン
大
学
に
お
け
る
同
僚
の
神
学
者
エ
ー
リ
ク
・
ペ
ー
タ
ー

ゾ
ン
の
名
を
明
記
し
て
い
る
。「
根
本
的
な
、
学
問
的
意
義
の
点
で
そ
の
特
殊
専
門
の
枠
を
遥
か
に
超
え
出
て
い
る
エ
ー
リ
ク
・
ペ
ー
タ
ー

ゾ
ン
の
研
究
は
、
キ
リ
ス
ト
教
一
世
紀
に
関
し
て
、
喝
采
と
そ
の
形
式
に
つ
い
て
論
述
し
た
」（V

L:52

）。

　

民
主
主
義
に
お
け
る
喝
采
の
意
義
は
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
も
引
き
続
き
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
喝
采
概
念
に

対
す
る
理
解
に
変
更
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
『
憲
法
論
』
で
は
、
喝
采
概
念
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
名
は
記
さ
れ
て
い

な
い
た

（
（3
（

め
、『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
が
注
目
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
従
来
、
喝
采
概
念
の
起
源
が
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
神
学
研
究
に
あ
る

こ
と
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
民
主
主
義
論
に
お
け
る
喝
采
概
念
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
独
創
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も

他
の
思
想
家
か
ら
の
借
用
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
特
定
さ
れ
な
い
ま
ま
、
喝
采
概
念
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
を
規
定
す
る
重
要

な
契
機
と
見
做
さ
れ
て
き
た
。
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Ｈ
．ホ
フ
マ
ン
は
そ
の
古
典
的
研
究
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
用
い
る
喝
采
概
念
が
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』
に
由
来

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
指
摘
し
て
い

（
（3
（

た
。
し
か
し
こ
の
点
は
そ
の
後
、
詳
し
い
論
究
の
対
象
と
は
さ
れ
ず
、
両
者
の
継
承
関
係
は

未
解
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
に
起
源
を
も
つ
喝
采
概
念
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
に
と
り
、
ど
の

よ
う
な
意
義
を
具
体
的
に
も
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
研
究
に
お
い
て
は
、ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
、

晩
年
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
著
作
で
あ
る
『
政
治
神
学
Ⅱ
』（
一
九
七
〇
年
）
を
論
じ
る
文
脈
に
お
い
て
、
政
治
神
学
を
め
ぐ
る
両
者
の
論
争
の

中
で
言
及
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ

（
（3
（

た
。

　

こ
う
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
研
究
の
状
況
に
対
し
て
、
近
年
で
は
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
研
究
の
側
か
ら
、
喝
采
概
念
の
継
承
を
め
ぐ
る
両
者
の
関
係

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
そ
の
第
一
人
者
で
あ
る
Ｂ
．ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
に
よ
る
研
究
を
参
照
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
シ
ュ

ミ
ッ
ト
と
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
個
人
的
関
係
と
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
よ
る
喝
采
概
念
研
究
の
内
容
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の

喝
采
概
念
研
究
の
受
容
を
通
じ
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
を
検
討
す
る
。

（
二
）
ボ
ン
大
学
時
代
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン

　

ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
著
書
『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』（
一
つ
の
神
の
意
）
は
、
正
式
名
称
を
『
一
つ
の
神
、
そ
の
碑
銘
研
究
的
・
形
態
史
的
・

宗
教
史
的
研
究
』
と
す
る
、
一
九
二
〇
年
に
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
提
出
さ
れ
た
教
授
資
格
申
請
論
文
で
あ
る
。
こ
の
論
文
全
体
が
公
刊

さ
れ
る
ま
で
に
は
六
年
の
歳
月
を
要

（
（3
（

し
、
一
九
二
六
年
に
『
旧
約
聖
書
お
よ
び
新
約
聖
書
に
お
け
る
宗
教
と
文
学
に
つ
い
て
の
研

（
（3
（

究
』
叢
書

の
一
册
と
し
て
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
出
版
社V

andenhoeck &
 Reprecht

か
ら
出
版
さ
れ

（
（3
（

た
。

　

ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
研
究
者
で
あ
る
Ｂ
．ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
に
よ
る
と
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
ボ
ン
大
学
に
招
聘
さ
れ
た
一
九
二
四
年
の
秋
学
期

に
両
者
は
初
め
て
直
接
対
面
し
、
そ
れ
以
来
親
し
い
交
友
関
係
を
育
ん
だ
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
九
二
二
年
に
ボ
ン
大
学
に
赴
任
し
、
国
法
、
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行
政
法
、
教
会
法
、
国
際
法
の
講
座
を
担
当
し
て
い
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
個
人
的
に
知
り
合
う
以
前
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
す
で
に
シ
ュ
ミ
ッ

ト
の
「
教
会
の
可
視
性
」（
一
九
一
七
年
）
を
読
了
し
、感
銘
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、神
学
研
究
で
あ
る
『
ヘ

イ
ス
・
テ
オ
ス
』
に
お
い
て
、
敢
え
て
古
代
の
政
治
体
制
に
論
及
し
た
の
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
の
「
若
い
友
情
に
よ
り
駆
り
立
て
ら
れ
た
」

帰
結
で
あ
っ

（
（3
（

た
。
と
い
う
の
も
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
教
授
資
格
申
請
論
文
に
は
「
礼
拝
の
定
式
の
「
法
学
的
基
礎
」
に
対
す
る
指
摘
」
は
そ

も
そ
も
存
在
せ
ず
、
こ
れ
は
出
版
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
、
こ
う
し
た
新
た
な
発

見
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
伝
え
て
い
る
（
一
九
二
五
年
三
月
一
七

（
（3
（

日
）。

　

他
方
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
方
は
「
直
接
的
に
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
成
果
か
ら
有
益
性
を
引
き
出
し

（
（3
（

た
」。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
『
ヘ
イ
ス
・
テ

オ
ス
』
公
刊
以
前
に
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
教
授
資
格
申
請
論
文
の
内
容
を
概
ね
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が

公
刊
以
前
に
自
身
の
論
文
の
中
で
、そ
の
教
授
資
格
申
請
論
文
の
内
容
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、

Ｌ
．フ
ォ
イ
ヒ
ト
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
彼
〔
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
─
─
引
用
者
〕
は
今
日
僅
か
し

か
存
在
し
な
い
偉
大
な
学
者
の
一
人
で
す
。〔
…
…
〕
二
、三
ヶ
月
後
に
は
お
そ
ら
く
、
つ
い
に
（
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
と
い
う
定
式
に
つ
い
て

の
）
彼
の
学
位
論
文
が
出
版
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」（
一
九
二
六
年
五
月
十
一

（
（3
（

日
）。

（
三
）
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』
に
お
け
る
喝
采
概
念

　
『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』
は
、「
喝
采
と
い
う
テ
ー
マ
に
と
っ
て
「
模
範
的
な
、
今
日
ま
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
基
準
的
学
術
書
」（R. 

M
eßner

（
（4
（

）」
と
し
て
、
今
日
に
お
い
て
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
の
先
行
研
究
に
従
い
、『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』

執
筆
の
経
緯
と
そ
の
内
容
を
概
観
す
る
。

　

ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
が
『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』
へ
と
結
実
す
る
研
究
に
着
手
し
た
の
は
、
一
九
一
六
年
末
と
推
定
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
初
夏
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に
脱
稿
を
迎
え

（
（4
（

た
。
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
学
位
論
文
の
目
的
は
、
元
来
、
キ
リ
ス
ト
教
的
一
神
教
の
碑
文
を
収
集
し
、
解
釈
す
る
こ
と
で

あ
っ

（
（4
（

た
。
こ
れ
は
教
授
資
格
申
請
論
文
の
第
一
章
に
引
き
継
が
れ
る
が
、こ
う
し
た
碑
文
の
研
究
の
み
に
よ
っ
て
は
、一
神
教
の
定
式
（H

eis 

T
heos-Form

el

）
の
起
源
と
元
来
の
意
味
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
、
文
献
学
研
究
と
宗
教
史
研

究
に
着
手
す
る
。

　

ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
こ
の
著
作
は
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
と
り
「
将
来
の
計
画
の
た
め
の
播
種
用
の
耕
地
で
あ
り
、
ヘ
イ
ス
・
テ
オ

ス
（
一
神
教
）
と
他
の
喝
采
の
形
式
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
証
拠
の
純
粋
な
収
集
の
継
続
に
の
み
関
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

（
（4
（

た
」。
そ
れ
に

と
ど
ま
ら
ず
、「
古
代
の
喝
采
の
も
つ
構
造
と
位
置
価
値
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
む
し
ろ
後
世
に
お
け
る
教
会
論
と
政
治
神
学
の
中
心
的
領

域
と
発
展
の
方
向
性
を
体
系
的
に
、
よ
り
深
く
解
明
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
っ

（
（4
（

た
」
と
い
う
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、こ
の
著
作
は
一
九
二
〇
年
に
財
政
上
の
理
由
か
ら
一
部
が
発
表
さ
れ
、そ
の
後
一
九
二
六
年
に
大
幅
な
加
筆
の
上
、

全
体
が
公
刊
さ
れ

（
（4
（

た
。
し
か
し
喝
采
に
つ
い
て
の
定
義
は
、
一
九
二
〇
年
版
に
お
い
て
す
で
に
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
論
文
の
第
三
章
「
喝

采
と
し
て
の
一
神
教
（H

eis T
heos

）」
に
お
い
て
、ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
「
喝
采
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
、「
喝
采
」

を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

　
「
喝
采
と
は
多
数
の
群
衆
に
よ
る
歓
呼
で
あ
り
、
そ
れ
は
様
々
な
機
会
に
表
明
さ
れ
え
た
。
喝
采
は
、
皇
帝
や
高
級
官
吏
が
姿
を
現
わ
し

た
際
に
、
彼
ら
を
賞
賛
す
る
た
め
に
表
明
さ
れ
た
。
し
か
し
ま
た
、
決
定
を
下
す
こ
と
や
特
定
の
要
求
を
押
し
通
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
場

合
に
は
、
集
会
や
人
だ
か
り
の
中
（
特
に
劇
場
の
中
や
裁
判
所
）
に
お
い
て
も
喝
采
は
表
明
さ
れ
た
。
こ
の
歓
呼
は
決
し
て
ど
う
で
も
よ
い

も
の
と
は
見
做
さ
れ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
法
的
意
味
を
も
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
歓
呼
が
記
録
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な

か
っ

（
（4
（

た
」。

　

す
な
わ
ち
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
よ
れ
ば
、
喝
采
と
は
、
端
的
に
言
う
な
ら
ば
「
多
数
の
群
衆
に
よ
る
歓
呼
」
で
あ
る
。
こ
う
し
た
喝
采
に
つ
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い
て
、
本
章
冒
頭
で
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
『
新
約
聖
書
』
に
お
け
る
使
徒
行
録
十
九
章
を
例
に
と
り
説
明
す
る
。
こ
こ
で
は
、
エ
フ
ェ
ソ
の
銀

細
工
師
が
そ
こ
で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
パ
ウ
ロ
に
対
し
て
反
感
を
抱
き
、
引
き
起
こ
し
た
一
連
の
騒
動
が
物
語
ら
れ
る
。
銀
細
工
師
デ

メ
テ
リ
オ
は
、
物
神
崇
拝
を
否
定
す
る
パ
ウ
ロ
の
教
説
を
攻
撃
し
、
パ
ウ
ロ
は
彼
ら
エ
フ
ェ
ソ
人
が
崇
拝
す
る
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
と
そ
の
神

殿
を
侮
辱
し
て
い
る
と
演
説
し
た
。
こ
う
し
た
デ
メ
テ
リ
オ
の
発
言
は
、
群
衆
の
怒
り
を
誘
っ
て
彼
ら
を
扇
動
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
群
衆

は
劇
場
に
突
入
す
る
。
第
二
十
八
節
お
よ
び
第
三
十
四
節
で
は
群
衆
が
「
偉
大
な
る
か
な
、
エ
フ
ェ
ソ
人
の
ア
ル
テ
ミ
ス
」
と
叫
ん
だ
と
い

う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
劇
場
の
中
で
群
衆
は
、
一
斉
に
二
時
間
あ
ま
り
「
偉
大
な
る
か
な
、
エ
フ
ェ
ソ
人
の
ア
ル
テ
ミ
ス
」

と
叫
び
続
け
た
と
言

（
（4
（

う
。

　

こ
の
よ
う
に
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
、
喝
采
の
典
型
的
事
例
と
し
て
新
約
聖
書
に
お
け
る
使
徒
行
録
を
挙
げ
る
が
、
喝
采
は
元
来
、
キ
リ
ス
ト

教
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
と
論
じ
る
。
そ
の
起
源
は
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
時
代
に
お
け
る
東
洋
の
諸
国
、
特
に
セ
ム
な
い
し
は
イ
ラ

ン
に
あ
り
、
国
王
を
賞
賛
し
そ
の
統
治
の
継
続
を
願
う
歓
呼
と
し
て
喝
采
の
現
象
が
見
出
さ
れ
る
と
言
う
。
国
王
の
戴
冠
に
際
し
て
、
ペ
ル

シ
ア
で
は
喝
采
が
行
わ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
は
「
国
王
万
歳
（Es lebe der K

önig

）」
や
「
永
遠
に
（für im

m
erda

）」
と
叫
ば

れ
た
と
言

（
（4
（

う
。

　

さ
ら
に
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
、
古
代
世
界
に
お
け
る
碑
文
の
解
読
を
通
じ
て
、
喝
采
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
た
。
第
一
に
、「
喝
采

を
引
き
起
こ
す
も
の
」は
、「
奇
跡（W

under

）」で
あ
っ
た
。「
自
ら
の
目
で
見
た
」奇
跡
は
、「
感
嘆
や
驚
嘆
、信
仰
告
白
の
叫
び
声（A

usruf

）

を
引
き
起
こ
す
」
も
の
で
あ
っ

（
（4
（

た
。
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
、
福
音
書
は
喝
采
を
引
き
起
こ
す
奇
跡
に
対
す
る
感
嘆
の
念
を
持
た
な
い
と
い
う
点

で
、
福
音
書
は
「
真
の
喝
采
」
を
持
た
な
い
と
言
う
。「
福
音
書
に
お
い
て
は
、
奇
跡
に
対
す
る
感
嘆
と
並
び
、
新
た
な
教
説
（Lehre

）

に
対
す
る
感
嘆
が
強
く
際
立
っ
て
い

（
（5
（

る
」。

　

第
二
に
、喝
采
の
本
来
の
目
的
は
「
扇
動
（Propaganda

）」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、奇
跡
に
つ
い
て
語
る
説
話
（W

undererzährung

）
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の
中
で
、「
喝
采
と
い
う
定
式
」
は
「
と
り
わ
け
扇
動
と
い
う
目
的
に
奉
仕
す
べ
き
も

（
（5
（

の
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。「
喝
采
に
は
布
教
と
い

う
使
命
が
割
当
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な

（
（5
（

い
」。

（
四
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
民
主
主
義
論
に
と
っ
て
の
喝
采
概
念
の
意
義

　

ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
は
、「
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
導
き
だ
し
た
帰

（
（5
（

結
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
か
ら
、「
人
民
」
と
「
喝
采
」
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
力
で
あ
る
と
い
う
帰
結
を
導
き
だ
し

（
（5
（

た
」。
す
な
わ
ち
『
人
民

投
票
と
人
民
請
願
』に
見
出
さ
れ
る
記
述
─
─「
喝
采
は
あ
ら
ゆ
る
政
治
社
会
に
お
け
る
永
続
す
る
現
象
で
あ
る
。人
民
の
な
い
国
家
は
な
く
、

喝
采
を
欠
く
人
民
は
な
い
」─
─
は
、古
代
世
界
に
お
け
る
群
衆
の
喝
采
に
関
す
る
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

さ
ら
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
人
民
、
喝
采
、
公
共
性
の
相
関
関
係
」
に
対
す
る
認
識
を
も
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
か
ら
得
た
と
論
じ
る
。
ニ

ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、「
人
民
、喝
采
、公
共
性
の
相
関
関
係
」
は
、ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
よ
り
『
ヘ
イ
ス
・
テ
オ
ス
』
以
来
論
じ
ら
れ
た
「
古

代
の
エ
ク
レ
シ
ア
概
念
の
構
造
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ

（
（5
（

る
。

　

こ
う
し
た
理
論
的
継
承
を
経
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
と
喝
采
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
人
民
が
未
だ
存
在
す
る
と
こ
ろ
、

人
民
が
観
衆
と
し
て
競
争
路
に
実
際
に
集
合
し
て
い
る
場
合
で
あ
れ
、
政
治
生
活
の
徴
候
を
表
し
て
い
る
場
合
で
あ
れ
、
人
民
が
存
在
す
る

と
こ
ろ
で
は
ど
こ
で
あ
れ
、
人
民
は
喝
采
を
通
じ
て
そ
の
意
志
を
表
明
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
実
際
、
そ
の
よ
う
な
喝
采
を
放
棄
し
う
る
よ
う
な
国
家
制
度

は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
絶
対
君
主
も
ま
た
、人
垣
を
成
し
て
歓
声
を
上
げ
る
彼
の
人
民
の
う
ち
の
多
数
者
を
必
要
と
す
る
。
喝
采
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
政
治
的
共
同
体
に
お
い
て
永
続
す
る
現
象
で
あ
る
〔
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
〕」（V

V
:52

）。

　

さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
喝
采
は
心
理
的
な
い
し
精
神
的
現
象
で
は
な
く
、「
政
治
的
な
現
象
、
国
法
学
上
の
現
象
」
で
あ
る
と
論
じ
る
。

「
ヘ
ネ
ル
に
よ
れ
ば
、
法
律
は
法
共
同
体
に
参
与
す
る
者
の
「
承
認
（A

nerkennung
）」
に
基
づ
く
。
こ
の
承
認
も
ま
た
、
常
に
、「
人
民
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が
承
認
す
る
も
の
が
法
律
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、
あ
る
い
は
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
」。
た
だ
し
、「
こ
う
し
た
解
釈
に
お
け
る

誤
謬
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
的
現
象
の
基
礎
（
私
は
Ｊ
．Ｓ
．ミ
ル
の
こ
の
表
現
を
意
図
的
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
）
を
精
神
的
諸
現
象
（
人

民
の
法
意
識
や
時
代
の
倫
理
観
な
ど
）
に
見
出
す
、
と
い
う
典
型
的
に
自
由
主
義
的
な
心
理
化
で
あ
る
」。
こ
う
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ヘ

ネ
ル
の
法
律
解
釈
に
お
け
る
「
心
理
化
」
を
批
判
す
る
も
の
の
、「
人
民
が
承
認
す
る
も
の
が
法
律
で
あ
る
」
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
肯

定
的
に
捉
え
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
論
じ
る
価
値
が
あ
る
も
の
は
、
人
民
が
喝
采
す
る
も
の
は
全
て
法
律
で
あ
る
、
と
い
う
命
題

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
喝
采
は
心
理
的
現
象
で
は
な
く
、
政
治
的
な
現
象
、
国
法
上
の
現
象
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。」（V

V
:70f. A

nm
. 

62

）。
そ
の
上
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、喝
采
こ
そ
が「
あ
ら
ゆ
る
人
民
に
と
っ
て
最
も
自
然
に
適
っ
た
、決
し
て
譲
渡
で
き
な
い
権
利
」（V

V
:75

）

で
あ
る
と
述
べ
る
。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
よ
り
再
発
見
さ
れ
た
喝
采
概
念
の
意
義
を
認
め
、
こ
れ
を
民
主
主
義
論
に
適
用

し
た
。
た
だ
し
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
喝
采
概
念
の
理
解
は
一
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
彼
に
よ
り
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
が
不
当
に
利
用
さ

れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
悪
用
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
は
指
摘
す
る
。
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ

ン
自
身
に
と
っ
て
の
研
究
の
目
的
は
、「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
政
治
（Polis

）
構
造
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
を
も
た
ら
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
今
日
の

教
会
理
解
の
た
め
に
、ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
政
治
構
造
を
再
発
見
し
、成
果
を
生
み
出
す
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、ペ
ー
タ
ー

ゾ
ン
に
よ
り
「
再
発
見
さ
れ
た
古
代
の
民
主
主
義
の
形
式
」
と
し
て
の
喝
采
を
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
と
は
異
な
り
、「
帝
国
的
（im

perial

）」

な
も
の
と
し
て
理
解
し
、「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
の
自
由
主
義
的
、
議
会
主
義
的
民
主
主
義
に
対
抗
し
て
、
論
争
的
に
」
使
用
し
た
。「
シ
ュ

ミ
ッ
ト
に
よ
り
宣
伝
さ
れ
た
喝
采
民
主
主
義
は
、
独
裁
の
可
能
性
を
完
全
に
含
む
も
の
で
あ

（
（5
（

る
」
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
用
い
た
喝
采
概
念
と

ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
成
果
と
し
て
の
古
代
の
喝
采
と
い
う
概
念
な
い
し
形
式
は
、
本
質
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て

ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
は
、
喝
采
を
中
心
と
し
た
民
主
主
義
論
の
形
成
に
際
し
て
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
自
身
に
は
い
か
な
る
責
任
も
な
い
こ
と
を
強
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調
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
節　

民
主
主
義
論
の
変
容
─
─
指
導
者
と
人
民

（
一
）
民
主
主
義
に
お
け
る
指
導
者
と
人
民

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
人
民
は
政
務
官
の
提
示
し
た
問
い
に
対
し
て
是
か
非
か
で
回
答
す
る
能
力
を
し
か
持
た
な
い
受
動

的
存
在
で
あ
る
と
す
る
認
識
を
モ
ム
ゼ
ン
か
ら
、ま
た
喝
采
は
民
主
的
な
政
治
的
意
志
の
表
明
手
段
と
し
て
人
民
の「
譲
渡
で
き
な
い
権
利
」

で
あ
る
と
す
る
認
識
を
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
か
ら
得
た
。
こ
れ
ら
の
理
論
的
認
識
を
独
自
に
結
合
さ
せ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
「
指
導
者
」
な
い
し
は

指
導
者
の
提
起
す
る
「
提
案
の
内
容
」
に
対
す
る
喝
采
こ
そ
が
民
主
主
義
で
あ
る
と
主
張
す
る
。「
人
民
は
一
人
の
指
導
者
に
対
し
て
喝
采

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

す
る

3

3

。
人
々
の
群
衆
（
こ
こ
で
は
人
民
と
同
一
で
あ
る
）
は
、
最
高
軍
司
令
官
あ
る
い
は
イ
ン
ペ
ラ
ト
ル
〔
古
代
ロ
ー
マ
の
最
高
軍
司
令
官

─
─
引
用
者
〕
に
喝
采
す
る
。
人
民
同
胞
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
共
同
体
の
「
観
衆
」
は
一
つ
の
提
案
に
喝
采
す
る
（
そ
の
際
に
本
来
、
核
心
に

お
い
て
指
導
者
に
喝
采
す
る

3

3

3

3

3

3

3

3

の
か
、
な
い
し
は
提
案
の
内
容
に
喝
采
す
る

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

の
か
と
い
う
問
題
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
）。
人
民
は
歓
声

を
上
げ
る
か
打
倒
を
叫
び
、
歓
呼
す
る
か
不
平
を
言
う
〔
傍
点
強
調
は
引
用
者
に
よ
る
〕」（V

V
:51f

）。

　

そ
し
て
、
民
主
主
義
に
お
け
る
指
導
者
と
人
民
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
民
主
主
義
的
国
法
の
法
学
的
認
識
に
と
り
、
人
民
の
意
志
表
明
に
つ
い
て
の
憲
法
に
適
合
し
た
特
定
の
手
続
き
は
、
表
明
の
内
容
を
特

定
の
可
能
性
へ
と
制
限
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
直
接
的
に
現
前
す
る
大
衆
（M

asse

）
と
し
て
喝
采
す
る
人
民
は
、

い
か
な
る
提
案
に
つ
い
て
も
意
見
を
表
明
し
う
る
。
そ
の
際
に
、
人
民
が
学
問
的
・
技
術
的
な
専
門
家
の
役
割
を
演
じ
る
な
ど
と
い
う
思
い

違
い
を
誰
も
考
え
つ
く
こ
と
は
な
い
。
人
民
は
一
人
の
指
導
者
を
信
任
し

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

（vertrauen
）、指
導
者
と
の
連
帯

3

3

3

3

3

3

3

（Zusam
m

engehörigkeit

）
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と
統
一
性

3

3

3

3

（Einheit

）
の
政
治
的
意
識
か
ら
、
そ
の
提
案
に
同
意
す
る
。

3

3

3

3

3

3

3

33

3

3

3

3

3

3

3

3

33

人
民
は
政
治
生
活
の
基
準
と
な
る
担
い
手
と
し
て
、
特
殊
に
政

治
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
現
れ
る
。
そ
し
て
不
撓
不
屈
の
政
治
的
本
能
を
も
ち
、
友
と
敵
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
限
り
、
人
民
の

決
定
は
常
に
正
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、秘
密
投
票
手
続
き
に
お
い
て
は
、普
及
し
た
、典
型
的
に
自
由
主
義
的
な
誤
謬
は
明
白
で
あ
る
。
個
々

の
有
権
者
は
事
実
的
な
個
別
的
問
題
に
つ
い
て
、
事
実
的
・
技
術
的
判
断
を
下
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
事
柄
に
つ

い
て
自
立
し
た
判
断
を
行
う
よ
う
教
育
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
、
全
市
民
は
完
璧
な
政
治
家
や
英
雄
的
兵
士
と
な
る
だ
け
で

は
な
く
、普
遍
的
専
門
家（U

niversal-Sachverständiger

）と
も
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
民
主
主
義
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

理
想
と
し
て
論
じ
る
価
値
す
ら
な
い
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
他
方
で
、
今
日
に
お
い
て
、
秘
密
投
票
手
続
き
の
観
点
か
ら
、
何
が
人
民
の
特

殊
な
可
能
性
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
が
立
て
ら
れ
る
〔
傍
点
強
調
は
引
用
者
に
よ
る
〕」（V

V
:54

）。

　

以
上
に
見
た
よ
う
に
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、民
主
主
義
に
お
い
て
は「
人
民
は
一
人
の
指
導
者
に
対
し
て
喝
采
す
る
」、そ
し
て
具
体
的
に
は「
人

民
は
一
人
の
指
導
者
を
信
任
し
、
指
導
者
と
の
連
帯
と
統
一
性
と
い
う
政
治
的
意
識
か
ら
、
そ
の
提
案
に
同
意
す
る
」
と
理
解
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

（
二
）「
人
民
の
意
志
と
同
一
化
す
る
」
少
数
派
に
よ
る
支
配
の
可
能
性

　

民
主
主
義
と
は
指
導
者
な
い
し
指
導
者
の
提
案
に
対
す
る
人
民
の
喝
采
で
あ
る
、
と
す
る
上
述
の
認
識
と
共
に
、
決
し
て
組
織
さ
れ
ず
、

形
式
化
さ
れ
な
い
、
常
に
「
直
接
性
」
の
う
ち
に
あ
る
存
在
と
し
て
の
人
民
観
が
示
さ
れ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
決
し
て
組
織
さ
れ

ず
、
形
式
化
さ
れ
な
い
と
い
う
人
民
の
特
性
か
ら
、「
民
主
主
義
の
直
接
性
は
、
直
接
的
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
な
し
に
は
組
織
さ
れ

な
い
」。
全
て
の
権
限
を
も
ち
、
意
志
表
明
を
行
う
人
民
が
、
秘
密
個
別
投
票
の
方
法
に
し
た
が
っ
て
余
す
と
こ
ろ
な
く
形
式
化
さ
れ
る
と

し
た
ら
、
そ
う
し
た
人
民
は
「
人
民
と
し
て
は
消
え
失
せ
、
自
己
自
身
に
対
す
る
政
務
官
と
な
る
。
こ
れ
は
自
己
に
お
け
る
矛
盾
で
あ
る
。
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こ
こ
に
直
接
あ
る
い
は
純
粋
民
主
主
義
の
自
然
な
限
界
が
存
す
る
」。
と
い
う
の
も
、「
余
す
と
こ
ろ
な
く
形
式
化
さ
れ
た
人
民
」
は
そ
れ
が

本
来
も
つ
と
こ
ろ
の
「
力
（Größe und K

raft

）」
を
失
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
あ
ら
ゆ
る
人
民
に
と
り
最
も
自
然
に
適
い
、

決
し
て
譲
渡
で
き
な
い
権
利
す
ら
、す
な
わ
ち
喝
采
す
ら
」人
民
か
ら
取
り
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る（V

V
:75

）。
た
だ
し
シ
ュ
ミ
ッ

ト
は
、
次
の
よ
う
に
付
言
し
、
人
民
が
制
定
さ
れ
た
も
の
を
超
越
し
た
力
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
政
治
的
社
会
的
現
実
に
お

い
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
民
は
、
政
治
的
に
実
存
す
る
限
り
、
そ
の
形
式
的
権
限
が
全
て
膨
張
し
て
い
る
と
し
て
も
、
本
質
的
に
は
常
に
、
そ
の

よ
う
な
個
別
投
票
を
超
越
し
た
力
（Größe

）
と
し
て
存
立
し
続
け
る
の
で
あ
る
」。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
人
民
の
特
性
ゆ
え
に
こ
そ
、
少
数
派
に
よ
る
支
配
が
民
主
主
義
的
に
正
当
化
さ
れ
う
る
の
だ
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
指
摘

す
る
。「
数
の
点
で
の
少
数
派
も
ま
た
人
民
と
し
て
振
る
舞
い
、世
論
を
支
配
し
う
る
」（V

V
:76

）可
能
性
が
生
じ
る
。
こ
う
し
た
可
能
性
は
、

少
数
派
が「
政
治
的
に
意
志
を
喪
失
し
て
い
る
か
、無
関
心
な
多
数
派
に
対
し
て
、真
の
政
治
的
意
志
を
有
し
て
い
る
」と
き
に
生
じ
う
る
。「
ま

さ
に
法
的
に
組
織
さ
れ
て
い
な
い
者
が
、
少
数
派
に
対
し
て
、
自
ら
を
直
接
的
に

3

3

3

3

人
民
で
あ
る
と
称
し
、
自
ら
の
意
志
を
人
民
の
意
志
と
同

一
化
す
る
（identifizieren

）
た
め
の
優
越
性
と
政
治
的
可
能
性
を
与
え
る
の
で
あ
る
」。
歴
史
的
経
験
に
鑑
み
る
と
、
事
後
的
に
投
票
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
少
数
派
は
「
投
票
に
お
い
て
多
数
派
で
あ
る
、
意
志
を
も
た
な
い
大
衆
」
の
票
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
う
る
が
、

こ
の
場
合
、投
票
は
単
な
る
「
形
式
的
儀
礼
（Form

alität
）」
に
過
ぎ
な
い
。「
こ
の
と
き
人
民
と
は
、矛
盾
な
く
人
民
と
し
て
振
る
舞
い
、

し
た
が
っ
て
具
体
的
に
は
、
す
な
わ
ち
政
治
的
社
会
的
現
実
に
お
い
て
誰
が
人
民
と
し
て
行
動
す
る
の
か
を
決
定
す
る
者
」
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
民
と
は
「
い
か
な
る
複
数
者
で
も
あ
り
う
る
」（Ebd.

）。

　

し
た
が
っ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
民
主
主
義
に
お
け
る
人
民
の
本
質
的
特
性
か
ら
、
矛
盾
な
く
人
民
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
の
で
き
る
者
、

す
な
わ
ち
「
自
ら
を
直
接
的
に
人
民
で
あ
る
と
称
し
、
自
ら
の
意
志
を
人
民
の
意
志
と
同
一
化
す
る
」
者
に
よ
る
支
配
の
可
能
性
が
導
出
さ

れ
る
の
だ
と
論
じ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
支
配
は
、
彼
ら
が
自
ら
の
意
志
を
人
民
の
意
志
と
同
一
化
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
限
り
、
い
か
な
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る
複
数
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
少
数
派
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
民
主
主
義
的
に
正
統
化
さ
れ
う
る
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
人
民
の
意
志
を
究
極
的
根
拠
と
し
、
人
民
と
の
同
一
化
を
支
配
の
根
拠
と
す
る
、
一
九
二
一
年
の
『
独
裁
』
以
来
論
じ
ら
れ
た
主
権

独
裁
の
論
理
で
あ
る
。
本
稿
第
四
章
に
お
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
民
主
主
義
論
は
主
権
独
裁
の
論
理
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
と

論
じ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
１
）V

gl. R. M
ehring, Carl Schm

itt. A
ufstieg und Fall, M

ünchen 2009, S.198.

（
２
）
長
野
晃
、「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
均
衡
理
論
：
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
分
離
と
結
合
」、『
政
治
思
想
研
究
』
第
十
五
号
、
風

行
社
、
二
〇
一
五
年
、
二
九
三
─
二
九
八
頁
を
参
照
。

（
３
）
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
伝
記
を
著
し
た
メ
ー
リ
ン
グ
は
、「
直
接
民
主
主
義
に
お
け
る
人
民
概
念
は
ロ
ー
マ
国
法
に
お
け
る
「
人
民
とM

agistrat

」

の
対
立
へ
と
還
元
さ
れ
、
喝
采
概
念
に
つ
い
て
エ
ー
リ
ク
・
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
研
究
が
引
用
さ
れ
た
」
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
が
（M

ehring, 
a.a.O

., S.199.

）、
次
に
述
べ
る
テ
オ
ド
ア
・
モ
ム
ゼ
ン
に
よ
る
ロ
ー
マ
国
法
研
究
か
ら
の
継
承
関
係
や
こ
れ
が
民
主
主
義
論
に
与
え
た
意
義
に

つ
い
て
は
十
分
に
論
じ
て
い
な
い
。

（
４
）
な
おm

agistratus

の
語
源
で
あ
る
ラ
テ
ン
語m

agister

は
、m

agister populi

と
い
う
で
成
句
で
「
独
裁
者
（D

ictator

）
の
称
号
」
を

意
味
す
る
（O

xford Latin D
ictionary, edited by P. G. W

. Glare, second edition, volum
e II. M

-Z, O
xford U

niversity Press, P. 
1168.

）。

（
５
）A

usführiches L
ateinisch-D

eutsches H
andw

örterbuch, A
us den Q

uellen zusam
m

engetragen und m
it besonderer 

Bezugnahm
e auf Synonym

ik und A
ntiquitäten unter Berücksichtigung der besten H

ilfsm
ittel, ausgearbeitet von K

arl 
Ernst Georges, 11. A

uflage, N
achdruck der achten verbesserten und verm

ehrten A
uflage von H

einrich Georges, Zw
eiter 

Band, Basel, 1962, S.762f.

（
６
）D

uden. D
as H

erkunftsw
örterbuch. E

tym
ologie der deutschen Sprache, 4. neu bearbeitete A

uflage, H
erausgegeben von 



カール・シュミットにおける民主主義論の成立過程（３）

北法69（2・71）277

der D
udenredaktion, A

uf der Grundlage der neuen am
tlichen Rechtschreibregeln, D

uden Band 7, M
annheim

, Leipzig, 
W

ien, Zürich S.500.
（
７
）O

nom
asticon P

hilosophicum
, L

atinoteutonicum
 et T

eutonicolatinum
, ediderunt K

en A
so, M

asao K
urosaki, T

anehisa 
O

tabe, Shiro Y
am

auchi, T
okyo 1989, S.216.

（
８
）T

heodor M
om

m
sen, R

öm
isches Staatsrecht, erster Band, unveränderter, photom

echanischer N
achdruck der dritten 

A
uflage, Basel 1952, S.7.

（
９
）
ロ
ー
マ
共
和
政
の
国
家
制
度
に
お
け
る
政
務
官
の
種
類
と
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
村
上
淳
一
、
石
井
紫
郎
訳
、
Ｊ
．ブ
ラ
イ
ケ
ン
『
ロ
ー
マ

の
共
和
政
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
七
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
10
）
本
稿
で
は
、
Ｊ
．ブ
ラ
イ
ケ
ン
『
ロ
ー
マ
の
共
和
政
』
村
上
淳
一
・
石
井
紫
郎
訳
（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
に
倣
い
、m

agistratus

を
「
政
務
官
」
と
訳
す
こ
と
と
す
る
。

（
11
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.7.

（
12
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.8.

（
13
）Ebd.

（
14
）Ebd.

（
15
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.9.

（
16
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.9f.

（
17
）T

heodor M
om

m
sen, R

öm
isches Staatsrecht, dritter Band, 1. T

eil, unveränderter, photom
echanischer N

achdruck der 
dritten A

uflage, Basel 1952, S.300.

（
18
）Ebd.

（
19
）Ebd.

（
20
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.301.

（
21
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.302.

（
22
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.302.
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（
23
）T

heodor M
om

m
sen, A

briss des röm
ischen Staatsrecht, Leipzig 1893, S.81.

（
24
）Ebd.

（
25
）M

om
m

sen, R
öm

isches Staatsrecht, dritter Band, 1.T
eil, S.302.

（
26
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.303.

（
27
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.303.

（
28
）Ebd.

（
29
）M

om
m

sen, a.a.O
., S.304.

（
30
）『
人
民
投
票
と
人
民
請
願
』
に
お
い
て
直
接
民
主
主
義
を
考
察
す
る
中
で
引
用
さ
れ
た
他
の
思
想
家
、
す
な
わ
ち
「
世
論
」
に
関
す
る
記
述
に

お
い
て
言
及
さ
れ
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン
（『
幻
の
公
衆
』、
一
九
二
五
年
）
や
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
（『
世
論
と
人
民
政
府
』、

一
九
二
一
年
版
）、
ま
た
前
節
で
検
証
し
た
テ
オ
ド
ア
・
モ
ム
ゼ
ン
（『
ロ
ー
マ
国
法
』）
に
つ
い
て
は
、『
憲
法
論
』
に
お
い
て
も
著
者
を
明
示

し
つ
つ
論
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
り
異
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
31
）H

asso H
ofm

ann, Legitim
ität gegen Legalität. D

er W
eg der politischen Philosophie , Berlin 1992, S.150.

（
32
）
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
『
政
治
的
問
題
と
し
て
の
一
神
教
』（
一
九
三
五
年
）
に
お
い
て
、
政
治
神
学
は
ユ
ダ
ヤ
教
や
三
位
一
体
説
を
否
定
す
る
異

教
の
土
壌
の
上
で
の
み
存
在
可
能
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
政
治
神
学
は
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
、「
政
治
神
学
は
一
掃
さ
れ
た
」
と

し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
政
治
神
学
を
批
判
し
た
。
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
の
没
後
、シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
自
ら
の
政
治
神
学
に
関
す
る
理
論
を
擁
護
す
る
た
め
、

す
な
わ
ち
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
に
対
す
る
反
批
判
を
意
図
し
て
『
政
治
神
学
Ⅱ
』
を
執
筆
す
る
。
こ
う
し
た
論
争
の
経
緯
に
つ
い
て
、
ペ
ー
タ
ー
ゾ

ン
の
「
神
学
と
は
何
か
」（
一
九
二
五
年
）、『
政
治
的
問
題
と
し
て
の
一
神
教
』
を
参
照
し
詳
ら
か
に
し
た
、
佐
野
誠
『
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
ナ
チ
ズ

ム
の
間
』、
二
三
三
─
二
四
三
頁
、
参
照
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
はH

eis T
heos

の
内
容
や
、
喝
采
概
念
を
め
ぐ
る
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
か
ら
シ
ュ
ミ
ッ

ト
へ
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
33
）
財
政
上
の
理
由
か
ら
、
差
し
当
た
り
教
授
資
格
申
請
論
文
の
一
部
が
公
表
さ
れ
、
全
体
が
出
版
に
至
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。V

gl., 
Barbara N

ichtw
eiß, E

rik Peterson. N
eue Sicht auf Leben und W

erk, Freiburg, Basel, W
ien 1994, S.282.

（
34
）Erik Peterson, H

eis T
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geschichtliche und religionsgeschichtliche U
ntersuchungen zur antiken 
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in-G

ott"-A
kklam

ation (N
achdruck der A

usgabe von Erik Peterson 1926 m
it Ergänzungen und K

om
m

entaren von 
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C
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enrik H

ildebrandt, B
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ichtw
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rsg.) C
hristoph M

arkschies, A
usgew

ählte 
Schriften, Bd. 8, W

ürzburg 2012.
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eue Sicht auf Leben und W
erk, S.282. V
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K

K
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M
A

T
IO

N
“: Zur 

Entstehung und Bedeutung von „H
eis T

heos“, in: E
rik Peterson A

usgew
ählte Schriften, Bd. 8, S.613 f.

（
36
）N

ichtw
eiß, “A

kklam
ation”. Zur Entstehung und Bedeutung von “H

eis T
heos”, S.626.

（
37
）N

ichtw
eiß, E

rik Peterson. N
eue Sicht auf Leben und W

erk, S.283.

（
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）N

ichtw
eiß, “A

kklam
ation”. Zur Entstehung und Bedeutung von “H

eis T
heos”, S.626.

（
39
）N

ichtw
eiß, a.a.O

., S.626. A
nm

. 62. 

（
40
）N

ichtw
eiß, a.a.O

., S.609.

（
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）N

ichtw
eiß, E

rik Peterson. N
eue Sicht auf Leben und W

erk, S.278.

（
42
）N

ichtw
eiß, a.a.O

., S.283.

（
43
）N

ichtw
eiß, “A

kklam
ation”. Zur Entstehung und Bedeutungvon “H

eis T
heos”, S.619.

（
44
）Ebd.

（
45
）V

gl., N
ichtw

eiß
, E

rik P
eterson. N

eue Sicht auf L
eben und W

erk, S.282. V
gl. N

ichtw
eiß

, „„A
kklam

ation“: Zur 
Entstehung und Bedeutung von „H

eis T
heos“, S.613 f.

（
46
）Erik Peterson, H
eis T

heos, S.141. 

こ
こ
で
ペ
ー
タ
ー
ゾ
ン
は
、
投
票
制
度
に
代
替
す
る
も
の
と
し
て
喝
采
を
位
置
付
け
て
い
る
。「
状
況

に
よ
っ
て
は
、
各
人
が
投
票
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
時
間
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
喝
采
が
登
場

し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
我
々
の
も
と
で
は
馴
染
み
深
い
、
票
の
集
計
の
代
替
物
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」。

（
47
）『
新
約
聖
書
』
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
書
研
究
会
訳
、
星
共
社
、
一
九
八
〇
年
、
四
七
六
─
四
七
七
頁
。
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